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本学に埋蔵文化財調査センタ ー （以下「センタ ー」）が発足して 3年目を迎えた．昨年

(2014年）度は組織と しての体裁が定まった 1年であり，忙しくも充実 した 1年であった

トピックを示そう ．

・学内事業の大幅な増加により，調査員総出で発掘調査にあたった．

・話題性に富む発見が相次ぎ，発掘調査現場を一般公開し，その後辿構の保隈対策がと ら

れた．

• 初めてのテーマ展示「大宰府へつながる官道」を五高記念館で開佃した．

2014年度は東日本大震災の災害復旧政策の余波か， 学内開発等に例年を上回る予算がつ

き，これに係わる発掘調査が大幅に増えたセンタ ーでは，学長裁批経費m.）による報告

書刊行作業の完成を先送りして，全員で現場の対応にあたった昨年度センターが実施し

た調査は58件である．

黒髪南地区のライフライン工事の事前調査では白川の巡んだ砂の層の下から縄文時代

の墓 (3700年ほど前のもの）と人骨が発見された火山灰の影聾の強い熊本平野で縄文時

代の人骨が残っていたことは，大きな罵きであった本荘北地区では，江戸期の井手 （用

水路）の一部が地下3mの地陪からそのままの形で発見された．加藤清正の治水事業にか

かわる遺梢の発見は，市民の注目をあびたいずれの調壺でも， 学内の地質学分野をはじ

めとする教員の方々から積極的な協力をいただき．授業を通した学生の見学 もあり，大学

ならではの事業展開になった．調査後は施設関係部署の理解を得て，双方の追構がそのま

ま地下で保存されることになったのは，何より嬉しいことであった．

五高記念館で開催した特別展は，黒髪地区を南北に貰 く古代の官道 （政府専用ハイウ ェ

イ）にかかわる展示である．センターとして念顧の成果発表であり ，学内外から多 くの見

学者をえた五高記念館ほか関係自治体のご協力に感謝したい．

2014年度も運営基盤管理部をはじめとする関係部局にお世話になった．各位にあっ く御

礼を申し上げる．

（注） 過去の調壺の報告因を刊行するための特別予鈴配当今年度は3年計画の最終年度であった．

2016年 1月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚 子



例呂

l．本内は熊本大学構内において 2014年 4月1日から2015年3)］末

日までおこなわれた埋蔵文化財の調究および熊本大学狸蔵文化財調

壺センターの祈勅内容に関する年次報告杏である．

2.構内迅跡の調査は．昨年度に引き続き．年次と湖査llt（を示す瀾究

番号で表すこととし出土辿物や記録類もこの番号で整理 ・管理し

ている．

3.辿跡略号は．地区ごとにロ ーマ字3文字で以下のように表記し

た．黒嬰町逍跡群馬髪南地区 (KKS)．同北地区 (KKN)．本庄辿

跡医学部構内 (HJM)．同病院構内 (HJH)．医学部保健学科構内

(KHJ)．京IIIT台辿跡教脊学部附屈小中学校構内 (KMS)．大江辿跡

群薬学部構内 (HJP)．大江辿跡群渡鹿宿舎敷地1}、J(OER) 

4.辿物への注，記は．追跡略刃・+ ;Jl,J:1.t番号＋出土逍構（位骰）の順で

おこなった．

5.本杏に掲載した辿物やその他の出土辿物およぴ濶査にかかわる記

録類はすべて熊本大学埋蔵文化財調査センターにて保管している．

6.本内の執前は． lキ文および肱文を木下、 I敬を山野．II翔を松

田 ・ 大坪 • 山野付紅および表 2 を 11 1野 ・ 大崎． 英文サマリ ー ・ ハ

ングルサマリーを山野 • 松田 、 抄録を山野がおこな っ た ．

7.本咎の編集は山野がおこなった
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写真41 I区既設桝撤去作業風蚊（西より ） 17 与真83 II区⑬古代辿構完掘状況（南より ） 27 
写真42 I区掘削状況（西より ） 17 写兵84 II区⑰ー 2掘j'jlj状況（北より ） 27 
写真43 I区道路部分掘削状況（北東より ） L7 写真85 n区＠掘j'jlj状況（南よ り） 27 
写真44 II区掘削状況（北四より ） 17 写兵86 Ill区①完掘状況（西よ り） 27 
写具45 IJ区道路部分掘削状況（東より ） l 7 毎真87 III区⑧完掘状況（北よ り） 27 
写真46 I区重機掘削作業風娯（南西より ） 18 写兵88 Ill区⑪完掘状況（南より ） 28 
写真47 I区掘削状況（南西より ） 1.8 写真89 m区⑫完掘状況（北より ） 28 
写真48 11区重機掘削作業風屎（南囮より ） l 8 写具90 In区⑬古代辿構完掘状況（南より ） 28 
写真49 0区掘削状況（東より ） 18 写真91 III区⑳古代辿梢完掘状況（南より ） 28 



写真92 Ill区⑳掘削状況（西より ） 28 写真135 南区ハンドホール部分掘削状況 （西より ）ー36

写真93 Ill区⑰ ー2掘削状況（南より ） 28 写真136 北区ハンドホール部分 1掘削状況 （西より ）

写真94 III区⑳掘削状況（西より ） 28 36 

写真95 IV区⑪ 3号住居龍完掘状況（南より） 29 写真137 北区ハンドホール部分2掘削状況（西より ）

写真96 J¥I区⑪完掘状況（西より ） 29 36 

写真97 J¥f区⑭縄文時代辿物出土状況（東より ） 29 写真138 I区①掘削状況 （北西より ） 37 

写真98 JV区⑭縄文時代辿物出土状況近鋲 写真139 I区②重機掘j'jlj作業風景 （南より ） 37 

（北より） 29 写真140 I区②樹木諏機掘削作業風梨（東より）一 38

写真99 IV 区⑭縄文土器I I•1土状況（西より） 29 写真141 ]]区①掘削状況 （北より ） 38 

写真100 N区⑫古代辿構完掘状況（東より） 29 写真142 II区①南槌赤煉瓦和み基礎検出状況 （北より ）

写真101 IV区⑳古代辿梢完掘状況（西より） 29 38 

写真102 N区⑳掘削状況 （東より） 30 写真143 I]区②浄化柏撤去作業風鋲 （南米より）一 38

写真103 IV区⑳ ー1完掘状況（西より） 30 写真144 ［［区③撹乱掘削後褐色粘質土検出状況

写真104 ]¥I区⑳ ー2古代辿構完掘状況 （南東より ）一30 （南より ） 38 

写真105 IV区31完掘状況 （南より ） 30 写真145 11区③掘削状況 （南より ） 38 

写真106 V区⑪古代辿構完掘状況 （束より ） 31 写真146 ]]l凶④掘削状況 （南より ） 38 

写真107 V区⑪束側先行トレンチ縄文土器出土状況 写真147 a区⑤掘削状況（南より） 38 

（西より） 31 写具148 u区⑥掘削状況 （南より） 39 

写真108 V区⑪STOl人1'i・検出状況（南より ） 31 写真149 II区⑦重機掘削作棠風景（南西より ） 39 

写真109 V区⑪ ST02人廿検出状況（南より ） 31 写真150 [1区⑦辿梢検出状況 （東より ） 39 

写真110 V区⑪拡張区調査終了時状況（北匝より）ー31 写真151 IV区①南側建物基礎検出状況 （東より ）一- 39

写真111 V区⑫完掘状況 （南より ） 31 写真152 IV区②掘削作業風鋲 （南より ） 39 

写真112 V区⑭古代辿構完掘状況 （北から） 31 写真153 1区②表土掘削状況 （北より ） 39 

写真113 V区⑱完掘状況 （北東より ） 31 写真154 A区近屎 （南西より ） 40 

写真114 V区⑮掘削状況 （北より ） 32 写真155 A区掘削状況 （南より） 40 

写真115 V区⑳古代辿梢完掘状況 （北より ） 32 写真156 B区近屎 （南西より ） 40 

写真116 V区⑳ー2掘削状況 （東より ） 32 写真157 B区掘削状況 （南西より ） 40 

写真117 V区⑬掘削状況 （康より ） 32 写真158 C区近娯 （南東より ） 41 

写真118 VI区排水設ii/｛箇所掘削状況（南より ） 32 写真159 C区掘削状況 （北よ り） 41 

写真119 試掘坑①人力掘i'iり作業風娯（北より） 33 写真160 A区近景（南より） 41 

写真120 試掘①掘削状況 （西より） 33 写真161 A区掘削状況 （南より ） 42 

写哀121 試掘②掘削状況 （西より ） 33 写真162 Il区⑨重機掘i'iり作業風娯 （東より ） 42 

写真122 試掘③掘削状況 （北より） 33 写真163 ]]区⑨土師器出土状況 （北より ） 42 

写真123 試掘④人力掘削作業風娯 （東より） 33 写真164 広場中央車止め作業風娯 （東より ） 43 

写真124 試掘④掘削状況 （南より ） 33 写真165 広場中央車止め掘削状況 （東より ） 43 

写真125 試掘⑤掘削状況 （南より ） 34 写真166 立体駐車場南西隅車止め作業風蚊 （南より ）

写真126 検水槽部分重機掘削作業風蚊 （東より）一34 43 

写真127 近代土坑硲検出状況 （南より ） 34 写真167 立体駐車場南西隅車止め掘削状況 （南より ）

写真128 検水柏部分南壁土！杓断而 （北より ） 34 43 

写真129 )至外排水管部分掘削状況 l （西より ） 35 写真168 I医学部総合研究棟南擁壁試掘状況 （東より ）

写真130 屋外給水管部分掘削状況2 （西より ） 35 43 

写真131 屋外桝部分掘削状況（南より ） 35 写真169 XIV・ XV区完掘状況（西より ） 45 

写真132 アスファルト舗装部分掘削状況（北より ）ー35 写真170 XXX区作業風娯（北より ） 45 

写真133 南区韮機掘削作業風梨（東より ） 35 写真171 XXX区三の井手石垣検出作業風批 （西より ）

写真134 南区埋設配笠配線部分掘削状況 （南より ）ー36 45 



写真172 サクラ周囲掘iill状況（西より ） 46 57 

写真173 ケヤキ周囲作業風鋲（東より ） 46 写真216 西側狛水桝部分掘削状況 （南西より ） 57 

写真174 ケヤキ周辺完掘状況（北より ） 46 写具217 怜j1llll：集水桝部分煎機掘削作業風娯 （北西よ り）

写真175 広場中央掘削状況（東より） 46 59 

写兵176 基礎医学研究棟西側掘削状況 （北より）―46 写真218 TN側狛水桝部分掘i’jll状況 （南西より ） 59 

写真177 基礎医学研究棟西側作業風鈷 （北より ）― 46 写真219 植樹祁分重機掘削風娯 （東より ） 59 

写真178 桝①作業風扱 （東より ） 47 写真220 梢樹部分掘削状況 （北西より ） 59 

写真179 桝①掘削状況（東より） 47 写真221 作業風娯 （北よ り） 60 

写真180 桝②掘削状況 （西より ） 47 写：真222 掘削状況（北より） 60 

写真181 作業風屎 （北西より 47 写真223 作菜風梨（東より ） 60 

写真182 掘削状況 （北西より ） 48 写真224 調究範囲東側掘削状況 （東より ） 60 

写真183 作業風娯 （南西より） 48 写真225 』/,l究範囲西側掘削状況 （南東より ） 61 

写真184 Ml溝掘削状況（南西より） 48 写真226 作業風娯（南東より ） 61 

写真185 作業風娯 （北東より ） 49 写真227 掘削状況（南洒より ） 61 

写真186 樹痕周囲掘削状況 （北東よ り） 49 写真228 楷樹1}fl館西側掘削状況 （南より ） 61 

写：真187 柑す痕撤去状況 （匹より ） 49 写真229 A棟東側作業風蚊（北より ） 62 

写真188 シー トパイル部掘削状況 （南より ） 49 写真230 ⑦ A棟東側掘削状況 （北よ り） 62 

写真189 地中梁西側確認状況 （西より ） 50 写真231 体育館東側作業風屈 （南より ） 62 

写真190 調査区近岱 （南西より ） 50 写真232 体育館東側作業風蚊 （東より ） 62 

写真191 南j]llj部分掘削終了状況 （東より ） !JO 写真233 スロープ部作業風誤 （西より ） 3 

写真192 北側部分西部辿梢全娯（西より ） 51 写真234 スロープ部試掘状況（西より ） 63 

写真193 北側部分西部竪穴住居 ・溝状辿構 (ifiより） ー51 写真235 フェンス基礎撤去掘削状況 （東より） 63 

写真194 北側部分検水柏以束撹乱 （康より ） 51 写真236 ①体育館西1作業風誤（北西より ） 3 

写真195 北側部分検水柏以束建物基礎 （東より）―51 写真237 ④休育館西l掘削状況 （北より ） 64 
写真196 北東部近屎 （東より ） 52 写真238 ⑤体育館西2掘削状況 （西より ） 64 

写兵197 東病棟東壁東13m付近辿梢全蚊（西より） 写真239 ⑧体宥館南西部試掘作業風誤 （東より）—64

52 写真240 ⑧体育館南西部掘削状況（南より ） 64 
写真198 東病棟東聖京44m撹乱掘削状況 （東より ）ー52 写真241 汚水桝掘削作業風鋲 （西より ） ・5 

写真199 束病棟東横東47m付近辿構全紙 （南より ）ー52 写真242 汚水桝辿構而検出状況 （南より ） 5 
写真200 調査区近梨 （東より ） 53 写真243 汚水管路掘削状況 （西より ） 65 
写真201 歩行訓練施設撤去部分掘削状況 (1-Hより ）ー53 写真244 作業風屎 （北東より ） 65 
写真202 花壇部分掘削状況 （南より ） 53 写真245 掘削状況 （南より ） 66 
写兵203 I咲紺物撤去部分庭石掘削状況 （西より）一53 写真246 北l"J1i1i作業風屈 （南東より ） 66 
写真204 渡り廊下中央部南半掘削状況 （北より ） 一53 写真247 北l"J前掘削状況 （南より ） 66 
写真205 調査区近批 (i虹より） 54 写真248 東1"l前作業風批 （南束より） 66 
写真206 掘削状況 （南より ） 54 写真249 康l"llifi掘削状況 （東より ） 66 
写真207 調査区近景 （西より ） 55 写真250 作業風批 （南より ） 67 
写真208 1425調査地点重抜部分掘削状況 （東より ）ー55 写真251 掘i]ll状況 （東より ） 67 
写真209 水道管掘削状況 （南より ） 55 写真252 作業風蚊 （西より ） 67 
写真210 調究区近娯 （北西より） 55 写：真253 掘削状況（西より ） 67 
写真211 ライトコート西端掘削状況 （南直より ）—-55 写哀254 給水止掘削状況 （北東より ） 68 
写真212 汚水ピット掘削状況 （北より ） 56 写真255 給水秤周辺掘削状況 （南より ） ， 
写真213 中央試掘地，点作業風屎 （北より ） 57 写真256 排水管①作業風娯 （南西より ） 69 
写真214 中央試掘地点掘削状況 （南より ） 57 写真257 排水岱灯）掘削状況 （西より） 69 
写真215 西側狛水桝部分狙機掘削作業風胡（北東より ） 写真258 「炉i東隅基礎撤去作業風批（西より ） 69 



写真259 南東隅基礎掘削状況 （西より ） 69 

写真260 基礎撤去作業風批 （北より ） 70 
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写真267 桝 4柱穴辿物／l',土状況（南西より） 71 

写真268 桝 3北壁断而 （南より ） 71 

写真269 調壺区北側基礎梁部辿梢分布状況 （西より ）

72 

写真270 桝 9・ 10溝状辿構完掘状況 （南より）―72

写真．271 スロープ基礎掘i'jll部住居床而 （北より ） ―—-72

写真272 プラッ トフ ォーム部硬化而検出状況 （南より ）

72 

写真273 プラットフォーム部調査終了状況（南西より）

72 

写真274 中央部辿構確認状況 （北より ） 73 

写真275 アスファルト舗装部掘削状況 （北より）—73

写真276 北側基礎掘削部掘削作業状況（西より ）—73

写真277 北東部基礎掘削終了 （東より ） 73 

写真278 調査区近蚊 （北東より ） 74 

写真279 石板北側基礎掘ilill状況 （東より ） 74 

写真280 花歴掘削状況 （東より） 74 

写真281 ① ・②地点調究区近娯 （南西より ） 74 

写真282 ②地点掘削状況 （南より ） 74 

写真283 ③地点調査区近蚊（南西より ） 75 

写真284 ③地点ピット検出状況 （西より ） 75 

写真285 新築校舎東側近似 （北より） 75 

写真286 新築校舎東側掘i'ilJ状況 （北西より ） 75 

写真287 新築校舎西側逍物出土状況 （北より ） 76 

写真288 新築校舎V-If側マンホール部掘削状況 （東より ）

76 

写真289 調理室外周1Llj部近絨（南より） 76 

写真290 調理室外周西部掘j'jlj状況 （南よ り） 76 

写真291 調理室外周北部掘削状況 （西より ） 77 

写真292 調理室外周北部辿構全娯 （北西より ） 77 

写真293 調理室外周東部掘j'jlj状況 （北より ） 77 

写真294 キンモクセイ抜根部分重機掘i'ill作業風屈

（北よ り） 78 

写真295 キンモクセイ抜根部分掘削状況 （北西より ）

・78 

写真296 塗装中央部掘削状況（東より） 78 

写真297 派装南束部掘削状況 （東より ） 78 

写真298 試掘①作業風鋲 （南より ）

写真299 試掘①掘削状況 （東より ）

写真300 地下と地上の文化財散歩

79 

79 

•8 9 

写真301 黒貶南地区1310調究地点の現地説明会—89

写真．302 五高記念館でのテーマ展示展示ガイ ドッァ—―89

写真303 本荘北地区1321調究地点の現地説明会—89

写真304 センタ ーでの速報展示展示解説 89 

写真305 授業への協力（黒嬰南地区1310調壺地点）

89 

く表目次＞

表l 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一閃i- 1

表2 2014年度調壺ー既 3
 



ー

本年炭は．表2のとおり．発掘調杏71牛．立会調究51

件を尖施した発掘調究はいずれも立会瀾介から切り替

えたものでこの うち4('卜は前年度からの継続である．

本年）文実施した発掘調1tは．黒嬰南地区におけるライ

フラインni•生（給水設備等）工事に伴う発掘調壺 (1310

調査地、1位）．本荘北地区における珠境整りiii（東駐車場等）

工事 （人孔． 雨水管関係）に伴う発掘瀾3't(1321調究地

点）．閑檄整備（束側翡l：・II(.楊等）工事（樹木1関係）に伴

う発掘調壺 (1322調究地点）．基幹整備 （直気設備）」；

事に伴う発掘調査 (1325調究地点）．66kV銀座橋熊大

医学部線鉛被 OFケープル改修工事に伴う発掘調究

(1423調杏地点）．臨床研究棟新営その他エ4i.（本体工

事） に伴う発掘調査 (1426調査地点）．原Ill]地 区におけ

る教育学部附屈小学校校舎新営その他工事に伴う発掘調

壺 (1417調査地点）である．

本年度は．昨年度から引き続き 1310・ 1321 ・ 1322 ・ 

1325などの規模が大き な発掘濶壺が多く． また立会調究

も数日を要する規模のものが多かった．

昨年炭から継続して実施した馬髪南地区の理学部棟）］il

辺におけるライフ ライン再生（給水設備等）工事 (1310

瀾壺地、,_\)では．重要な批崎1如呆が得られた．従前の，•J11j

究で地山と想定してきた古代の追梢而を形成する褐色砂

質土よりもさらに下位から．御手洗A式や／1',水式を主と

する縄文IIが代後期の土器が大袖に出土したのである．）J|l

えて，白川沿いに原<iitt）'tする灰色硬質砂lf’1を掘り下げ

ると地表下2.2mで縄文II_『代後期前半の土坑臨や配れ

硲と これに伴う人骨を検出したこれまで構内辿跡では．

縄文時代後期士器の出土がみられたものの数批的に乏

しく ．明白な辿構も検出 されていなかったため，辿跡の

内容が判然と しなかった．本閥査地点における臨や士器

狛中部の発見は．大学構iJ、j辿跡における縄文時代後期の

狛落t/1i成を復元する上での大きな指標となった人骨の

調査においては土井ヶ浜辿跡 ・人類学ミュージアムの

松下孝幸名脊館長， NPO法人人類学研究機梢の松下具

尖氏の協力を得る ことがで き 形 質人類学の巫要な所見

をいくつもご教示頂いた．配石硲については三次元計測

による記録保存をおこなった」．．で 工事の設汁変更を依

頼し，現地保存することができ た．犯要な調杏成呆が得

られた一方．複数の調究Ix．．で近1せ・古代 ・縄文II寺代の文

化陪の調究を実施する必災が生じ．発掘調究には大変な

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一跨 （ア ミ部分は本年度調究した地区を示す）

Na. 地区名（学部名） 所在地 遥跡名称 遥跡の種類 過跡の時代 備 考

1 黒嬰北地区（法・文・教・）（教センター）熊本市中央l区黒嬰2rt-140-1 純文 ・弥生 ・
黒嬰東地区（教ff学部附属特別支援学校） 熊本市中央18:煤嬰5丁1117-1 黒嬰町逍跡詳 集沿.hi: 奈良 ・平安

2 煤嬰1+.i地lヌ（エ ・理） 熊本市中央区黒嬰2丁[139-J 黒髪町辿跡群 集俗址 縄文 ・弥生 ・
奈良 •平安

3 ぶi:111［地lヌ（教宥学部附属小・中学校） 熊本 l|i 中央 l幻it• IIIr本 j.5・ 12 ”(III［台辿跡lit 集落.l:i|: 弥牛 ・近Ill:

4 城東地lX..（教村学部附屈幼椎1以l) 熊心Ii巾央l文城束llff5-!l 熊本城.'11: 城館hl：・熊本城 近Ill:
関述逍構

5 ¥iff埒：蘭；匁i1ti滸ば＇と｝品 熊心li.llil≪:新南部6j -||5•8 新l村祁辿跡 散布地 縄文 ・弥生

6I0・. 6J1 ~,•;,: rh松島町）ゞ‘;-:介ilt • Ijiil、・↓貝塚
1995年1文の，i11t

6 沿J;!:)戌屎JJl利学教fi研究センター 集沿.hi: 縄文 ・14、/-「 によって具塚で
なし、ことが1:IJIリJ

本4［中地lメ（発生医学研究所．エイ 熊本 11中央区本荘2r112.1 
縄文 ・弥生 ・

7 本庄遺跡 散布地 ・集沿:hi: 奈良 ．．r；•安 ·ズ学研究センター等） 1 
1 | r | ll: 

本部荘邪）北地区 （医学部附属射院 ・医学 熊イiIIi中央区本荘 l-「||1・l 
本庄迫跡 縄文 ・弥生・

8 （熊大刹I浣敷 散布地 ・集落J1I.. 古瑣・奈良・
地辿跡） 硲j也 平安 ・近代

熊イi1|i中央lヌ）L品寺 9ll • I I 本庄辿跡
縄文 ・弥生 ・， 本11:Iii地区（保他学科等） 散布地 ・集裕.hi: 奈良 ・平安 ・ 周辺辿跡24-1 
I I’ltt 

10 人i［地区 （薬学部笠） 熊本 1 |j中央,~：大江本町5- 1 大江逍跡群 官Iiihl・・ 奈良 • 平安 周辺逍跡

l l 渡り［地IX:（,i漿外活動施設） 熊本市中央lを渡鹿,1r 111-1 大i」.：磁跡群 集裕J1I: 奈良 ・‘f安

12 'j噌ぼ地12{ （学生窃1i•i令 ・戟Li1ii令笠） 熊本lli中央lメ．1.I．し髪7j • I I 宇留毛神社），';J 散イ「地 弥I|•• • 奈良 ·
辺逍跡群 I ‘l;•安
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図 1 黒能町遺跡群 •本庄追跡の位四と周辺追跡の分布図 ( 1 /25000) 

名
1 黒髪町遺筍群

2 本圧遺跡

3 池111111伏塚遺防訂

•I 水nll遺跡群

5 打越遺跡群

6 打越Jiし
7 "'前ー ノ谷横グ,nr
8 ー ノ谷潤跡

9 1,111憤穴群

10 舟場遺跡

II ft湯1LJb・lJI
12 9床慣穴群

13 京町台遺跡訂

M )；（町2Tn遺跡

15 伝k道キ遵跡訂

IG I勺坪）F遺跡

17 松.._/＼幅箱式石棺

18 松鯰遺跡群

19 'i!II遺跡

20 ガて茶山古れ群

21 、'LIU山山頂遺防
22 !！．I史•r下立田遺肪訂
23 万石茶IU遺跡

2•1 抹9f遺跡

25 、.~ 111111束中肘遺跡

2f, 'i'留t浦lilili1t“地遺跡

27 nOIII笥2慣穴訂

28 小峠遺防
29 桜1h•I’た？校校庭遺貼

30 
31 カプト山遺路
32'j＜留tAil1%
33'i'fi'I f;B ill閉
3•1 澪粍謂跳訂

35 辻m'1/1
36 新Itif伯n'1/19r
37 じ9f•rill跡
38 fuill跡
39 !!＊域訪遺紐9t
10 .(i岡 I9学校校旺遺跡

"”H,till路
42 XiI．白川遺閲

43 大江遺鯰＂
、14 1ii`1'• I：遺跡
45 iii1l1遺跡ot
、16 111鯰古1ft
#17 IE畑邸跡

48 'I'島町遺騎

49 船場町jft防

50 1N人町遺跡

51 北水1111、,'遺閉
52 西水Ilり、り町遺跡

53 水前、Wだ:,'跡

5-1 陣111虎ヽ y跡
55 神水遺跡

56 旧分~＂ぃ
57 ［エれ湖遺“"
58 出水l•l!(J鯰

第 I姦本年度の調査概要
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表 2 2014年度調査一屁

鯛査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面租 時代 遥構・遥物

14 ・ 4 ・ 1-

15 ・ 3 ・ 20 

14・12・3. 

15 ・ 2 ・ 23 

14 ・ 4 ・ 25~ 

12 ・ 9 

14 ・II・ 27~ 

12 ・ 2 

1,1 ・ 6 ・ 3~ 

ll ・ 13 

14 ・ 4 ・ 3 

14 ・ 4 ・ II 

1310 （黒髪 l~i ) ライフライン Iり4:． （給水設備 立会，・刈ft/

祢） ,: ·j~ 発掘，刈介

l 3 2 0 (lクく紺）巧J・粒fii（東filll駐小．場等） I’. 1i 、t会逍介

（舗装 ・構築物1関係）

I 3 2 J (|クく1，り） 只iJ;l腋1iii（如IIlj翡 1••il湛が、が） 1．．’li. I,L会，t＼;l1t/

（人礼 ・l:I.i水Hllll係） 発札1!,J,1イt

I 3 2 2 (I灰甜）印J立整fiii（東側駐I|i.J似ぶ） 1？li 立会場1t/

（樹木l関係） 発掘，刈牡

I 3 2 5 （阪術）晶怜閉冬{iii('，じ気設備） 1□1i 立会，柑l介／

発掘，月介

l 4 0 l （黒嬰北） 附駈 lXI , 1}館中央館1:1•j水排水ポ 立会，i11t

ンプJ(’'，設 [‘li

l 4 0 2 ( J.;.i• ［北） 体脊館改修その他 l.＊ ') i

14・4・14-16 1403 (AiUt)1本ff館改修その他 l?li.（機械 立会淵イt

設1iiil ?li) 

4

7
 

l

l

 

．
．
 

4

4

 

．
．
 

4

4
 

l

l

 

&

9

0

 

l

]

3
 

．
．
．
 

5

5

5

 

．

．

 

4

4
 

l

l
 

14 ・ 6 ・ 9 

14 ・ 9 ・ 4-
糀統III

14 ・ 9 ・ 11-
維紐III

立会，9，I~1t 

I 4 0 4 ()dJ:.11:)イ村濱i改修叫遺Wi1:・Jr ．ヽi.会，i,i介

1405 （が町）教脊学部附属中学校―牛深，記念樹 、i'．会，•月介

再柚樹

l 4 0 6 （本：／1：中）国際先端IAi学研究拠、1・［i,新‘;:i・そ 立会，―J,j介

の他 l→.1i （外構 I?li)

I 4 0 7 ( J;し• lllf ） 教脊学部附属小学校給紅セン ,i:会，•J,i イt

ターとりこわしにf|'• う :i!<:I硲配符撤去 l :

·J~ 

1 4 0 8 (．'．lM及lり）本部 (1111沈務1,,j本館）），騒礎溝 立会，刈ft

イt

14・6・ 24 I 1409 附駈幼稚園プール遮光ネットl［又付 立会場イt

14 ・ 6 ・ 20 , I 4 l O C.I.＼慇It) 附属l•メI ！隙＇i中央舟＇i石板補修 lこ 立会，謁介

’l i 

14 ・ 6 ・ I 9.26 I 4 I l (以lllf)教脊栄部附屈小学校給紅セン 、9/：会，｝：1イt

ターとり こわし 1:・Jr.（機械設仙）

14 ・ 6 ・ 19.26 l'1 l 2 ( J;(• 町 ） 教脊学祁附属小学校給ft七ン 立会ふ1イt

ターとりこわし l?li

14 ・ 7 ・ 8.14 l 4 1 3 （阪甜）中央診根棟東側m坑幣（前 l?li _1［会瀾イt

14・7・8,14 1414 (I父刹）中央診根棟東側m槌整佃 （機械 立会溝ft

設•（前） 」’．1i. 

14 ・ 7 ・ 25 I I 4 l 5 (!!．＼嬰．It)｛本ff館改修這気設備 l..1i (（反 立会潤イt

設・，じ源）

1 4 1 6 (．［I,＼髪北）武逍りが、が改修機械設iiiil:’li 立会，J：11t

l 4 J 7 （原町）教ff学部附屈小学校校令新‘1:(・そ 立会，・紺i'l:/
の他1?l[（建築―!?li) 発ih!，9↓11t

5275.GOrrl 縄文 ・古代 ・ {t},9:・ • 溝 ・ ピット ・ 1;

近Ill: 坑浴 ・配石硲、 1:n,1i器 ・

須俎．器 ・鉄器 ・イi製品 ・

縄文 I•．器 • 石器 ・ 人11·

3.4 03.4 0 1 1f .1 i i (t 1→. iIi t怜・りil.tit恰

1551.50対 ，l j{t. i且III: 1 1:. ],，； • 1 1：穴 ・イih i、.1 •今

師器 ・クji.'じ器

230.60ni i'ift 

4 87.70 n1, !,'(t 

4.4l n1 なし

60.80111 なし

414.00ni 古ft

44.29面なし

,t.OOni なし

1672.70面なし

3.50ni なし

21.00n-f 近代

l.80ni なし

0.50,rl なし

16.00n{ なし

396.70面なし

225.'IO対なし

21.60面なし

2.00面なし

溝．・ピット、上師器 ・

須忠器

1 1:）、9:.．溝 ・ピット、 上

師器 ・tii：ど器

なし

なし

げIii悩

なし

なし

なし

なし

赤畑瓦積み基礎

なし

なし

なし

-1・.r.11i器

なし

なし

なし

l.087.30 Ill ,1, ft ・ j丘Ill・・ ピット、須忠器 ．i：・府li

器・ 陶磁器 ・鉄器

7~7.9011{ 弥It．古代・ •fl: 1,,；・・溝 ・ピット ・建

近lit・近代 物 ），阻礎 、 弥生土~ 器 ・ -1:

師悩 ・陶磁器

第 I迂 本年度の調査概要
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調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 遥構・遥物

14 ・ 9 ・ 16- 1 4 I 8 （黒嬰南）1k||月§り＇，：新技術研究拠．＇.'.,:．施設新 立会，•J,i介 532 001-rl 近現代 I-．坑硲 ・必4i、‘ti・壺 ．

11 ・ 20 党機械設備 l:•lt 陶磁器

14 ・ 10 ・ IO. 1 4 I 9 (！!.＼炭南） 国際，＇（i新技術研究拠．•.'.(.施設新 、)：会瀾ft 49 388111 なし なし

14 、):¥・.1彫気設flu1: •Ji. 

14 ・ 10 ・ 14 l 4 2 0 （本荘lii)休fifii改修機械設iiii|．1i 立会，淵介 26.00ni なし なし

14 ・ 10 ・ 14.15 I 4 2 I (4叶［南）｛4if渾i改修7?li. 立会，i，lft 320.02,n なし なし

1,1 ・ 10 ・ l•I l 4 2 2 （本；lt南）休ff館改修屯気設備 l・・'）i ＼I．会，月介 6.4 8I lf なし なし

14 ・ 10 ・ 16- l,1 2 3 66k V jJ!）裕低熊J:.I'&学部線鉛披 OF 立会，淵1t/ 148.2611{ 古代 i1附、 -L: RI i閑伶・りiiii. }炸

紺澄訓I ケープル改修 l?li. 発掘，加11f.

l4 ・ iO ・ 29~ 1 4 2 4 (I父茄）卜’i木徐根伐採菜務 立会，•~Ht 21.16ni なし なし

II・ 26 

14 ・ 11 ・ 21- I,1 2 5 （本荘北）臨IK研究棟新営その他 l?li 立会；↓11t 1.655.00n-l 占代 ・近Ill:・ fl:｝国 ・溝 ・ピッ ト・建

細続III （地 l‘•MIi休撒よ ・ 枡伊，登設Vi ) 近代 4勿），Kr；せ、 I・．訓i?,枯・tii,9Ji． 

器

14 ・ l I ・ 17. lヽ126 （本ll：北）臨IA洲研究棟新‘):(・その他 l..1i 立会場ft/ 2.1,1100面 古代 ・近Ill:・ 住屈 ・溝 ・ビッ ト・建

12 ・・24~ （本体ーじji) 発1111,;w1t 近代 物桂礎、 1：師器 ・須忠

維紐"' 悩

14 ・ 11 ・ 18 l 4 2 7 （．＇l.＼鬼北）休f濱i改修―|:1i 、［会，．Jり1f. 811.0011{ なし なし

14 ・ 11 ・ 19 I 4 2 8 (J；し•町他） 教fi学部附屈教ff実践総，合七 、グ．会，凋介 7.00面 なし なし

ンター等外部改修 l-．1i

1,1 ・ 12 ・ 12- r l -1 2 9 (！！！嬰 l中i)本部樹木等撒去その他 I?li. ＼，i．会，・i'l1t 282 1I01ri 占代 ・近Ill:・ 住｝;itor i柑・ ピッ ト・赤

継粒III 近代 畑瓦梢み）i礎、 1消Iii器・

須恵器 ・陶磁器

14 ・ 12 ・ 12~ l 4 3 0 (!！.!，嬰Iti)本名l固外ス ロープJf!{設 l..1i ー、，1:会，・刈ft 1 95 77 n1 古代 ・近Ill:・ 赤辣瓦積み）よ礎｀ i：師

粧統"' 近代 器 ・クii:,!,i．器 ・陶磁器

14 ・ 12 ・ 15 ・ 16 1 4 3 l （以町）教ff学部附屈小学校校令浙袢そ 立会，汎Jイt 12.5011{ なし なし

の他屯気設Uii1: ·J~ 

14 ・ 12 ・ 18~ l 11 3 2 (I俎,ij)HF|！棟改修その他I’.1t（撤よ） 立会，•A1介 279 7011{ なし なし
維統III

1,1 ・ 12 ・ 19 I 4 3 3 (lL請り） ‘f:v、J板，役ii','.業務 ＼＇i.会，•J/i1t 2.00n{ なし なし

14 ・ 12 ・ 22 l 4 3Iヽ (．I!．＼髪南）．'.I.¥!ft 1h SI等太股光発軍シス 立会，乱ft 77.90111 近代 建物基礎、 1：器
テム）よ礎設ir1,．その他L1i

14 ・ 12 ・ 22. l 4 3 5 (.'．I.!，嬰1h)．'！．＼ 髪1HSI等太I燐光発這シス ー、［会，淵介 46.00n{ なし なし

15 ・ I ・ 16 テム），騒礎設iiItその他 I?ji.('，じ気設1iii)

15 ・ I ・ 7- l 4 3 6 (.'.I.＼嬰 Iti ) 本部エレペー ター棟J竹築 I~ •)~ 立会，・刈1t 60 3011{ 古（t・近Ill:・ 赤畑瓦梢み），騒礎、-L師
椛萩1|l 近代 器 ・須恵器 ・陶磁器

15 ・ I ・ 1,1~ I'I 3 7 （ ！！．！炭 ,❖i) 本部改修その他機械設fiii l:1i ＼、i．会濶介 102.0ni 古代 ・近Ill:・ 赤煉瓦梢み），訂礎、七師

紺続III 近代 器 ・須忠悩 ・陶磁器

15 ・ 2 ・ 9 l 4 3 8 （黒鬼北）裕．合研究棟 （教fi学系）改修 ＼i．会，•川1t 1591011{ なし なし

その他 l:1i

15 ・ 2 ・ 9~ l 4 3 9 （黒嬰北）総合研究棟 （教布学系）改修 立会潤1t 73.00ni なし なし

2 ・ 27 機械設備T.’li冒

15 ・ 2 ・ 10.13 I 4 4 0 (.',I且琵北）｛4if濱i改修池気設備 1_9.1i 立会，瀾1t 85.SOrri なし なし

3 ・ 4 

第 I章本年度の調査概要
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調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 遥構・遺物

15 ・ 2 ・ 12 l 4 4.l （本荘北）臨9木研究柚新‘i;t機械設Uii1:•Ji I.i．会，瀾介 40.00n-/ なし なし

l5. 2. 25~ I,1 4 2 (I促術）管狸棟改修その他 1→.’li I・［会謀1ft 5 6 3. 4 0 ni なし なし

継粒III

15 ・ 2 ・ 26- l,1 4 3 （りt•Illf ) 教ff学部附属小学校餅i序その他 ，ヽi．会場介 2,11.SOni 弥生 溝 ・ ピット、•；!1;11,_ -1-_器

継続111 機械設備 I.'）i.（その2)

15 ・ 2 ・ 27 I 4 4 4 ( ．'．I慧稔北）法学部サー クル棟沿r•i:i· その他 If：会，Jルイt 64 80ni なし なし

I..') i 

15 ・ 3 ・ 2- 1 4 4 5 (.'.If,嬰北）i只樟柩fii（翡I打1湛似が）に伴う 、グ．会，•J,Hf. 86.00ni なし なし

3 ・ 6 樹木等移hl(}を務

l 5. 3. 1 8 ~ I 4 4 6 (!!．し髪北）閑槌屯冬{iii（防1．帖場呼）l．1i, 1/：会瀾1t 191I.OOni なし なし

3 ・ 23 

15 ・ 3 ・ 3 1 4 4 7 (．1.I:!'炭他）屈外サイン設ir.'.r.•)f ()(ii:) IL会；凋1t 32.60ni なし I・．師器

15 ・ 3 ・ 4 1 4 4 8 （黒嬰他）J;｛外サイン，没ir1,.l..'）{． （.'．[＼髪） v．会，J/41f. 57.80ni なし なし

14 ・ 12 ・ 24 l 4'1 9 (!！．＼髪北）令‘̀i'：教ff棟）i｛外ガス漏洩補修 、［会瀾イt 300ni なし なし

1..’l i 

15 ・ 3 ・ 16 l 4 5 0 ( ii姐 1Jt2 ) 渡JJtiii令翡炉li場J{1設 1:•Jj. •,i'.会 ，淵介 213.60111 なし なし

14 ・ 5 ・ 2 14 51. （本北Ii.i）ポンプ屯，設irt及ぴ給水，股iiiil収 I'［会，i：11t 180.0011! なし なし

枠Jこ’li.

※溝介番り］310・ 1320 ・ 1321 ・ 1322 ・ 1325は2013年度からの紺紐
※湖1i.lUJ11の 「紙紹ll」は、2015年1文まで糾続しているf|:。

時間と労力を要した．

昨年炭から継続して実施した本荘北地区における閑樟

整備および基幹整備に伴う発掘調1t(1321 ・ 1322 ・ 1325 

調在地，1位）では． 従前の調介と同様に．竪穴住屈や溝な

どの古代の集落跡を確認した．注l」すべき出土辿物とし

て 「秋本寺」や 「寺」などが刻まれた刻：心土器がある．

北東側に隣接する基礎医学研究棟 (9601調査地、点）にお

ける発掘調査でも同様の刻苫土器を得ており ．当該地

区における古代袋族の氏寺などの公的施設俯侶などの

識字／竹の存在をうかがわせる．

また．1321調査地点では現在流れる 「三の井手」の

右岸側の調査区において．江戸時代後期の「三の井手」

の石垣を発見した現在流れている井手とは別にi」..)j時

代に作られた井手が存在する ことが明らかとなったので

ある．白川の井手は．）JIlili§ii『正によるi111i漑 ・治水事業に

よるもので江戸時代初期に作られたとされる．山地図

や文献などでその存在が明らかだが 今回の発見により ．

これら1ft料と実際の逍構との比較検証を行えることが重

嬰である．石垣は地表下約 3mから検出されており． J;

事に支1硲がないことから現地保存することができた．今

後は掘削深度の深い工事では．状況に応じて辿構の確認

を行う必要がある．

4SlI：北地区の66k¥/銀座柏熊）く医学部線鉛被 OFケー

プル改修工事 (l423,-j朋究地点）では南北軸の古代の溝

を確認した ． 本荘北地区の北束隅にあたる この調介地、1•II

では．従前の調1tが少ないため會辿梢の有無が判然とし

なかったが今阿の調在により古代の辿構の広がりを認

識する契機となった．

）礼Ill［地区の教育学部附屈小学校校舎新営その他工事

（建築工事） （1417調究地点）では．給食センター跡地か

ら．弥生時代の竪穴仕居を検出した．給食センターの西

に位附する附属Il学校南校舎T中i!Jlll(0719調究地、1.’.j．）でも

弥生．II_．、『代の竪穴{l:｝凶が確認されており 胄追物に よる時期

的梢？tが必要なものの．京Ill]地 似に弥生時代の梨落が広

がっていた可能性が邸くなった．

このほか黙嬰南地区の本部改修に係るエ‘Ji.(1429 • 

1430 ・ 1436 ・ 1437晶崎地点）では近代の赤棟瓦秘み基

礎を検出した．1908年に竣工した熊本高締工業学校の本

節の基礎で大学史 1こ重要な建物に関連する辿構である．

2015年）文まで調1tを維殺中のため．調査成呆は来年度の

年報に譲りたし‘•

本年度は．とくに．！l．＼髪南地区と本荘北地区において直

災な調壺成呆を得た．その成呆は．いずれも工事による

施こl-．．深炭の深い調杏区において調査員が細心の注意を

第 I章 本年度の調査概要
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払ったことにより発見された．黒嬰南地区および本荘北

地区は．白川に隣接して立地していることから．場所に

よっては．河川作用による）駁い堆和陪が認められる．そ

の堆和状況は複雑多様であり ．今l且l得た成果を整理しな

がら．調究具I:llで肘位に対する共通認識を持ち． 今後の

調究に臨む必要がある．

また 1310調壺地点と1321調査地点では．現地説明会

をIJH1枇したことで多くの方々に大学の埋蔵文化財に対

する理解を得ていただく ことができた．今後も こうした

広報活動を行い．大学内外へ少しでも遥元していきたい

第 I章 本年度の調査概要
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1 第口調査の記録 I 

IIー 1 黒髪北地区 （図 2・ 3参照）

1. （黒髪北）附属図書館中央館雨水排水ポンプ増

設工事に伴う立会調査 (1401)

く調査期間＞

2014年4月3日

く調査面和＞

4.4 1 nf 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

附屈図杏館中央館の南東部に．排水管を 2本附設する

工事である．南北に平行 して輻0.7m.長さ2.7mと3.6m

の管路を掘削した．深さは0.3~0.5mで現代JJI日：：内であ

り．辿構 ・追物の検出はなかった．

作業風景（北より）

写真2 北側管路掘削状況 （西より）

ーー/ . 

写真3 南側管路掘削状況 （西より）
..  

ぷ

2. （黒斐北）附属図書館中央館看板補修工事に伴

う立会調査 (1410)

く調査期間＞

2014年6月2011

く』恥1渾i利't>
0.5面

く調奔具＞

山野ケン1拗次郎．

く調査概要・紺渫＞

附属図苦館南東側の看板の甚礎設i代に係る工事立会で

ある．0.4xQ.4111の調究区を0.75111I/Illりがで東西 2箇所に

設け．地表下0.45111まで掘削を実施した．過去の祈板の

基礎杭が残存し．この杭の設i性の際に周叫が撹乱されて

いたため．この批乱 1：のみを掘り 下げた全て現代埋．t
で文化If+1への影押はないまた．fJM壺区掘方墜面では地

表下約0.2111で古代の辿構而を形成すると 思われるIlff褐

色 1：が確認されてVヽ る．辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真4 掘削作業風景 （東より）

第1I栞調査の記録
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図2 黒髭北地区西半における調査地点配四図 (1/2000) 
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図3 黒髭北地区東半における調査地点配匹図 (1/2000) 
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写真5 掘削状況（南より）

3. （黒斐北）体育館改修電気設備工事 （仮設電

源）に伴う立会調査 (1415)

く調査期間＞

2014年7月25日

く調査面租＞

2.0ni 

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

焦嬰北地区の体育館西側の仮設軍柱設附工事に係る立

会をおこなった

大学の外壁の裂込めである造成土斜 而 に 直 径0.25~

0.4mの調壺区をポール）IJとアンカー川に 1箇所ずつ設

けたボール川は深さl.Om. アンカー川は深さ0.5mで．

いずれも附径30cm程の掘削範囲のため，土｝料の確認はで

きなかった．ただし．従前の調査や，造成土上の掘j'jljで

あること排土中からガラスや磁器片が出土するのみで

あることなどから，掘削埋土は全て現代JJI！土中におさま

ると考えられる文化附への影評はなく ．辿梢 ．辿物の

検出はなかった

写真6 掘削作業風景（北東より）

第II姦調査の記録

写真7 掘削状況（東より）

4. （黒斐北）武道場等改修機械設備工事に伴う立

会調査 (1416)

く調査期間＞

2014年9月4II～維続中

く調査面積＞

1087.3面

く調査員＞

山野ケン陽次郎 • 松田光太郎 ・ 大坪志子 ・ 阿比留士朗

（株式会社イピソク）・窮崎拓 （株式会社有明測砿1}}］発社）．

く調査概要 ・結果＞

武逍場周辺の給水 ・排水 ・ガス：i梵桝の設附に伴う 立

会調究である．

調究では．重機と動線の都合上．掘削範囲を区分した

上で重機によって現代埋土の掘削をしながら，必要に

応じて人力による包含）けの掘り下げを実施した後工事

に受け渡す手）I|nを取った．

調究範囲は，体育館墜而あるいは体育館南側の道路に

沿うような形で設け られており ．これらを 1~13区に分

けている．このう ち1・ 3 ・ 6 ・ 8 ・ 12 ・ 13区 では古

代の追物が出土する包含陪まで掘削を行っており ．施工

深炭によっては古代らしき辿構の検出と掘削をおこなっ

ている．以下． 各地区の調壺成呆を述べていく．

武逍楊の西側． 1区の南北ルートでは，撹乱がi]も在し

ていたが局所的に地表下0.5~0.8mで包含陪を検出．

地表下0.8m程炭で辿構而に達した中央付近で住居と

考えられる追構プランを検出したが．批乱がilも在してお

り全容の把握は困難であった．南端付近で東西方向の溝

を検出した工事は辿構而を削平しないことを確認し．

そのまま保存とした．

2区の東西ルートは全体が近枇～近代の耕作土と考

えられる．近代の磁器の破片が含まれていた．検出而は

辿構而と同じであり ．以前の構築物に伴う掘り込みの可



能性が高い．

3区は建物東側の南北56m. 東西0.7mの長く輻の狭

い調査区である． 3区北端部の0.8X 1.3111の範囲で古代

の辿物包含Ir1を確認したこれ以下の掘削はない．他は

近代の土）竹内であった． 3区北側では地表下0.7111程ま

で現代埋土が堆和しており．その刷下に比較的混じりの

少ない暗褐色土が検出された．掘削深度が地表下0.8m

であったため．人力でO.lm程の掘削をおこなったところ．

ごく少批の磁樅片が出土した． 一方． 3区南側では． 1本

育館の西南角付近から地形が一段下がっており． こ1・.11'1か

らも上記暗褐色土が削 られて現代j11［土が堆栢している

状況が確認できたただし．この領斜而では地表下0.5111

程で黒褐色上が局所的に検出されており．施工深度に1、も

じて0.1~0.2111程掘削したところ．少批の須恵器．上師

器片を得ることができた．調査区南端は傾斜而の裾部に

あたり ．地表下0.6~0.7mでやや粘質のある褐色土が検

出された 本）杓を0.1~0.2m程部分的に掘り下げたが

写真8 1区南北ルート掘削全景（南より）

写真9 1区南北ルート溝検出状況（南より）

11 

辿物は出 I・.しなかったため．地山の可能性が考えられる．

辿構として調査区南側から円形のピットが1基検出され

たが掘j'jljの必要がなく．保存した．

12区は建物北側の米西約32m. 東西約0.7mの輻狭の

調壺区である．当初．深い場所で地表下1.2mまで掘削

する必要があったが地表下0.5m程で土師器片を含む

古代の包含Iけらしき黒褐色土が検出されたため． エ ：Ji•業

者に設計変更を依頼した結呆．設計変更が可能となり ．

浅い楊所で地表下0.5mまで深い楊所で0.6mまでの掘

削を実施することとなった．12区西側では包含附の直上

までを重機によって掘削し．調究を終了したが調引t区

中央から束端までの東西llm程は．黒褐色土II、1をO.lm

程掘j'jljする必要が生じた後 1|．人力による掘削をおこ

なったところ．須恵器や土師器．鉄器などが出土したが

古代の辿構而までは到達することなく ．包含lf1中で掘i'jll

を終了した．

この他．休脊館の中央エントランスから北東部にかけ

て設けられた10・ 11区では．浅い場所で0.5m.深い楊

所で地表下l.lmまで重機による掘削をおこな った．建

物北東の11区では地表下l.lmで一部に混じりけのな

いII脊褐色こ上が堆栢しており ．上而から土師器片が見つ

写真10 2区東西ルート掘削状況（西より）

写真11 3区掘削状況（北より）

第II章調査の記録
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写真12 3区南端傾斜部掘削状況 （北より） 写真16

写真13 5区掘削状況（西より）

， .. 
'→疇

写真14 6区掘削状況 （北より）

' 

写真15 7区西側掘削状況 （東より）

炉

．贔レ

写真17

写真18

写真19

7区東側掘削状況 （西より）

/ 1'11,',:' 

9区西端掘削状況 （東よ り）
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9区東端掘削状況（南より）

10区西側掘削状況 （東より）
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写真20 10区中央掘削状況 （西より）

＇ 
•9.... っ°疇

＼ い）9-. 
疇~-

写真21 10区北側掘削状況 （西より）

写真22 11区掘削状況（南より）

写真23 12区東側掘削状況（西より）

・--て-
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写真24 12区東側土器出土状況（南より）

写真25 12区東側南壁土府断面（北東より）

写真26 12区東側包含府検出状況（東より）

← ` 

かっている． しかし． hli削の必要が生じなかったため．

写真による記録のみをおこなったまた．玄関から建物

北西端の 7区では東西約16mの範囲を掘削した． 浅

いところでは地表下0.45m程で混じりの少ないII脊褐色土

が検出されたが辿物は陶磁器）「のみで近世 ・近代の

耕作土の可能性が泊j し‘•

休宥館北西部の 81凶は輻0.75m. 長さ9.7111の範囲を掘

削した ． 地表附下には現代j!I '•土が1f在し．地表下0.25111

において古代の他含If’1がイバl：．した．包含府は原さ約0.3

mあり．下半の0.15111は糾味が強い黒褐色を呈 していた．

第II翠 調査の記録
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写真27 8区迫物出土状況（南より）

写真28 13区西管路全景 （北西より）

写真29 13区南管路掘削状況（南よ り）

包含陪からは土tili器が多＜ ／1',土したまた当該部分の南

端から北へ約1.4mの範囲に 1リ1るい焦褐色土が存在し．

陶磁器が出土した 一方古代の包含IMの下にはII怜～焦褐

色粘質土ー通称ニガーが存在し．この士を掘り込んだ径

0.3~0.4mのビット 2甚を確認したそこで熊本市教脊

委員会文化振奥課に連絡し．立会の中で記録作成をお

こなった

武夫原南西部の131凶は西 ・束 ・南の3本の排水笠路を

掘削した．

西管路は長さ16.5m.幅は北側でl.lm.IYi側で2.2111.

第II章調査の記録

写真30 4区掘削状況 （西より）

’←-1― 

深さは北側で地表下1.2m.南側で1.7111であった掘削

したのは大半が現代埋土であり．北側の掘削底面で土師

器を包含する古代の包含陪を検出した南側ではII音～患

褐色粘質土とそれを掘り込んだ径0.15~0.4mの円形ビ ッ

ト5基を調査した．

東管路は長さ16.5m. 幅は北側で1.2m.南側で2.3m.

深さは地表下1.1~l.9mであった．掘削したのは全て現

代の埋土であった．

南箭路は長さ8.7m.輻l.2~1.9mで 地 表 下1.6m. 南

端のみ地表下2.lmまで掘削した．掘削 したのは全て現

代狸土で南端の西墜断而の地表下l.O~l.9mにII行～黒

褐色牡i質土の存在を確認した．

またこの南管路掘削中に埋設逍線を工事業者が切断し

た．そこで軍線復旧のため．南管路の東西両側において

幅0.5m・長さ0.5~0.6m,地表下深度0.5~1.2111の範囲に

わたり ． トンネル状の掘削をおこなった．掘削したのは

全て現代狸土であった．

体育館の南西部の 4区では．幅0.7~1.0m．長さ33.3

mの掘削に立ち会った．掘削の深さは大半が地表下0.8111.

桝部分のみ地表下1.0~1.3111までであった．掘削したの

は既設箭の埋土であったが 調査区匝側南墜の地表下0.4

mおよび同東側の地表下0.7~1.0mの掘削底而で褐色

土の存在を確認した

体育館南の道路の直下の 9区は幅0.7111.長さ約100111

の掘削の計画であった．掘削深度が0.5111と浅いため．

長さ7~16mの掘削 5箇所に立ち会っ た．掘削したのは

全て現代の埋土であったその他の部分の掘削も辿跡に

影押はしないと判断し． 9区全体の施工の了承を工事業

者に伝え．現地を引き渡した．

6区南端は．幅1.5m.長さ2.2111の長方形部分と．そ

の南側の輻0.7m, 長さl.Omの張出部を掘削した．調究

区両際から0.25mまでの範囲は深い撹乱が入っていたが

それ以東では地表下0.5~0.6mを上而として古代の包



写真31 9区掘削状況 （南西より）
,．“ ' 9  9 9 9 9 9 999 99 9 9 ̀  

写真32 6区南端迫構全景（南よ り）

ずi:―

含府と考えられる焦褐色 土が1見さO.lm残存していた．

その下はII音褐色粘質土が存在し． この土を掘り込んだ

ピッ ト8基が確認された． ピットは(J,¥J'.f'tli.の北側に3基

中央部に 4基．張出部に 1基検出された．

5. （黒髪北）体育館改修工事に伴う立会調査

(1427) 

く調査期間＞

2014年11月181:1

く調査面積＞

8llnf 

く調査員＞

山野ケン1陽次郎，

く調査概要 ・結果＞

体育館および武道場周辺の縁石の設ii化 インタ ーロッ

キングアスフ ァルト舗装などに係る立会である．

掘削範囲は1本脊館および武道場北半におよぶ広い範囲

で．体育館西側は1416調査地点の 1~ 3 Ix：の掘削範囲と

重複している．掘削深疫は最深で地表 I.-0.35m程であっ

たため．既存のアスフ ァルト舗装の剥 ぎ取りや L字側

溝の撤去． 表土の掘削に限られた．

調査範囲が広いものの．掘削深度が浅いことから． 立

15 

写真33 縁石 ・アスファルト舗装部分重機掘削作業風景（東より）

,¥ ・-

写真34 縁石・アスファルト舗装部分掘削状況（南より）

写真35 アスファルト除去部分掘削状況（東より）

.. ; r:． 

L字側溝除去作業風景（北より）

’‘"百―で℃

第 1I章調査の記録
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会は 5箇所で試掘をお こなうに留めた全てクラッ

シャー等現代埋土中におさまっており ．1416調究地、1!i.

における調究成栄を加味すると．文化1怜への影靭もない

ため．工事業者に掘削深度の厳守を指祁し．受け渡した．

辿構 ・逍物は検出されなかった．

6. （黒艇北） 総合研究棟（教育学系）改修その他

工事に伴う立会調査 (1438)

く調査期間＞

2015iF 2月9l] 

く調査面栢＞

159.l面

く調査員＞

山野ケンllJ,'j次郎．

く調査概要・結果＞

教育学部東棟周辺のコンクリート舗装および地盤すき

とりに係る立会である．

建物の北および南側の調壺範囲は後述する1439』,¥l究

地点の掘削範囲に重複しており ．掘削深度も深いため．

そちらに記載する．東側の調在では25X4m程の範囲を

表土のみ5cm程掘削したまた．建物東側中央やや北よ

りに 1.3X 5.9mの範囲を地表下O.lm程建物東南隅に

写真37 建物東側すきとり部分掘削状況（北東より）

写真38 建物東側コンクリ ー ト舗装部分掘削状況（北より）

第II章調査の記録

写真39 建物南東側コンク リート舗装部分掘削状況（東よ り）

〗；匁1.
` I三L-l5 

写真40 建物西側コンクリート舗装部分掘削状況（南より）

2.2X 2mの範囲を地表下0.15cmまで掘削したがいずれ

も礫枇 じりの現代埋土の掘削におさまった．

建物西側では1.9X 2.5111程の範圃を地表下0.25mまで

掘り下げたが現代埋土内におさまった．

辿構 ・辿物は検出されず．文化］河への影押も一切な

かった

7. （黒斐北）総合研究棟（教育学系）改修機械設

備工事に伴う立会調査 (1439)

く調査期間＞

2015年2月9日～ 2月27H

く調査面稲＞

73ni 

く調査員＞

山野ケン協次郎．

く調査概要 ・結果＞

教育学部束棟の屋外排水管および桝の新設に係るエiji.

の立会を尖施した．

I区は．建物北陛とその北にある塀の間の東西22.6m.

幅 lm程の幅狭の調査区と． その西端から南西方向の

道路上に位附する既存の桝までの調査区を含む掘削は



動線と調査範間の都合上．直機の動線が確保できないた

め．人力掘削によ っておこなわれた．本調究区には東I也・

方向に既設配管と桝が設附されており ．これらの撤去を

先行しておこなった．既設の桝底が一部地表下0.9m程

まで及んだが．掘削は全て建物や配符．桝の掘方且11上l}、J

におさまっており ．辿構 ・辿物の検出はなく ．文化悩ヘ

の影押もなかった．

II区は建物南堅とその南にある塀の間の18.7X 1.5m程

の幅狭の調究区と．その西端から約 5m西に位i荏する

既設の桝まで道路を横断する形の調査区を含む [ |.)(：と

写真41 I区既設桝撤去作業風景（西より）

写真42 I区掘削状況 （西より）

写真43 I区道路部分掘削状況 （北東より）

’―-＇↑ '-項ー

写真44 11区掘削状況 （北西より）

'I 

] 7 

写真45 II区道路部分掘削状況 （東より）

塁"’冒~t...

， 
→ ̀’ 

圃様既設配箭や桝が設ii:1,しており ．これらを人力や重

機によ って撤去した後に施J滋深炭まで掘り下げた． i立

深で地表下0.95111まで1>.11j'jljをおこなったがいずれも既

設配竹節の掘方J_1JヒI：内におさま った．道路側にも既設配

狩がありこの札li方JJI!•土のみ地表下0.8~ 1 m まで掘削

したがすべて現代J1J!•土であ っ た ．

辿梢 ．辿物は検出されなかった．

8. （黒俊北）体育館改修電気設備工事に伴う立会

調査 (1440)

く調査期間＞

2015イI'2JJ 10 ・ 13 n. 3 J J 4 H 

く調査面栢＞

85.8111 

く調査員＞

山野ケン協次郎．

く調査概要・結果＞

休脊館周辺のJ!I且支配竹配線の設骰および既設ハンド

ホールのかさ」．．げに係る立会をおこなった．

瀾究IX：は新1本脊館の南西隅の IlX..，新体育館と学生会

館A棟の間の追路の Il区学生会館A棟の北側のIll区の

第 Il翌調査の記録
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写真46 I区重機掘削作業風最（南西より）

I 

写真47 I区掘削状況 （南西より）

t‘ ,̀＂ャ，．

写真48 IT区重機掘削作業風娯（南西より）

計3箇所にわけた．

I区では埋設配管敷設のため．新体育館の南西隅から

南東方向へ4Illに位骰する既設のハンドホールまでを

巫機と人力により掘削した．調究区全体を地表下0.6~

0.7mまで掘j'jljしたが全て現代JJll土内におさまり ．辿

構 ・辿物も検出されなかった．

n区では．迫路地下にある既設のハンドホールの位骰

を確認するために 2.2X 1.8mの調査区を設けた．重機

により地表下0.3m程まで掘削をおこなったと ころ，調

究区北側で混じりのないII脊褐色土を．南と東側では投乱

土を検出したため．調壺IK東側のみを掘り下げたところ．

第II章調査の記録

写真49 II区掘削状況（東より）

写真50 III区重機掘削作業風景（西より）

写真51 III区堀削状況（西より）

地表下0.35111でハンドホールの上而を発見した．施工で

はハンドホールの内側の掘削と地表下0.3111までの掘削

で済むとのことだったので．掘削深度と範囲について指

禅し．工事菜者に受け渡した．

Ill区は．iじ気配行の埋設のため．既設のハンドホール

から学生会館A棟の西檄に向けて約11x0.7rnの範囲を

諏機と人力で掘削した．途中．既設ハンドホールから東

に1.7111の位i代に土中へ埋設された桝があり ．掘削の障

唐となったため．わずかに北に調壺区をずらして掘り進

めた全体を地表下0.7mまで掘削し．調究区東端の石

垣の下部のみ地表―ド1.05111まで掘削したが． 全て現代埋



土内におさまった．

辿物や辿構の検出はなく ．文化）i，1への影押もなかった

ため，立会を終了した．

9. （黒髪北）法学部サークル棟新営その他工事に

伴う立会調査 (1444)

く調査期間＞

2015年2月27日

く調査面積＞

64.8面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

文 ・法学部棟の北西にあるスペースに．サークル棟川

プレハプを新築する工事である．先に．熊本市教育委員

会文化振典課により試掘が実施され． 古代の追物包含1~·1

が確認されていた

地表下0.55mで古代の辿物包含111に述するが．工事で

は地表下0.7mまで掘削予定であ った こ の た め．施工

業者から0.15m掘削深度を浅くする設計変更の1|lし出が

あったこの新たな設計にもとづき．建設予定地の中

央に南北のトレンチを設定して掘削をおこなった．掘削

写真52 熊本市試掘坑の土屈断面（調査区北西角）（南より）

写真53 調査区中央試掘状況（北より）

19 

の結呆．Jli［土や撹乱のみでこの掘i'ill深度では他含｝1,りに

は逹しないことを確認できた．熊本大学担当者および施

―l,．業者と設，l・I変更と深さの確認を行い．施工よしとして

立会を終えた．

10. （黒斐北） 環境整備（駐車場等）に伴う樹木

等移植業務に伴う立会調査 (1445)

く調査期間＞

2015:.1：： 3JJ 2~6日

く調査面梢＞

86rri 

く調査員＞

山野ケン協次郎．

く調査概要 ・結果＞

全学教脊棟の南東広場の政＇i桜整備に伴う樹木の移植に

係る立会である．広場に植えられているナナメノキ．キ

ンモクセイ．モチノキなど計6つの樹木と ．低木のマメ

ツゲの抜取りとiili.樹先の植穴の掘削を実施している．こ

のうちマメッゲは根が浅く．人力掘削により抜取ってお

り．地表下0.3m程までの掘削で終了したまた．移柚

穴は東西方Ih]に約37x0.5m程掘削深／文が0.25mだっ

たため．現代埋土内におさま った．その他の樹木は．い

ずれも抜根可能な深さまで根の周りを円形あるいは方形

に地表ド0.3~0.9mまで掘削した．根の周りは撹乱を受

けているものの．その周囲には0.35m程で1lt竹褐色土が

0.6111程で褐色粘質土が確認できた 当初．前者が辿構

而を形成する土/f1と想定したため．これらのl¥"1について

は掘り下げをおこなわないよう注烈したただし．西端

のナナメノキ抜取りにおいて賠褐色士から近代の1淘磁器

片が出土したため． この/~1 は現代埋土の可能性がある ．

抜取り後に褐色粘質土を泊柚し平面での辿構検出をおこ

なったが辿構は検出されなかった．この他移植先の

梢穴のため 2x2m程深さ0.8111を払準に 5箇所の掘

写真54 マメツゲ抜取り部分掘削状況（西よ り）

第II迂調査の記録
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写真55 マメッゲ植穴部分掘削状況（西より）

写真56 ナナメノキ抜取り部分重機掘削作業風景（南東より）

二

写真57 ナナメノキ抜取り部分掘削状況 （東より）

”“ 

写真58 ナナメノキ植穴掘削状況 （南より）

第II章 調査の記録

写真59 ココスヤシ抜取り部分人力掘削作業風景（南より）

写真60 ココスヤシ抜取り部分掘削状況 （東より）

写真61 ココスヤシ植穴部分掘削状況 （南東より）

,,._. 

?‘・ 

削をおこなった．掘削に際しては現代埋土中にコンク

リート基礎およびその破片がみつかることが多く．必要

に応じて軍動ピックなどで破壊しながら撤去した．掘i'jll

は全て現代埋土内におさまり．いずれの調究区でも逍

物・辿構は検出されず．文化｝習への影押はなかった．

11.（黒俊北）環境整備（駐車場等）

立会調査 (1446)

く調査期間＞

2015年 3月18~23日

く調査面栢＞

工事に伴う



写真62 L字側溝撒去部分掘削状況（西より）

写真63 支柱抜取部分掘削状況 （西より）
L 

デ ”―̀  

194ni 

く調査員＞

山野ケン 1楊次郎．

く調査概要 ・結果＞

全学教育棟の南東広場の珠桜整備に伴うアスフ ァルト

舗装摸木支柱移設 L 字側溝撤去 • 新設に係る工事で

ある．

全学教育棟の南東側．39x4m程の東西に長い調究

区で掘削深度が最深で0.4mである．l445調1t地点の

調査成呆によって地表下0.4mまでの掘削では文化li4ヘ

の影牌がないことが判明していたため．工事業者への掘

削深度を厳守するよう指i洋をおこなった上で掘削後の

状況を確認するに留めた．掘削後写真記録をおこなっ

て立会を終了している．

辿構・辿物の検出はなかった．

12. （黒艇他）屋外 サ イ ン設置工事（黒艇）に伴

う立会調査 (1448)

く調査期間＞

2015年3月4日

く調査面栢＞

57.8rri (0.75rri) 

写真64 文法棟前作業風景（北西より）

写真65 文法棟前掘削状況 （南より）

く調査員＞

）J坪志子．

く調査概要・結果＞
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届外サ イ ン設 ii，•｛のために ． ．＇．I・し髪北地区の文 ・ 法学部棟

1)ijの掘削について立会調ftをおこなった．サインは全i、{|;

で17箇所に設附したがこのうち文化1¥'Iに影罪をおよぽ

す可能性がある 3箇所について立会ったまた国指定

重要文化財に指定されている恥',.：j記念館化学実験場

工学部1ft料館の前に設ii",'.されている石板の撤去作菜につ

いて立会った．

文 ・法学部棟の東側．教宥学部本館南側の緑地1i,1・ーの中

で．財輪楊の北側に位ii岱する箇所を掘j'jljした．II倅lら 1Iil

様のサイン を既に設俯 しており ．今lillはその西側に隣接

する 位i性である．縁石沿いにLOx0.75mの範囲を深 さ

0.53mまで掘j'jljした．北西隅の0.3mliり方に辿構而と．思わ

れる土}f,1が確認されたが逍構は検出されなかった．他

は投乱を受けていた．辿物は：U:1li器）「が 1、1!．，：出：1-.した．

:/iぶ：j記念館餅i.化学実験楊西側．工学部1ft料館前に設

iiItされていた矛板は．掘削をおこなわず直接引き抜く方

法をと った い ず れ も ．Ilil題なく施J_．．できた

第II迂調査の記録
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写真66 五高記念館前作業風暴（南西より）

写真67 工学部資料館前作業風景 （西より）

13. （黒髪北）全学教育棟屋外ガス漏洩補修工事

に伴う立会調査 (1449)

く調査期間＞

2014年12月24日

く調査面稲＞

3 ni 

く調査員＞

111野ケン1拗次郎．

く調査概要・結果＞

全学教脊棟の南西隅付近の屋外ガス訓洩の補修工事に

係る立会である．

破祖したガス符の配骰が不明確であったため．事前に

土壌のガス浪度の邸い箇所を調査した後 そこを中心に

1.7 X 1.7mの調究区を設定した．掘削は．重機と人力に

よって‘1共重におこなった結果地表下 lm程で調引t

区束側に11的とする南北方向のガス符を検出することが

できた．補修施工のためガス管周辺を管）氏からO.lm下．

地表下1.3mまで掘削したが周囲はガス竹の埋土であっ

た．掘削埋土は全て現代埋土あるいは配管の掘方jllば内

におさま っており．辿構 ・ 辿物の検出もなく．文化）1~1へ

の影押はなかった．

第II迂調査の記録

写真68 重機掘削作業風景（北東より）

写真69 掘削状況（南より）



IIー 2 黒髪南地区 （図4参照）

1. （黒愛南）ライフライン再生（給水設備等） エ

事に伴う 立会•発掘調査 (1 310)

く調査期間＞

2014年4月1E:I ~2014年3月20日

く調査面稲＞

5275.6対

く調査員＞

山野ケン 1拗次郎・大坪志子 ・宮崎拓 ・ 横田光智 • 島iiIi

他生 ・米村大（株式会社有明測批開発社）．

く調査概要・結果＞

黙嬰南地区の東部．理学部棟周辺を中心に実施した排

水 ・ガス ・軍気竹．排水桝，側溝，点検口．検水柏．イ

ンターロッキング ・アスファルト舗装． iじ柱移設などの

整備事業に関わる立会 • 発掘調究をおこなった．

本事業は昨年1文に引続き実施された．工事範囲が広く ．

その内容が多岐にわたるため．施工期間を勘案し．多地

点における工事 ・ 立会澗究 • 発掘調究を同時に実施する

必要が生じたまた．昨年度の調査により．掘削箇所の

多くが古代の追構而に到達する上に．辿構密度が多い

状況が確認できた．加えて古代の辿梢而より下位から

は．縄文時代後期を主体とする追物包含／習．および追構

が確認されており．その調壺に時間を要した．

調究は山野が担当し．必要に応じて大坪が補助に入っ

たまた．複数個所の調究を同時に進めるため．4月1

日以降株式会社布斯lillllilk|｝ll発社に補助業務を委託して

対応した．調壺区名はエiji範囲が広範であり．調査地点

も多いため．Ili：年度から継続して． I~ VI区に区分し．

さらにエ斗j.Lit位ごとに枝番号を付した ここでは概要を

区葡に記載するがその詳細については．報告科の刊行

を待たれたい

発掘調壺では．重機による現代埋土の掘削後近批．

近代の包含｝罰である賠褐色土の人力掘削を行い．少数な

がら認められる近枇の追構の調査を実施した次に古代

の包含／杓である黒褐色土の検出 ・掘削をおこない．直下

に堆和する褐色砂質土上而で古代の追構検出 ・掘削をお

こなったただし．白川から離れた理学部棟2号館南東

隅付近から北側では自然提防と考えられる褐色砂質土

は堆和しておらず火山灰由米と息われるll音褐色土／曽上

而で古代の辿構を検出している．また．II乍年度から継続

して調究のおこなわれた IIl区①では．褐色砂質土より下

位から．縄文時代後期の辿物を含む包含／晋が検出された．

この調査成果に基づき．褐色砂質土を掘り 下げる必要の

23 

ある調壺lメ：は．施J．．深度まで掘削をおこなっている．白

川に近い理学部3•り館以南では褐色(i少質士より下位から

無姐物］1'1である灰色硬質砂肘が確認されており ．I旱いと

ころで0.7~0.8rn程堆梢しているこの直下からは．縄

文時代後期前業の辿物を含む黒褐色砂／罰が検出された．

掘削深1虻がとくに深い＼i区⑪ ・⑬やIV区⑭では．これら

黒褐色砂IMの調究も実施している．l＼且も深い楊所では地

表下約 3111まで調f-tしており ．焦褐色砂／円のさらに下

位には．河川堆秘悩と考えられる灰色砂礫附が堆秘して

おり ．その直下のオ リープ黒色札i質土If1からも縄文土器

を数点得ることができた．今回の調査によ って．縄文時

代後期以降白川の河川作）llによって形成された河岸段

丘上に縄文時代の追跡が形成されていたことが明瞭と

なり．黒晏南地区の今後の，J肘j究を実施する」-．での大きな

指椋となった

追物として II行褐色上からは近世 ・近代の陶磁器や金

屈製品．砥石．古銭約が出土している．黒褐色土および

古代の辿ti籾Il:I-．中からは．土師器．須恵器．鉄器．砥石．

土製品などが出 1：している．褐色砂質土およぴその下位

の附からは縄文IIが代後期を中心とする土器や石器．土製

品が出土した．辿構は．近他の溝や士坑ピット ．古代

の住屈や溝上坑．ピットが検出されたほか． V区⑪で

は黒褐色砂li,1を掘り込む形で縄文時代の硲と人骨が検出

されており．特出すべき調布成呆といえる．

[ l区l
I区は．焦殷南地区の東側に相当し．北側に理学部

1 ・ 2号nfi.I¥i1llljに理学部3・ 4号館が位附する校舎Ili]

の逍路部分に相当する．排水竹．illlli1'li:.狛水桝などの埋

設やアスファル ト舗装．柚樹などの工事に伴い．立会調

壺 • 発掘調介を実施した ． 本年）文は⑮～⑯の調査区の調

介をおこなっている．

地表下0.25~0.5m程で古代の包含府が地表下0.4~

0.6111程で追構Ihiが検1,1＼されたまた．古代の包含陪の

直上に近世 ・近代の辿物を含むII紅褐色土が0.1~0.2111程

堆梢することがあり．古代の包含／河上而での辿構検出も

おこなっている．辿構として近1止の溝や．古代の竪穴

住居溝ビット ． —|：坑が確認されたただし．調査区

が矮小なため住居や溝の全容把握にはいたっていない．

昨年）文． mlヌ① において古代の辿梢而を形成する褐色

砂質士の下位にJit梢するオリープ褐色砂府から．縄文時

代後期前半の辿物が多く出士したため．隣接する I区

⑰ ・⑱区など． ［―．事の掘j'jlj深炭が深い調査区では，古代

の辿梢を氾緑保存した後．縄文時代の文化］仰の調査もお

こなっている地表 J-'0.4~0.5mで検出されたオリープ

第II章調査の記録
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褐色砂陪からは．縄文時代後期前業の出水式や御手洗

A式を主とした土器や石器が多数出土 したまた．

区①から南の調査区では白川方向に向かうにつれ．灰色

硬質砂府が0.7~0.8m程堆栢しており．その下位の開褐

色砂）罰からも縄文時代後期前築の土器が出土していたた

め．西側に隣接する I区⑰ ・⑱でも地表下2.2111程まで

掘り下げた． しかし．灰色硬質砂陪や縄文時代の文化）1・1

を検出できず． m区① とは異なる堆栢状況であった．

この他アスフ ァルト舗装や植樹に伴う掘削は． hlli'ill

深度が0.2~0.4111 程でいずれも現代J.lJ!• 土の掘削に留

まった

Ill 

I区⑰縄文時代迫物検出状況 （東より）

、̀` ‘, ヽ
• `  
、̀‘‘

写真71

写真72

ぶ→--、

I区⑰西側完掘状況 （東より）

I区⑱完掘状況（南より）

’’ ｀ 
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写真76

I区⑩古代辿構完掘状況（西より）

I区＠掘削状況 （北より）

I区⑯掘削状況 （西より）

第 II迂 鯛査の記録
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[[1区】

[1区は黒髪南地区の北東部に相当し．理学部1・ 2号

館自然科学研究科 ・理学部総合研究実験棟の東側およ

び． 58号線の追路沿いに相当する．排水桝排水管．ガ

ス笠．染水桝．側溝などの埋設およびアスファルト舗装

などの工事に伴い．立会調査 • 発掘調究を実施した．本

年度は⑨～⑫の調究区の調壺をおこなっている．

地表下0.2~0.3mで近世・近代の辿物を含むII音褐色土

が0.1~0.Zm堆和することがあり．これについては．掘

削の上．必要に応じて近1仕の辿構の検出と調壺も実施し

たまた地表下0.5~0.6111程で古代の包含！罰が地表

下0.6~0.Sm程で辿梢而が検出された．辿梢 として古

代の竪穴住居や溝． ピット．土坑が複数基確認された．

こちらも他の調究区と同様．調査範囲が矮小なため住居

や溝の全容把船にはいたっておらず．狭い範囲であるこ

とと大批の既設配管の存在が調査の弊害になった．

[1区でも古代の追構の記録保存終了後．工事の掘削深

度に応じて．縄文時代の文化陪の確認をおこなった結

呆・[IIf北半では古代の辿構而を形成する土1けは [I 

区南半でみられた褐色砂府ではなく ．比較的多く火山ガ

ラスを含むII行褐色土l杓であったこの土陪は．過去に調

壺をおこなった9810調究地点でも確認されており ．立lll

山により近い [1|ヌと．白川により近い I・ ill ・IV・ V区

の堆利't状況とが大きく異なっている こと が1i(i定できる．

II区北半の板数の調究区におけるII附褐色土）罰の掘り下げ

において縄文時代の辿物がほとんど出土 しなかった状

況は自然科学研究科・理学部総合研究実験棟の南付近

から白川右岸沿いにおける縄文時代後期前半の辿跡範囲

を示すかあるいは当該時期の文化）罰が． II区北側付近

では後世に削平された可能性を示している．

この他アスフ ァルト舗装や植樹に伴う立会調査をお

こなっており．近世の追物を含む暗褐色土府を掘削する

必要が生じた調究区については人力によって掘り下げ

写真77 Il区⑪完掘状況 （北より ）

第lI迂調査の記録

写真78 II区⑬完掘状況 （南東より）

写真79 n区⑮完掘状況（北東より）

写真80 II区⑳完掘状況写真（南東より）

写真81 II区⑳古代迫構完掘状況 （北より）



写真82 II区⑮完掘状況（北より）

写真83 II区⑬古代追構完掘状況（南より）

写真84 II区⑰ー2掘削状況（北より）

写真85 Il区＠掘削状況（南より）
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をおこない．辿物を取り上げた．

[ fJl区］

m区は黒嬰南地区の東部に位骰し．理学部 2号館およ

び理学部3・ 4号館の東側の道路部分と． さらに束に位

附する駐車場の南北端に相当する．排水桝．排水管．ガ

ス箭．集水桝側溝などの埋設および．樹木撤去．植樹．

氾柱撤去．池柱移設．アスファルト舗装などの工事に伴

い． 立会調査•発掘調査を実施した． 本年度は①． ②.

⑥～⑪の調査区の調査をおこなっている．

地表下0.15~0.2mで近世 ・近代の追物を含む暗褐色土

がO.lm程堆柏することがあり ．これについては．掘削

の上．必要に応じて近泄の追構の検出と調査を実施して

い る ま た 地 表 下0.2~0.5m程で古代の包含陪が．地

表下0.4~0.6m程で辿構而か検出された．追梢として

近世のり’1i,:．古代の竪穴住居や溝．ピット．土坑などが複

数基確認された．

m区では．古代の追構掘削後に．辿構而を形成する褐

色砂lけを掘り下げる必要のある調査区が多かったが．縄

文時代後期の追物が含まれるオリープ褐色砂陪まで掘り

下げることが少なかったため．Ill区①を除くと．縄文時

代の辿物出土批は比較的少なかった．

写真86 Ill区①完掘状況（西より）

写真87 [[]区⑧完掘状況（北より）

第 II章調査の記録
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写真88 III区⑪完掘状況 （南よ り）

写真89 lil区⑫完掘状況（北より）

ー・;.'it¥..; _-_ --・.;_ :r-、ヽ

写真90 III区⑬古代迫構完掘状況 （南よ り）

写真91 [I区⑳古代辿構完掘状況（南より）

・マ

第1I迂調査の記録

ヽヽ

• ‘̀‘ 

写真92 [l]区⑮掘削状況（西よ り）

写真93 ill区⑰ー2掘削状況 （南よ り）

写真94 []]区⑳掘削状況（西より）

“‘̀  
♦• 

この他，樹木撤去．植樹． 氾柱撤去．池柱移設．アス

ファル ト令ili装を英施したが 一部近世の包含府を掘削し

たのみに留まり．辿梢は検出されなかった．

[IV区］

I¥I区は黒嬰南地区東側に位骰し．理学部3・4号館と

自然科学研究科研究棟および実験棟の間の道路部分にほ

ぽ相当する．排水桝．排水狩．ガス管．側溝． 集水桝．

検水柏などの埋設アスフ ァル ト． インタ ーロ ッキング

舗装などの工事に伴い． 立会 • 発掘調究を実施した． 本

年度は⑩～⑪の調究区の調究をおこなった．



地表下0.4~0.5mで近枇・近代の但含lI、1である褐色：I:

が検出されており，その匝下．深さ0.6~0.7111程で古代

の包含Ii1が 0.7~0.9m程で辿構而が検出された．辿朴Ij.

として古代の竪穴住居や溝， ピット． 一1-．坑などが複数

基確認されている

検水柏の埋設箇所である IV区⑭では．工事施工深疫が

地表下約3.6mであったため．調杏区の叫方に土止めの

ための矢板を施工 した上で掘削をおこなったその結果．

古代の辿構の調査後．逍構而を形成する褐色砂liかより下

位の各荊から鈍崎式や御手洗 A式／I¥水式などの土器

と土製品．石器などが数多く出土し．大 きな成呆とな った．

写真95 IV区⑪ 3号住居窟完掘状況 （南より）

写真96 IV区⑪完掘状況 （西より）

写真97 IV区⑭縄文時代追物出土状況（東より）
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写真98 IV区⑭縄文時代迫物出土状況近景（北より）

写真99 IV区⑭縄文土器出土状況（西より）

写真100 IV区⑫古代逍構完掘状況（東より）

写真101 IV区⑳古代追構完掘状況 （西より）

第II章調査の記録
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写真102 IV区⑳掘削状況 （東より）

写真103 W区⑳ー 1完掘状況（西よ り）

写真104 N区⑳ー2古代追構完掘状況 （南東より）

写真105 Pl区31完掘状況（南より）

第1I豆詢査の記録

この他．アスフ ァルトやインタ ーロッキングの舗装に

伴う 工事では．掘j'jlj深度が0.2~0.3mと浅いことから．

文化IMには到達しなかった．

【V区】

V区は黒嬰南地区術東部に位骰し．白川沿いの極低温

実験 •He ガス回収中紺室周辺付近から南地区学生会館．

FORICOと自然科学研究科実験棟・研究棟の間の道路

部分にほぼ相当する．排水桝，排水管，ガス管，集水桝．

側溝などの埋設移植およびアスフ ァルト施工などのエ

事に伴い立会 • 発掘調壺を実施した， 本年度は， ⑪～

⑫の調査区の調壺をおこなった

排水桝や排水箭等の埋設に伴う工事では．掘削深度が

古代の追構而までおよぶことが多かった地表下0.6~

0.7m程で古代の包含Jf,1が．地表下0.8~0.9m程で追構面

が検出された．辿構として古代の竪穴住居やピッ ト．

土坑，柱穴，溝などが複数基確認されている．

この調査区で特記すべき調査成果として縄文時代後

期の人骨と硲の発見が上げられる．極低温実験 •He ガ

ス回収中継室の北西に設けられた．排水管に伴う調査区

である V区⑪では，掘削深度が2.3~2.4mと深く．古代

の辿梢掘削の後に縄文時代の文化陪の調査をおこなう必

要が生じた．

昨年度 1U区②の調査によって．縄文時代後期前半の

辿物が出土するオ リープ褐色砂Jrtiの下位に，無迫物陪で

ある灰色硬質砂／行が白川へ向かって領斜するように堆栢

しておりその直下の焦褐色砂府からも縄文時代後期前

業の辿物が出土する ことが判明したよ って，V区⑪で

は灰色硬質砂陪を重機で掘削した後黒褐色砂府の掘り

下げをおこない，縄文時代後期の文化）罰の調査も実施し

た その結栄，調査区中央付近で人骨の四肢骨を検出し

た人骨は調壺区外に続いており，この調査をおこなう

ため，調究区北西側へ拡張区を設けた結果，土坑墓に

埋葬された成人男性 (STOl)と配石墓に埋葬された成

人女性 (ST02)を一体ずつ検出した人骨はいずれも

屈葬で．頭位が西を向いており ，人骨の四肢骨は消失

あるいは本米の位骰から動いているものもあったこの

他に拡張区北側から大腿骨と土坑蒻らしきプラン(ST03)

を検出しており狭い調査区に硲が複数基存在すること

から，硲域が形成された可能性が高い人骨の取り上げ

後 ST03とST02の配石硲は．工事の設計変更を依頼し．

厳誼に投生をおこなった上で現地にて保存している ま

た本調究で出土した人骨・に関しては，土井ヶ浜辿跡・

人類学ミュージアムの松下孝幸氏，NPO法人人類学研

究機構の松下真実氏に分析を依頼しており ，本報告の際



31 

写真106 V区⑪古代迫構完掘状況（東より） 写真110 V区⑪拡張区調査終了時状況 （北西より）

写真107 V区⑪東側先行トレンチ縄文土器出土状況（西より）
9 9 9 . 

`̀ ～←●  

写真108 V区⑪ ST01人骨検出状況 （南より）

写真109 V区⑪ ST02人骨検出状況（南より）

写真111

写真112

写真113

V区⑫完掘状況（南より）

’‘ 

V区⑭古代迫構完掘状況 （北から）

- • -＝ ;;;: 

・ュ

V区⑱完掘状況（北東より）

～｀~膨

第1I迂 調査の記録
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写真114 V区⑮掘削状況（北より）

写真115 V区⑮古代迫構完掘状況（北より）

写真116 V区⑳ー2掘削状況（東より）

写真117 V区⑬掘削状況 （東より）

第 II翠調査の記録

写真118 VI区排水設四箇所掘削状況（南より）

＂ 

に合わせて成呆を述べる予定である．

この他．アスファルトやインターロッキングの舗装．

植樹に伴う工事では．掘削深度が0.2~0.3mと浅いこと

から．文化府には到達しなかった．

［＼り区】

VI区は黒炭南地区南端に位骰し．南地区水理実験棟周

辺の給水管を埋設するための工事に伴い．調査を実施し

た．2Qx2Qm程の範囲に掘削深度が0.3~0.5mの調壺区

を設けたがいずれも現代埋土内で文化陪には到達せず．

辿構 ・辿物は検出されなかった．

2. （黒斐南）本部 （旧事務局本館）基礎調査に伴

う立会調査 (1408)

く調査期間＞

2014年6月9日

く調査面栢＞

21.0対

く調査員＞

山野ケン1勘次郎．

く調査概要・結果＞

本部棟のifli•l震工ij i に伴 う事前基礎調壺に係る工事に

伴って立会をおこな った．本部棟の北槌外而に 3箇所．

建物）未下に 2箇所の試掘を設けた．掘削は重機と人力の

両方で実施した．

試掘①は．本部棟西端に位i位し．約0.5x0.4mの範囲

を深さ0.55111まで掘削した東西方向に据えられた縁石

のiliillに平行する赤煉瓦梢み基礎を．地表而から約0.2m

下位より検出上から 1段．2段と階段状に和まれてい

たさらに地表下0.45111では赤練瓦の下に円礫視じりの

コンクリー トが検出されている．埋土中からは赤煉瓦の

破片がILにI・・.したが前要な辿構と想定していなかったた

め．収り上げはおこなわなかった．これらは後述する



1429調査地点などで検出された赤練瓦梢み基礎に関辿す

るものと考えられ． 1907年に竣工した熊本高等工業学校

の旧本館の基礎の一部と1if：定される．掘削目的が建物の

基礎調究であるため，赤煉瓦梢み基礎の掘方埋：lこまでの

掘削を実施し，立会を終了した．

試掘② は本部棟中央やや西よりで約0.8mx l.lmの

調壺区である地表下0.15m程で土管を検出，また地

表下0.2m程で古代の包含附と思、し きII紆褐色こ上が検出さ

れ．一部掘削したが辿物は出土しなかった．調究区南壁

では，縁石に沿う形で東西方向に円礫混じりコンク リー

ト基礎が検出され，その埋土を地表下0.75m まで掘り ―I‘•

げたが基礎の底部は確認できなかった．本コンクリー

ト基礎は，位骰や軸方向から，試掘①で検出した赤畑瓦

栢み基礎の下位にあるコンクリート基礎と同様の者と考

えられるまた 一部投乱を掘り下げたところ．地表下

0.5m程で地山らしき褐色土が検出されている．

試掘③ は本部棟東側で約0.45XQ.9mの調壺区である．

試掘② と同様，縁石に沿って円礫滉じりコンクリート基

礎が検出され．この基礎と地山の間の埋土が5cmもない

ことから．基礎掘方に直接コンクリートを流しこんでい

たことがわかる．掘方埋土を0.75mま で 掘 削 し た が基

礎の底部は確認できなかった．埋土中には赤畑瓦の破片

写真119 試掘坑①人力掘削作業風景（北より）

写真120 試掘①掘削状況（西より）

写真121

写真122

｀` 

写真123

写真124
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試掘②掘削状況 （西より）

試掘③掘削状況 （北よ り）
は’

試掘④人力掘削作業風景 （東より

試掘④掘削状況（南より）

第 1I迂 調査の記録
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写真125 試掘⑤掘削状況（南より）

が出土したが取り上げはおこなっていない

試掘④は．試掘③の南側の建物内床下． 0.3mx0.8m 

の調在区である．梁に隣接する部分を掘削したところ．

深さ0.75mまで全て角礫の混じる現代埋土であり ．その

底からは現本部棟の鉄筋コンクリートの基礎を検出した．

試掘⑤は試掘④の南に 2m.西へ10m程の建物床下．

0.4x0.5mの調査区である．試掘④と 同 様 角礫の視じ

る現代埋土で 地表下0.7111から鉄筋コンク リートの基

礎を検出した以上．試掘②のみ古代と思われる文化陪

を掘削したが他は全て現代埋土であった．辿梢として

近代の赤畑瓦梢み基礎を検出したが，辿物の出土はなく ．

事liij瀾究を終了した．

3. （黒斐南）国際革新技術研究拠点施設新営機械

設備工事 に伴う立会調査 (1418)

く調査期間＞

2014年 9月16・ 17日． 10月 3・ 15 ・ 16 El, 11月 4・

10 ・ 17~20日

く調査面栢＞

532ni 

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

国際］＇9：新技術研究拠点の建物周囲の， 屋外排水管．給

水箭，検水柏，アスフ ァルト舗装， 縁石設骰等の工事に

係る立会である．

このうち検水柏は工事掘削予定深度が2.95mと深く ．

昨年度実施した国際先端科学技術研究拠点施設 (1309調

壺地点）における発掘調査成果により ，近代硲の土坑が

検出されることが予想されたため．他の工事に先行して

調査をおこなったまた．掘削深度が深いことから．南

と東に十分な法而を設け．重機の降車のため．調査区西

側を一部拡張し掘削を実施した基本陪序は．上から現

第rr迂調査の記録

代埋土．II{｛和28年の白川洪水の堆莉'tlM．ガラスを含む現

代埋土のllliに堆秘しており ．地表下2.5m程まで下げた

段階で調査区北側に半円形の土坑プランが検出された

ため，この而を辿構検出而とした．

辿構而では平面プランカ中1形あるいは瓢旅形を呈する

土坑が22基確認できたまた小範囲 5箇所に）火と焼け

た骨が検出されており．辿構配1性が東側に集中すること

からも1309調究地点で検出された近代土坑磁群の南側延

•長と考えられる ． また．調壺区中央付近で土が陥没した

i怜j所があり ．内而を確認したところ．骨壺が確認できた

本工事はエ期が短く ．掘削予定深度が追梢而より深かっ

写真126 検水槽部分重機掘削作業風景（東より）

写真127 近代土坑墓検出状況（南より）

写真128 検水槽部分南壁土屈断面 （北より）



写真129 屋外排水管部分掘削状況 1 （西より）

’ 

--
写真130 屋外給水管部分掘削状況2 （西より）

写真131 屋外桝部分掘削状況（南より）

写真132 アスファルト舗装部分掘削状況（北より）
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たため．辿構の保存を 1三1的とし．設計変更を尖施した．

調査は辿梢検11,i状況および土1行断面の写具 ・実測記録の

みをおこない．辿構の発掘調壺をおこなうことなく終了

した．施工にあたっては．熊本市教育委員会文化振肛↓課

に相談し．辿構而から30cmの暑さで山砂を敷き．この上

に検水槽を設けることとなった．

屋外排水管．桝類新設に伴い．建物の南側．検水柏の

西側に1X 1.25mと7.5X2.5rnの範囲の 2箇所について掘

削を実施した．掘削深度が最深い箇所でも1.25mで近

代の追構而よりも浅く．文化陪への影押はなかった． ま

た．調査区東側では．排水管敷設に伴いQ.4X 0.4m, 深

さ0.5mの掘削をおこなったが現代埋土中におさま った．

この北側にも排水竹敷設のため． 1.8X l.6111の調究区を

設けた．掘削深度は飯深で1.2mあり．調壺区北西隅で

は地表下0.75mで芳名の彫られた墓石が検出された．硲

石の大部分は調ィt区北槌に埋まっており ．工事の施工に

彩聘しないため．写兵記録のみ実施し．現地保存した．

この他アスフ ァルト舗装および縁石設i代に伴う調介

では．重機により現存の舗装を剥で 5cm程地表而を掘削

し．写真記録のみ実施している．検水柏以外の調究区で

は辿物・辿構の検IL'1はなく．文化荊への影牌は一切な

かった

4. （黒艇南）国際革新技術研究拠点施設新営電気

設備工事に伴う立会調査 (1419)

く調査期間＞

2014：：：：＇~l゜｝1l0 ・ l4H

く調査面積＞

49.388rri 

く調査員＞

山野ケン1拗次郎．

く調査概要・結果＞

国際革新技術研究拠点施設の配管およびハンドホール

写真133 南区重機掘削作業風景（東より）

「

第Il迂 調査の記録
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南区埋設配管配線部分掘削状況（南より）
ッ^ ●● ，9 

写真135 南区ハン ドホール部分掘削状況 （西よ り

北区ハンドホール部分 1掘削状況（西より）

北区ハンドホール部分2掘削状況（西より）

第II姦 調査の記録

埋設に伴う立会である．建物南側では約3x8mの範,m
を最深で約1.55m. 建物北側では約5.9x10.8mの範囲

を．披も深い楊所で地表下1.4mまで掘削をおこなったが

全て現代埋土内におさまった． 1309・ 1418澗究地点など

の従前の調査で明らかとなった近代の土坑を含む文化）i'1

への影牌はなく ．辿梢 ・辿物も検出されていない．

5. （黒斐南）本部樹木等撤去その他工事に伴う立

会調査 (1429)

く調査期間＞

2014年12月12日～紅祖涜中

く調査面積＞

282.40面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

本部棟周辺の樹木．塗装． 土Ill!.側溝，雨水桝等の撤

去と本部棟内の基礎．基礎梁等設骰に係る立会調究を実

施したこれらの工事は，建物東西へのスロープ設附と，

建物南へのエレベーター増設．建物内部における耐従補

強工事の実施に先行しておこなわれた．本調壺では，調

究範囲を 4区に分けたすなわち建物西側の掘削範間が

I区．建物南側がII区．建物東側が1Il区．そして建物内

の掘削範囲がN区である．また．このうち I~m区は．

部分的．あるいは広い範囲で1430・ 1436 ・ 1437潤壺地点

と直複していたため． これらの調査地点でも上記区分に

ならって I~I¥I区の名称を使用し．必要に応じて個々 の

調壺区に枝番号を付したまた．このうち1430・ 1437調

査地点と調査範囲が誼複する 1Il区については次年度に

調査を持ち越した．

建物西側の I区では樹木．土IH]．アスファルト舗装の

撤去を行い．調査区① ・②に区分した． I区①は建物南

西角のスギの抜根に伴う調査である．樹木周囲を直径約

2mの円形の範囲で重機や人力によ って根を切りながら

掘削したところ．深さ約0.4mで包含／杓と思わしき黒褐

色土を検出したそのため．この深度でチェーンソウに

よる根の伐採を行い，重機による抜根をおこなった．辿

構 ・辿物は検出されていない．

I区②は．土間 ・アスファルト舗装．桝．樹木の撤去

に伴う調壺である東西4.5. 南北25mの範囲の士間と

L字側溝の撤去を重機によ って実施した．本調究区は

1430 ・ 1437調査地点のスロープ設砂給水配管設i代の調

査範囲とも直複している． また，調究区北西ではイヌマ

キの抜根を諏機によって試みたが．地表下0.4m程で古

代の包含／習らしき馬褐色土が検出し．この）杓に根が深く



食い込んでいたため．人力による包含ll.,.1の掘削後．根の

抜根をおこなう必要があった木年度は根の周囲の撹乱

土を掘i'illするに留まり．その後の調究は次年炭に持ち越

した

建物南側の Il区では．浄化槽の撤去． 4本のキンモク

セイの抜根．加えてモミジの抜根と移植に伴う掘削をお

こない．調査区を①～⑦区に区分した．

II区①は大型のキンモクセイの抜根に伴う掘削である．

樹木の根回りを匝径2.8mの範囲で重機と人力による掘

削をおこなった深さ約0.8mで樹木が抜根できたため．

掘削を終了した全て現代埋土で現代のガラスなどの

他に少批の土器片が出土している． また．調究区南壁で

は4.5段分の赤諌瓦梢み基礎が検出された後述する

1430 ・ 1436調究地点における調究時に．この赤煉瓦利'iみ

基礎が熊本麻等工業学校の旧本館に係る追梢と 判明し

図而を含む記録保存をおこなったが当初は．韮要な追

梢とは判断しておらず写真記録のみを爽施し，立会を

終了している．

]]区②は浄化柏の撤去に伴う掘削である．諏機により

浄化柏の破砕をおこない，その後瓦礫を収り上げた．撤

去の際には掘削が浄化柏の掘方埋土内におさまるよう注

慈した．迅梢 ．辿物は検出していない．

IJ区③はモミジの抜根に伴う掘i'illである．樹木の周囲

を4X2mの範囲を掘i'iIlしたところ．地表下約0.5mま

で現代埋土でその直下には地山と思われる褐色粘質土

府が検出され．このli"1に根が一部食い込んでいたまた．

同レベルで樹木南側の浄化梢に係るコンク リート基礎が

検出されたため．直機による撤去をおこなった この後．

辿物の有無を確かめるため根の周囲の褐色粘質土府を10

cm程掘り下げたところで樹木の移植作業をおこない．

掘削状況を記録し．調究を終了した．

]]区④ ・⑤ ・⑥はキンモクセイの抜根に伴う掘削であ

るいずれの樹木も小型のため．直径約0.5~1.Sm. 深

さ約0.3mの掘削に留まり．重機によって容易に抜き取

ることができた掘iIjllは全て現代埋土中におさまり ．辿

構・辿物の検出はなかった．

II区⑦はモミジの移柑i．に伴う掘削である． 2x2mの

範囲で重機による掘削を災施した地表下約0.5~0.6m

で近世 ・ 近代の包含}~1 と思われる II爵褐色土を検出したた

め．人力掘削により撹乱を除去し． IIt竹・褐色土を掘り下げ

た．深さ約0.7mで古代の包含）罹である黒褐色土を検出し．

これを掘 り下げたところ．少絨の土器片が出土した．深

さ約0.8mでは．褐色粘質土/f1を検出し．追構の粕究を

行っている．辿構と して調査区東側に南北方向の溝あ

るいは住居の端と．これに切られたピットを 1基検IL＼し
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た本調森区は．辿構而上而で樹木移柚のための掘i'ill深

疫に達したため．辿梢の掘削はおこなわず，写兵と 1要l而

による現状の記録作業を実施し．調究を終了した

建物内部のIV区は耐設補強に係る基礎．基礎梁等設骰

に伴う掘削である西側を①区 棗 側 を②区と区分した．

]¥I区①は建物内の 2X 7.5mの範l用のコンクリート／Aこ

を撤去し，床下に2.5x7.5mの調査区を設けた調壺区

南北端は建物墜の基礎の掘方によ って撹乱されていた

また本部棟の床を支える鉄筋コンクリート製碁礎杜が

9本ありその周囲もこれらの掘方によ って投乱してい

たこれら枢乱土を人力によ って掘削したが建物下の

配箭や排土の排出に大変な苦労を炭した．建物床下のた

め．表而には細かい砂埃が5-10cm程堆秘しており． そ

の下位には乾媒した固く密な陪褐土が検出できたそ

の上面には灰と炭片が薄<lii：栢している様子も確認でき

た本年度の調壺ではこれら建物の碁礎に係る現代埋

土を掘削するに留ま ったが，次年度には，古代と近代の

辿梢を対象とした発掘調壺を実施した

]¥I区②はIV区① と同様建物内の 2X7.5mの範IJ11の

コンクリート床を撤去し． I未下に2.5X7.5mの泄崎区を

設けた調査区南北端は．建物僅の基礎の掘方によ って

批乱されており．中央部分も 2箇所，鉄筋コンクリート

写真138 I区①掘削状況（北西より）

写真139 I区②重機掘削作業風景（南よ り）

第 lI迂調査の記録
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写真140 I区②樹木重機掘削作業風景（東より）

9シ

写真141 II区①掘削状況 （北より）

写真142 Il区①南壁赤煉瓦積み基礎検出状況 （北より）

写真143 rr区②浄化槽撤去作業風景 （南東より）

1 

写真144 II区③撹乱掘削後褐色粘質土検出状況（南より）

R ` .... • 
しよ ・ :L 

ヽ

写真145 JI区③掘削状況 （南より）

写真146 Il区④掘削状況 （南より）

写真147 II区⑤掘削状況 （南より）

第 II芸調査の記録



写真148 II区⑥掘削状況（南より）

写真149 II区⑦重機掘削作業風景（南西よ り）

写真150 II区⑦迫構検出状況（東よ り）

写真151 W区①南側建物基礎検出状況 （東よ り）
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写真152 IV区②掘削作業風最（南よ り）

製枯礎柱の枷切 で撹乱されている．IV区① と比べると破

壊を受けている範囲が少ないまた．基礎柱の掘方埋土

を掘削したところ．残りのよい赤煉瓦梢み非礎とその掘

)jが3悲確認された．これらは検出した1名位や状況から，

先述した IIIX：① と．後述する1430・ 1436 ・ 1437調究地．I，1i

で検出 した赤疎1•L梢み基礎と 1ril 時期のものと椎定で き ．

熊本i,・’:j等工菜学校の1「1本節の払礎であることが後日に判

明したこれら力課瓦梢み基礎の調究は．次年度におこ

なわれたため．米年度の年報にて詳細を記載する．

6. （黒髪南）本部屋外スロープ取設工事に伴う立

会調査 (1430)

く調査期間＞

2014年12)112日～糾料涜中

く調査面栢＞

195.77ni 

く調査員＞

llliri•ケン 1irj次郎．

く調査概要・結果＞

本部棟の東西への旅装．土Ilil．縁石．側i.1，1i．雨水排水

管：．雨水桝．足外スロープなどの設ii1に係る立会調壺を

写真153 I区②表土掘削状況 （北より）

第II迂訓査の記録
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実施した．

本調壺地点は．建物東側と西側に分かれており．

1429 ・ 1437調査地点の調究範囲と重板 している．調森区

西側が1429調査地点の I区②．東側がIIl区に各々相当す

る． I区②では地表下0.2~0.3mで赤練瓦梢み基礎が南

北方向に約 6m検出できたこれは1429他調究地点で

検出された赤煉瓦梢み基礎と同様．熊本高等工業学校の

旧本館の西端の基礎と考え られるこれら赤畑瓦梢み払

礎の調査は．次年度に実施したため．米年度の年報にて

詳細を記載する．

7. （黒俊南）黒艇南 S1等太陽光発電システム基

礎設置その他工事 に伴う立会調査 (1434)

く調査期間＞

2014年12月22日

く調査面積＞

77.9rri 

く調査員＞

松田光太郎 • 島捕健生 （株式会社有明測拡llFJ発社） ．

く調査概要・結果＞

焦嬰南地区の太1拗光発氾システムの基礎を設骰するエ

事に伴う 立会である．調壺はA・B・C区の 3箇所から

写真154 A区近景 （南西より）

写真155 A区掘削状況 （南より）

第1I章調査の記録

なる

A区は水理実験至の南西隅から西へ0.9111の所に位iiIt

する．工事は東西3.5m・南北4.5mの範囲の外周に．基

礎埋設川の溝を方形に掘削するものであった．溝の幅は

0.9m. 溝の深さは地表下0.6mで北東部および南 部 で

コンクリートが検出された． コンクリート以外の部分は

配笠やそれに伴 う現代J里土であった． コンク リー トはそ

のまま残附した．辿梢 ・辿物の検出はなかった

B区は理学部3号館の南側に位骰する理学部3号館

の南束隅の犬走りに接して東西4.5m・南北3.6mの範

囲の外周に．輻0.9mの溝を掘削した．溝の深さは地表

下0.5mであ った 北辺および束辺は掘削深度まで全て

現代のJlll土からなっていた．南辺およぴ西辺の南半では

地表下0.4mで．洪水によると思われる砂があり ．下で

近枇～近代の土が検出されたそこで範囲の記録をとり

その後その土を1襄巫に掘i'iIJ深炭まで掘り下げた．辿樅

は検出されず．終了した．辿物は土器片が出土 した．

c区は共）Tl棟黒髪 2の北京隅の犬走りからわずかに東

に位骰する．東西3.5m・南北4.3mの範囲の外周に沿う

ように．幅0.9mのii，1iを方形に掘i'iIlした．溝の深さは地

表下0.5mであった東辺は柴石を含む樅乱挫土からなり．

近代の建物の基礎と息われた西辺は建物に近いことも

写真156 B区近景（南西より）

写真157 B区掘削状況 （南西より）



写真158 C区近景（南東より）

写真159 C区掘削状況（北よ り）

あり全て現代埋土であった北辺および南辺も大半は

現代埋土であったが北辺で幅0.5m, 長さ0.9m.南辺

で幅0.2m,長さ約0.3mの範囲にわたり近批～近代の土

の存在を確認したこの土は掘削底而で検出されたもの

で，掘削により削られることはなかった．辿物の検出は

なかった

8. （黒俊南）黒髪南 S1等太陽光発電システム基

礎設置その他工事（電気設備）に伴う立会調

査 (1435)

く調査期間＞

2014ifl2月22El. 2015年1月16日

く調査面積＞

46.0rri 

く調査員＞

松田光太郎・山野ケン陽次郎 • 島iili健生 （株式会社有

l開ij!ljii:l}tl弓もをt)．

く調査概要 ・結果＞

馬髪南の太協光発屯システムに係る軍気設りiiiを設骰す

る工事に伴う立会である．

調査はA・B・C区の3箇所からなり ．その区分は

1434調壺地点と共通する．B・C区は1434調査地点の掘
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削と重複し．新たに掘削した箇所は極めて少なく ，掘削

深度も1434地点より浅かった．本調査で主に調査したの

はA区である．

A区は工学研究機器センター東壁と水理実験室の南西

部に設悩する太1勘光発電システムまでの I{j•1 に軍線を設似

するための構i：を掘削する工事であった． 12月22日に工学

研究機器センターと水理実験室の間のルート 上にl.QX 

1.0mで掘削をお こなったところ， I僻害物がみつかった．

そこで文化財保設法第93条の申請範囲を西側に変更して

再度届出をおこない， 1月16日に改めて掘削をおこなった．

A区の工学研究機器センターに近い部分は同セン

ター東壁から東に向かって直線的に長さ3.3m.幅1.1m 

掘削した．掘削したのは現代埋土であったそれ以東は

南東方向に向きを変えてl.3m掘削 した当該地区東側

では地表下0.3mでコンクリートが検出された．掘削深

疫を0.3111に浅くしても工事はできるとのことであった

ので，掘削はコンクリート上而までとなった．それ以南

は直線的に10m南下 し，太l拗光システムヘつなげるもの

であった 地 表 下0.5mまで掘削したところ，当該部分

において南北に走る既設ケープルが3本検出されたそ

れは残似して工事を進められるとのこ とであったので

掘削は現代埋土を掘ったのみで終わった．また接続のた

め． 1434調査地、点の範囲内も1.3mxQ.9111の範囲を掘i,ill

したが．ここも現代埋土であった．

さらに水理実験室西側0.2111に存在する直径0.7111のハ

ンドホールの盗をあけるため，ハンドホールの上面付近

をO.lm掘削した現代埋土を少し掘削しただけでハ ン

ドホールの船を検出することができ．掘削は終了した．

B区は理学部 3号館の南側に位悩する．1434調壺地点

で掘削した東西4.5m・南北3.6mの範囲の中央に．幅0.6

m. 長さ1.2111.L字状に掘削した．掘削深度は地表下

0.4mまでであり ．現代埋土のみを掘削して．終了した．

c 区 は共J•11棟黒嬰 2 の東側に位骰する ． 東西3.5m ・ 

写真160 A区近景（南より）

第II章 調査の記録
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写真161 A区掘削状況（南より） 写真162 II区⑨重機掘削作業風景（東より）

南北4.3m の範囲の中央を幅0.6m . •長さ l.Om掘 j'jlj した ．

掘削したのは現代埋土であった

以上3箇所を掘削したが辿構 ・辿物の検出はなかった

9. （黒製南）本部エレベーター棟増築工事に伴う

立会調査 (1436)

く調査期間＞

2015年1月7日～糾続中

く調査面梢＞

60.3面

く調査員＞

山野ケン1楊次郎

く調査概要・結果＞

本部棟南側へのエレベーター棟堺築に伴う基礎工事と

地盤改良に係る立会調査を尖施した．

調査は．基礎工事が6.7X9111の範囲を地表下0.7111ま

で掘削する必要があり．地盤改良が碁礎工事の調究範囲

内の 5X 8111.深さ5.5111まで杭打ちがおこなわれる予

定であったさらに．前者の西側は．1437講l:'ti:地点の排

水管設骰に伴う掘削範囲と接するため．これら 3つのこl_.. 

事範囲を II区⑨ として総称し． 一括してi：機による掘削

をおこなった

調究区南監側では地表下約0.3~0.4111で 5~6段分が

梢まれた赤煉瓦栢み基礎が広い範囲に検出されている．

この基礎は棗西方向へ約10111伸ぴており ．これに付随

する形で中央やや西よりに1xQ.9111の赤練瓦梢み払礎が

検出されたこの他に0.7x0.7mの独立した基礎が． 一

部破壊を受けているものの 3箇所に確認できた．これら

赤畑瓦租み基礎は1429・ 1430調究地点で検出した赤畑瓦

和み基礎と同様熊本高等工業学校の旧本館の払礎と考

えられる．

この他．重機掘削中に現代埋土と古代包含｝杓の扱目か

ら土師器杯の完形品が出土するなど．古代の辿構の存在

l
-
ヽ

写真163 lI区⑨土師器出土状況 （北より）

も想定できた． これらの調究は古代の辿構の掘削も含め

て次年）文におこなっているため．報告は次年度の年報に

記載する．

10.（黒髪南）本部改修その他機械設備工事に伴

う立会調査 (1437)

く調査期間＞

2015:rj.: J J-j 14 17～翁屯命'C11―I

く調査面稲＞

]02,0対

く調査員＞

山野ケン1湯次郎．

く調査概要 ・結果＞

本部棟周辺の給水 ・排水行の新設に係る立会調在を実

施した．調究は1429調究地点で設定した I・ TI ・ ill区に

分かれており， 1429・ 1430 ・ 1437瀾壺地点の調究範囲と

煎板する部分があった．本年）文は1429調査地点に記載し

た II凶②．および1436,蛇,¥]壺地点のn区⑨ と韮複しており ．

それぞれの調究地点で詳細を記載している．その他，＂ 
区⑨周辺の給水 ・排水特の設ir,'に係る掘削やIll区の掘削

は．翌年）文に尖施したため．次年炭の年報に詳細を記載

する．

第 1I章調査の記録
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II -3 本荘北地区 （図5参照）

1.（医病）環境整備（東側駐車場等）工事（舗

装・構築物関係）に伴う立会調査 (1320)

く調査期間＞

20141n2J J 3 [I ・ 20151ド2月23日

く調査面和＞

3403.4m'（約20m')

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

旧中央診療棟東側にある広場を新しい外米診療棟の

ロータリーとするため．舗装や車止めの設附工事等をお

こなったまた．擁搬やス ロープの撤去をおこなった．

車止め設・i性のための掘削を広場中央と 第一立休駐車楊

南西隅付近でおこなった．広楊中央では．車l]戎．め設骰の

ための掘削をおこなったと ころ．地表下0.55mで包含I杓

に達した．辿構がないことを確認して地表下0.65mま

で掘削した．土師器JIilが出土した．

第一立体駐車楊の南西I偶付近では． 0.5x0.5mの掘削

写真164 広場中央車止め作業風景（東より）

写真165 広場中央車止め掘削状況（東より）

写真166 立体駐車場南西隅車止め作業風景 （南より）

＼
 ニ

写真167 立体駐車場南西隅車止め掘削状況（南より）

写真168 医学部総合研究棟南擁壁試掘状況（東より）

を 3 本分おこなった． •最も南で地表下l.lm まで掘削した．

包含I,191のような綺脱な土陪内までの掘削であった．この

土）［りは．この付近を通る大溝の埋土である可能性がj~':j い ．

古代の土師器片・ 須恵器片が出土した．

医学部総合研究棟南側の1薙壁撤去も．試掘を行いJ!l[-1・.

内で施―Iー：できる ことを確認した．施工業者にばl真重に 1:

’liを 進めるよう 指示 して 調査を終了した．

第II菜調査の記録
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2. （医病） 環境整備（東側駐車場等） 工事（人

孔．雨水管関係） に伴う立会調査 • 発掘調査

(1321) 

く調査期間＞

20141I~ 4月25日～12月9H 

く調査面栢＞

1551.5面 (912.8rri)

く調査員＞

大坪志子 ・西谷彰（九州文化財研究所）．），99,jii1i他生 ・

米村大 （株式会社有1リliJ!iJ-:1::IJf.l発社）．

く調査概要・結果＞

外来診療棟の新‘i約．1}｝l|浣に伴い． II」中央診根棟束(lIIlに

ある広場の東側と南側に雨水箭および人イしを設i姓するこl:
事． またカルバー ト (II行渠）の改修工lli・に伴い立会澗究

を実施し．辿構が検出された箇所については発掘調究に

切り替えた工事の行程に合わせて調壺区は全部で43区

設定した

人孔および雨水笠は．西側から掘削を1}fl始した．途中

までは撹乱により ．辿構の検出はなかったが，広楊の中

央付近より東側で検出された． 検Illした辿構は古代の住

居柱穴．溝が主で．土tiIi器 ・須忠器が出土した．と！91:柑

や刻因のある土器もある．

カルバー ト改修では現在流れる三の井手の右岸と左

岸をそれぞれ2分し． 4分割で調壺をおこなった この

うち 北東に位骰する XXX区では現在の水路・ 三の

井手の脇で石垣を検出した．石垣はriil知石を使JIlして

おり ．約7mの長さを確認した 11:1佼II石は控えが長めで

すほまらない やや形態の古いもので江戸時代後期の所

韮と考えられる現在の三の井手の前身と考えられ．現

在の三の井手がある時期に造り替えられたことが初めて

確認された

写真169 X rv ・XV区完掘状況 （西より） ー、
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写真170 XXX区作業風景 （北より）

写真171 XXX区三の井手石垣検出作業風景（西より）

3. （医病） 環境整備 （東側駐車場等）工事（樹木

関係） に伴う立会調査•発掘調査 (1322)

く調査期間＞

2014年11月27日～12月2日

く調査面積＞

230.6面 (9.42面）

く調査員＞

大坪志子 ・西谷彰 （九州文化財研究所）• 島浦健生 ・

米村大 （株式会社有明測批開発社）．

く調査概要 ・結果＞

旧中央診療棟束側にある広場に植樹されている樹木を

移植するため．周囲の掘削に立会った．2本の樹木のう

ち西側のサクラは．掘削が埋土中におさまった東側の

ケヤキは掘削途中で辿構而に述したため．発掘調究に切

り替えた．

粕査の結果溝 l条と数個のピットが検出された．溝

は束西方向に走り ．二段掘りになっている北側の溝の

肘は調究区外で正確な幅は不明であるが 2m程度と

予想される．

第II姦調査の記録
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写真172 サクラ周囲掘削状況（西より）

写真173 ケヤキ周囲作業風景（東より）

I ~. -~咆謹馨m.-9 ..＂／4-

国

写真174 ケヤキ周辺完掘状況 （北よ り）

4. （医病）基幹整備（東側駐車場等）工事（電

気）に伴う立会調査•発掘調査 (1325) 

く調査期間＞

201511:'. 6月3日～11月13ll 

く調査面租＞

487.7rri 058.1 n-i) 

く調査員＞

大坪志子 ・西谷彰 （九州文化財研究所）• 島り1if也生 ・

米村大 （株式会社有明測•21(|｝り発社） ．

く調査概要 ・結果＞

第1I豆調査の記録

阪学部基礎医学研究棟西口付近および第一立体駐車場

西側に大型のハンドホールを設骰して新しい外来診療

棟康入り「Iから配線する工事である． 1321調査地点と同

様に．工事行程にわせて調壺区を設定した．

外来診療棟側から掘削を開始した．工事範囲のおおむ

ね康半分で辿物包含府および辿構面 ・辿構が検出された．

一部は． 1321調究地点と合同で調究をおこなった．検出

された辿構 ・辿物は1321調壺地点と同様．古代の住居や

溝ピットで 土師器・須恵器が出土 した．

写口175 広場中央掘削状況（東より）

写真176 基礎医学研究棟西側掘削状況（北より）

写真177 基礎医学研究棟西側作業風景（北より）



5. （医病） 中央診療棟東側環境整備工事に伴う立

会調査 (1413)

く調査期間＞

2014年7月8・ 14日

く調査面積＞

225.4rri (1.8面）

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

中央診療棟東側の中庭を整備する事業である．スロー

プや花概狛水桝などを設附するが最も掘削深度が深い

集水桝の掘削に立会うことにした

桝は 2か所で，1.3X 1.3の範囲を0.7mの深さまで掘削

したが，埋土内であり，辿梢 ・辿物の検出はなかった．

写真178 桝①作業風景 （東より）

写真179 桝①掘削状況（東より）
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写真180 桝②掘削状況（西より）

6. （医病） 中央診療棟東側環境整備（機械設備）

工事に伴う立会調査 (1414)

く調査期間＞

2014年7月8・ 14日

く調査面積＞

21.6面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

中央診療棟東側の中庭を整備する事業である．排水岱．

雨水浸透桝．給水管などの新設工事であるが 1413調査

地点の工事内容のほうが掘削深度が深いため．1413調壺

地点の試掘で，本調壷地点の試掘を兼ねた．給水箭の建

物への取り込み箇所が深いため．その部分について立会

調究を実施した．

1.2 xQ.8mの範囲を地表下0.85mまで掘削したが埋

土であった．辿構 ・追物の検出はないこれより浅い配

管については．そのまま施工良しとした

写真181 作業風景（北西より）

第II章調査の記録
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写真182 掘削状況（北西より）

7. 66kV銀座橋熊大医学部線鉛被 OFケーブル改

修工事に伴う立会 • 発掘調査 (1423)

く調査期間＞

20141no月16・ 17日 （細続中）

く調査面積＞

37.2n1 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

ケープル埋設のための竪坑は地表―Fl7mまでの掘削

で矢板を打ち込むために周囲も地表下 lmまで掘削す

る必要があった既往の調究において周辺では辿物は確

認されるが明確な辿構而や辿構は確認されていないため．

4.65X8mの掘削範囲内で トレンチを設定して試掘をお

こなう ことに した．

調壺区の中央を長軸 （南東ー北西）に沿って掘削する

と地表下0.65mで古代の辿物包含附が検出された．こ

のため．矢板のための掘削でも彩押があるため．全範囲

を確認することにしたただし．包含）f1は次の掘削で一

度掘り起こした発生土である ことがわかった．

竪坑の範囲を最小限に設定し． 4.65X8 mの範囲のう

ち．周囲を0.7m前後の幅で残して中央を掘り下げた．

地表下 lm程度で一部包含陪を検出し．地表下 1.2mで

辿構而に達し．調査区の南束側で溝が検出された．溝は

北東ー南西方向を向いている．二段掘りになっており ．

底は幅0.5m, 深さ0.3~0.6mの溝で．上部に向かってな

だらかに広がり ．左岸は調査区範囲外で不明である． ・1立

も深いと ころでは地表下約2.6mである．辿物は須恵

器 ・土師器が出土している．付随する工事とそれに伴う

調査は来年度まで継続予定である．

第II姦調査の記録

写真183 作業風景（南西より）

≫ 

写真184 M 1溝掘削状況（南西より）

8.（医病）枯木除根伐採業務に伴う立会調査

(1424) 

く調査期間＞

2014jl'-10J-J 2913 

く調査面籾＞

21.16対

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

西病棟の北側駐車場にある緑地術に移柚された樹木が．

立ち枯れし危険が生じたため撤去をおこなうこととなっ

た地上部分は伐採し．地中に残った樹根の撤去に立

会った．

樹根の周間を地表下1.1~l.3mほど掘i'illし．樹根を巫

機で撤去した． この掘削では．辿物但含lf1や辿構面に達

することはなく ．辿物の出土もなかった．既往の調究成

呆からすれば本米なら辿物包含IÌ91や辿構而に達する深

さであった． II」第 3 病棟 • 第 5 茄棟に圃まれた箇所であ

るため．撹乱内であったと考えられる．



写真185 作業風景（北東より）

写真186 樹痕周囲掘削状況（北東より）
-、

r←̀ 

写真187 樹痕撤去状況（西より）

9.（本荘北）臨床研究棟新営その他工事（地下躯

体撤去・擁壁設箇）に伴う立会調査 (1425)

く調査期間＞

2014年11月17.21.25.26El. 2015年 2月9El ~24 H (糾

続中）

く調査面積＞

1655対

く調査員＞

大坪志子 ・松田光太郎・ l.99,jnIif也生 （株式会社布1リl測：K

開発社）•阿比留士朗 （株式会社イピソク ） ．

49 

く調査概要・結果＞

臨床研究棟新‘iJ,．こI―?Ji.の本1本部掘削に先立ち， シートパ

イル設骰地」．．構造物撤去および一部工事川擁設培設ii'i:

のための掘削に立会った．

調査区南側中央部で旧第 6病棟の地下躯体がシート パ

イルと交差し 1陪 •寄となるため， 先行してシートパイルの

工事ができるよう ．111第6病棟の地下躯休の一部撤去の

ために掘削した地―ド躯体から南側に4X3mの範囲を

掘削した地表下4.5mまで掘削 したが払礎はまだ下

に続く状態であった この深さでは辿物包含）［イおよび

辿梢而が残されている可能性はないため． この範囲内で

恨韮に躯体の撤去をするよう確認した．

写真188 シートバイル部掘削状況 （南より）

調森区北西角では．使川しないスロープの撤去と擁股

檄設樅のための掘削をおこなった．調壺区の北西角から

東側への擁股壁の予定線上に以前の建築物の地中梁と恩

われる構造物が検出された 地中梁の東側の一部はすで

に辿構而に達する深さである．大半は破壊を受けている

ことを確認したが梁の直下に残されている可能性が

あったため．撤去に際は確認のために掘j'jljした深さを遥

守してお こなうよう指示した東側へ掘削を進めると．

新たに構造物が検出された． このため．擁護檄の杭を南

側へずらすこととしたが南側でも 1第密物が検出された

ため．保留となったこれより以東は一部包含府が検II,1

されたため．掘削を ii,．め．本澗森をまって――l―?liを再1}甘lす

ることとして先行 I：事のための立会を終えた．

第 lI立調査の記録
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写真189 地中梁西側確認状況（西よ り）

その後地下躯体撤去のための掘削に立会った．

地下躯体のうち西側の外樅基碇については東病棟があ

る関係で．撤去されていたため． 旧第6病棟の南西側 ・

南東側 ・東側 ・北側の基礎が撤去対象となった．南西側

部分は建物の基礎支柱が残っており．支柱の撤去とシー

トパイル打設のため．支柱より南側へ3.7~4.5mの範囲

を長さ約20mにわたり ．i立深部が地表―F3.0~6.0mにな

るまで掘り下げた．掘削したのは全て現代埋土であった．

南東側部分は幅3.7111.長さ約24mを．深さ地表下3.0m

まで掘削したここには南北方向に走るコンクリート基

礎が数本残っており．コンクリートは地表―F3.0m以上

を祈りで撤去するとのことであったのでコンクリート

以外の土の部分を掘削した．掘削したのは全て現代埋土

であった

写真190 調査区近最（南西より）

第II迂調査の記録

写真191 南側部分掘削終了状況（東より）

東側部分は旧救急柚の西側に当たる． l|Ihi約2m.長さ

約20mを．深さ 3mまで掘削した南端から6.9mの所

に長さ 7mのコンク リー ト基礎が埋まっていたコンク

リート基礎は地表下 3m以上を祈りで撤去するとのこと

であったので．掘削はコンク リート基礎以外の土に関し

ておこなった．掘削したのは現代の郡土であった．

北側部分は地下躯体撤去および擁槌設i性のための掘削

部分である．旧第6病棟跡地と設備管理棟のIlilに位骰し．

西側に所在する東病棟を起点に東西捩さ48mまでが掘

削対象であったそのうち東病棟東槌から束へ9m付近

には検水柏を設骰するため．検水柏付近の約 8mx6m

の範囲を深さ1.9mまで掘削するこl：事に立ち会ったこ

の北側部分西部の調究範囲の西半は地下に埋設された共

同溝掘削に伴う現代埋土のみであったが東半では地表

下1.0mで古代の包含｝料が確認された．包含／名を少し掘

り下げたところ．黄褐色砂質土を検出而として古代の辿

梢を検出したそこで熊本市教育委員会文化振oo課職貝

に現地確認を得立会のまま記録調査を進めることに

なった当該部分で確認した辿梢は竪穴住居2基．溝状

辿構 l条．ピット20基であったこのうち溝状辿構は当

該部分の東側に存在し．北北西ー南南束方向に走るもの

であり．竪穴住居 2基を切って構築されていることを確

認した．包含／杓．辿構が検出された部分はそれらを調究

し， 土r:ili器や須恵器が出土したその後地山の黄褐色

砂質土を地表下1.9mまで掘り下げた．黄褐色砂質土に

は辿梢はなく ．当該部分の調:Jltを終了した．



写真192 北側部分西部追構全景（西よ り）
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写真193 北側部分西部竪穴住居 ・溝状追構（南より）

北側部分の検水柏以東は東・1,iH東北壁の延長線以南2

~5mまでの間の幅約 3mを調杏した当該部分も深さ

1.9mまで掘削する工事であ ったが大部分は樅乱で．

東病棟束墜から44~48mの範囲にのみ辿構や包含府が存

在した．辿構は地表下約0.8mで近世～近代と 息われる

栗石の集積を伴う建物基礎を 2箇所検出した．2基の基

礎は長方形をなし北側の基礎と南側の基礎がお互いに

平行するものであったが南側に存在する建物払礎はL

字状にIIllがって1426調査地点で検出された建物基礎につ

ながっていたこの建物基礎は古代の包含府を削平して

構築されていたまた古代の包含府附下の地表下 lm付

近には明るい黄褐色砂質土がイi••在していた ．

この黄褐色砂質土を掘り込んで古代のピット3払か検

出されたそのうち 1払は規校が大きく． 1426調究地、1!.j‘

で別に発見された大煎柱穴と南北線上に並ぷため．掘立

柱建物と考えられた辿構が検出された部分は辿構の調

査後．砂質土IMを地表下1.9mまで掘り下げた．黄褐色

砂質土は若干のIlifい部分を挟んで地表下l.6mまで続き．

そこから下にはにぶい黄褐色の硼い砂lr1が存在していた

最下／竹には硬いII行褐色土lf’1が存在したが辿物は1,1-,1一I→．し

なか った地表下1.9mまで掘 り Fげ，J立l‘・底『Iiに辿構

が無いことを確認し，調壺を終了した．
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写真194 北側部分検水槽以東撹乱 （東よ り）

写真195 北側部分検水槽以東建物基礎（東より）

逍物は古代の包含府や辿梢から土師器 ・須忠器が．建

物基礎を毅う土罰などから近世以降の陶磁器などが出—I••

した．

10. （本荘北）臨床研究棟新営その他工事 （本体

工事）に伴う立会調査 •発掘調査 (1426)

く調査期間＞

2014年11月17EI. 12月24~2015年 1月9El. 2月9~

241::1 （維続中）

く調査面積＞

2141 rri 

く調査員＞

松 l_11光太郎 • 島浦健生 （株式会社有明測批開発社） ．

阿比留士朗 （株式会社イビソク ）．

く調査概要・結果＞

臨床研究棟本体を建設する工事に伴い立会を実施 した

臨床研究棟本体建設予定には以前第 6病棟が存在し．第

6病棟には地下室があった関係で大部分は調究の必要

がなかった しかし臨床研究棟建設予定地は第 6病棟所

在地の北側にも延びているため，本体工事エリアの北側

は立会調壺の対象域とした．

調査の結呆，束病棟東墜直下から東側へ13mにかけて

第II菜調査の記録
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写真196 北東部近景（東より）

ノ

は東病棟北槌の延長線から南へ約 5mまでの間で古

代の追物包含府および辿構が残存していることが明らか

になった．包含附は地表からの深さ0.8mにおいて．幅

3 m.長さllmの規模で存在していたそれ以南は批乱

が深く．旧第6病棟の墜から約 3mまでは第6病棟建設

時の掘削で壊されていることが判明したそこで熊本市

教育委貝会文化振邸課および熊本県教脊庁文化課の許可

を得 12月26日より発掘調査に切り替えて調究をするこ

とになった当該区で確認された辿構は．近匪以降の梨

石を伴う建物基礎2基．古代の竪穴住居3基．溝；1）湛i11'lt

1条．ピット31基であった．溝状辿構は北北西一WiT¥i束

に軸をもつものであった．竪穴住屈は掘力がかろうじて

確認されたのみであった辿構からは土師器や頒忠器が

出土した．

また束病棟東墜直下を起点として東へ14mから44m付

近にかけては樅乱が深くまでおよんでいた また康病棟

東壁から束へ44mから47m付近において東西方向3m. 

南北方向 4mの範圃にわたって地表―F0.8mで梨石を伴

う近世～近代の建物基礎とその直下の古代辿物包含11'・1が

確認されたそのうち建物基礎は1425調杏地、点で検出さ

れた南側の建物基礎と連続するものであったまた当該

部分では古代の追物包含｝¥"1を少し下げた段階でピッ

トが9基確認されたそのうちの 1碁は規校が大きく ，

隣接する1425調究地、点で確認された大型ピッ トと共に南

北線上に並ぶことから，掘立柱建物の柱穴であると考え

られた古代の辿構の調森終了後．地ll」を掘り下げた

当該地区も1425調査地点1,;J様．地表下1.2mで黄褐色砂

質土1罰になり．同1.6mでにぶい黄褐色の硬い砂11'1に移

行していた地表下1.9m付近には硬いII行褐色土附が存

在したが同附からは辿物は出土せず． IJ,Hi:を終了とし

た．

第 1I姦調査の記録

写真197 東病棟東壁東13m付近迫構全景（西より）

で｀｀＃ 一—ヽ

写真198 東病棟東壁東44m撹乱掘削状況（東より）

写真199 東病棟東壁東47m付近迫構全景（南より）

11. （医病）管理棟改修その他工事（撤去）に伴

う立会調査 (1432)

く調査期間＞

2014年12月18・ 191-1. 2015年 1月23日， 2月16日 （継

続l1 l) 

く調査面和＞

279.70111 

く調査員＞

松Ill光太郎 ・ 山野ケン協次郎 • 島 iiIi他生 （株式会社有

明測斌開発社）• 阿比留史朗 （株式会社イピソク ） ．



く調査概要・結果＞

外来臨床研究棟を管理棟に改修するため．不要な枯造

物を撤去する工事に伴い実施した立会である． 2014年度

内に調査した箇所は，外来臨床研究棟南西部南端の歩行

訓練施設撤去部分，医学部臨床研究棟前の花坦部分．外

来臨床研究棟と医学部臨床研究棟の間の中庭の1旅害物撤

去部分．外来臨床研究棟中央南側の渡り廊下撤去部分の

4箇所からなる．

歩行訓錬施設撤去部分の工事は東西9.3m. 南北6.3m

の範囲にある長方形の基礎の撤去であったコンクリー

ト基礎を撤去するため． コンクリート部分とその外側を

含め．幅0・6~0.8mの部分を深さ0.55111まで掘削し，コ

ンクリート基礎を篠出させた．掘削したのは現代埋土の

みであったその後基礎は韮機の先に取り付けたハサミ

で割り壊した．

医学部臨床研究棟前の花培部分は， 三角形に張り 出し

た花培先端3.5mx3.5mの範囲の撤去工事であ った花

坦縁石部分および花堕中央部分において．一辺0.4~0.6

mの方形の範囲内を深さ最大0.6mまで，スポット的に

3箇所掘り下げた 縁石部分は0.3m掘り下げた段階で

縁石を抜き取ることができ，掘削を終了した．花培中央

部分は．花培地表而下0.3mまでは花坑埋土．その下0.6

写真200 調査区近景（東より）
，， 

写真201 歩行訓練施設撤去部分掘削状況 （南より）

‘’ 
｀ 」--
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mまでは旧表土が存在していたその他の部分も含め．

掘削は辿跡に影郭しないと判断し．工事業者に花坦全体

の掘削の了承を伝え．当該祁分の立会を終了した．

中庭の節害物撤去部分は西側のコンクリート樅基礎 1

箇所．庭石6箇所．樹木6箇所からなっていた．コンク

リート檄基礎はコンク リー ト部分を含め，長さllmにわ

たり ．幅1.8m.深さ0.6~0.7m掘削し．コンクリート壁

基礎を露出させるための掘削をおこなった．掘削したの

は現代埋土であったその後は重機のはさみで基礎を破

壊し．撤去した．庭石は 6箇所にある13個の石の周りを

写真202 花坦部分掘削状況（南より ）

写真203 障害物撒去部分庭石掘削状況 （西より）

写真204 渡り廊下中央部南半掘削状況（北より）

第Il章調査の記録
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地表下0.3~0.6m掘削した掘削したのは現代JJU土であっ

た石はその後重機で除去した．樹木6箇所のうち 5箇

所に関しては地表下0.4~0.6mまで掘削し．抜き取った．

掘削したのは現代埋土のみであった．残りの 1箇所は竹

の除去のため．外来1t,~；床研究棟南墜に平行して輻3.7 m.

長さ21.4mの範囲を掘i'illする工事であった． 1箇所掘削

した結果深さ0.5~0.8mの現代郡土を掘削すれば除根

できることがわかりその他の部分の掘削も辿跡に影押

ないと判断し．当該部分の工事を恨訳に進めるように指

示し立会を終了した．

渡り廊下撤去部分は東西輻3.25m.南北長11.6mの範

囲に設似された渡り廊下の基礎を撤去するこl:iliであった．

基礎はコンクリート槌体が東両両側縁に．平行するよう

な形で埋設されていた．掘i'jIlしたところ，非礎槌体Illl

は深さ2.4mまで批乱JJll土となっていた．撤去工事は墜

体Ilil内部の批乱埋土を除去し．煎機で槌体を内側に倒す

ようにして撤去した

辿梢 ．辿物の検出はなかった．

12. （医病）案内板設置業務に伴う立会調査 (1433)

く調査期間＞

2014年12月19日

く調査面租＞

2.0m' 

く調査員＞

松田光太郎 • 島 ii|i健生（株式会社布1リ li)［lj -ht |}Fl発社）．

く調査概要 ・結果＞

中央診療棟西側の時間外出入口南側に案内板を設骰す

る工事に伴う立会である．

看板の基礎を設骰するために掘削した箇所は南北2箇

所である．北側の箇所は時間外出入口前の通路から南に

2.8m. 西側の花境縁石から東に0.5mの位1性に径0.25m.

深さ0.75111の穴を掘ったものである地表下0.4mまでは

写真205 調査区近景（西より）

第Il章調査の記録

写真206 掘削状況（南より）

花坑の表土，その下0.55mまでは砕石が入っておりそ

の下の土も小石の混じる現代埋土であった．

南側の箇所は北側の穴より 1.5m南に位附する．径0.25

mの穴を地表下0.75mまで掘削した地表下0.35mまで

は花歴の表土．0.5mまでは砕石．その下は現代の埋土

であった．

辿梢 ．辿物の検出はなかった．

13.（本荘北）臨床研究棟新営機械設備工事に伴

う立会調査 (1441)

く調査期問＞

2015ijc: 2月12日

く調査面積＞

40面

く調査員＞

松田光太郎 ・阿比留士朗 （株式会社イビソク）．

く調査概要 ・結果＞

建設中の臨床研究棟用の配管を設附する工事に伴う立

会であった．既設配管を探しその配管に新規配行を接

続するための工事であった．掘削した場所は設備箭理棟

南東隅から西へ3.0m. 南へ3.7mの所に位骰する． 1425

調査地点に誼複する部分とその東側からなる．

1425調査地点に韮複する部分は東西長2.6m・南北輻

0.4111. 深さ地表下0.7~0.85111まで掘削し，既設水逍岱：

を検出したが目的の水道管ではなかった．掘削したの

は全て現代埋士で水道管の掘方には山砂が入っていた．

1425調査地点の東側は新たに東西長約2.lm・南北

幅約0.9m. 深さは地表下0.6~0.Smまで掘削した地表

下0.8111で， T字状に交わる配管を検出したが．これも

目的の配管ではなかったそこでその楊所の北隣に0.7

x0.5mの範囲を方形に地表下0.8mまで掘削したところ．

東西に走る水道管を検出したこの水追笠は現在使用r1-1

の目的の水道箭であり ，それまでに掘削したスペースが



調査区近景（西よ り）

写真208 1425調査地点重複部分掘削状況（東より）

写真209 水道管掘削状況（南より

あればこの配管に接続するt事はできるとのことであっ

たので掘削はこれ以上おこなわないことになった掘

削したのは現代狸土のみであった

辿構・辿物の検出はなかった．

14. （医病）管理棟改修その他工事 に伴う立会調

査 (1442)

く調査期間＞

201511:. 2月25日

く調査面積＞

563.41-rl 

（継続II-l) 

く調査員＞

松田光太郎 ・阿比留士朗 （株式会社イビソク）．

く調査概要・結果＞
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外来臨床研究棟を箭理棟に改修する工事に伴う 立会で

ある．ライ トコート基礎および汚水ピ ットの掘i'illに立ち

会った

ライトコートは地表下2.lmを掘削上而として掘削し

た．掘削箇所は 4箇所あるが東西両端2箇所の抑'illに

立ち会った西端のものは5.0x3.7mの範囲を掘削する

ものであったがその中でも最も深く掘削される部分の

2.2 X 1.6mの範囲を深さ2.7m掘削した．掘削したのは全

て現代埋土であった東端のものは1.5X l.6mの範囲を

深さ2.7m掘i'illした こちらも掘削したのは現代埋土で

あり．辿構 ・辿物の検出はなかったこれら 2箇所のラ

イトコー ト碁礎部分は掘削上而が地表下2.lmと深い」-..

掘削の結果地下深くまで現代埋土が存在していて．辿

梢 ・包含府は存在しないので 他の部分の掘削も辿跡に

彩押 しないと判断し．ライ トコー ト全体の掘削を了水し．

現地を工事業者に引き渡 した．

汚水ピッ トは汚水ピット予定地3.7X 1.9mの範囲を布

していたが 1木のコンク リー トを剥がし． 0．7m|)LI)j. 

写真210 調査区近景（北西より）

写真211 ライトコート西端掘削状況（南西より）

第II章 調査の記録
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写真212 汚水ピット掘削状況（北より）

深さ0.7mの掘削をおこな った結呆，床而―Fo.4mまで

はコンク リートが存在 しその下0.7111までは黒褐色砂

質：I一．が存在した．砂質土中には佑jr:ili小イly,'が含まれていた

が辿構 ・辿物の検出はなかったこ こはライトコート

より 1階下にあたり ．この砂質土は自然の堆和物と考え

られた，掘削は辿跡に彩牌ないことから，汚水ピッ ト全

体の掘削を禎並に進めるよう指示し，立会を終了 した．

第 Il迂調査の記録



II -4  本荘中地区 （図6参照）

1. （本荘中）国最先端医学研究拠点新営その他エ

事（外構工事） に伴う立会調査 (1406)

く調査期間＞

2014．イド4JJ181]. 5 月19日

く調査面栢＞

1672.7nf 

く調査員＞

大坪志子 ・山野ケン1楊次郎．

く調査概要・結果＞

国際先端医学研究拠点新営に伴う．アスファルト舗装．

インターロッキング舗装や縁石．u字溝．集水桝の設iiit.

植樹に係る立会調究を実施したまず．新‘慇建物北側に

側溝を通すための立会を実施した． 3箇所に試掘トレン

チ を設定してそれぞれ0.8x0.7mの範囲を掘削した．

0.6~0.7mの深さ までを掘削したが各地点ともJ11日：内

でおさまり．辿構 ・辿物の検出はなかった IHI医学i・；|I講

義棟の南では狛水桝とこれに伴 うU字り作の設iiItのため．

3箇所に試掘坑を設ii化掘j'jljした．狛水桝設iiII,地、1位には

既存の箭が狸設されていたため．熊本市教宥委員会文化

振興課へ連絡し．掘j'jlj位戦を束へ3m程ずらすなど掘

削範囲の変史が生じた．染水桝設i位箇所には約l.lmX 

0.8mの試掘坑を設け．地表下約1.lmまで掘削したが

全て現代埋土であったま た． u字管設附節所には約 5

m 11:Jll/がで約1.5mx l mの 2つの試掘坑を設けた地表

下約0.7mまで掘削したがいずれも近代埋土であった．

国1祭先端医学研究拠点の南側において東洒方向 4箇

所で集水桝の設iiItに伴う立会を実施したいずれも約 l

m x 1.4mで地表下0.75mまで掘削をおこな ったが

全て現代埋土であり ．最下1杓には山砂が堆梢していた．

建物束側では．南北方向 3箇所で植樹に伴う立会を実

施したいず れも 直径約 2mの円形で地表下約0.5m

まで掘削をおこなったが全て現代埋土であった

新蕊建物北側では．側溝を通すための掘削に伴う立会

を災施した． 3箇所に試掘トレンチを設定して それぞ

れQ.8XQ.7mの範囲を掘削した． 0.6~0.7mの深さまでを

掘削したが各地点とも埋土内でおさまっている．

この他．アスファル ト舗装． インターロ ッキング舗装．

縁石．プロックの設骰に係る掘削が建物周辺の広い範

間でおこなわれたが従前の調査および今回の立会の結

呆． 全地、,.•.~で地表下0.5~0.7m まで現代j11！土である こと

が確認できたため．文化陪への影態は一切ないと判断し．

工事業者に恨訊に掘削するよう指示したいずれの調1t
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写巽213 中央試掘地点作業風景 （北より）

写真214 中央試掘地点掘削状況 （南より）

写真215 西側集水桝部分重機掘削作業風景（北東より）

写真216 西側集水桝部分掘削状況（南西より）

第II章調査の記録
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図6 本荘中・南地区における調査地点配匹図 (1/2000) 
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写真217 南側集水桝部分重機掘削作業風景（北西より） でも辿構 ・辿物は検出されなかった，

写真218 南側集水桝部分掘削状況（南西より）

写真219 植樹部分重機掘削風景（東より）

心-ロ-]尻I

写真220 植樹部分掘削状況（北西より）

第1I菜調査の記録
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II-5 本荘南地区 （図6参照）

1. （本荘南）体育館改修機械設備工事に伴う立会

調査 (1420)

く調査期間＞

2014ii::IO月14日

く調査面租＞

26対 (0.16rri)

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

本荘南地区の体育館改修に伴う松外排水 ・給水工事で

ある．掘削予定範囲は．体育館の南11[llでスロープ設1i',:・ 

手洗い場設樅箇所と爪複する．1本宥館北東角の給水管撤

去の掘削について立会を実施した．建物に沿って0.4x

0.4 Illの範囲を試掘したその結呆地表下0.25mで撤去予

定の行を検出した． 管の埋設深炭が浅く．建物の掘方内

でもあるため． 迅物包含附や辿構而には影押ないと判断

した．辿物の出土も ない．

写真221 作業風景（北より）

写真222 掘削状況（北より）

i. 

第II迂調査の記録

2 （本荘南）体育館改修工事に伴う立会調査

(1421) 

く調査期間＞

2014if 10J=J 14 ・ 15日

く調査面積＞

320.02面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

本荘南地区にある体育館の改修工事のなかで，掘削深

度が最も深い手洗い場設ii/｛部分．スロープ新設部分の掘

削に立会っ た．

第 2体育館南側入り口にある階段を挟んで西側にス

ロープを東側に手洗い楊を新しく設骰する工事である．

地表下0.85mまで掘j'jljをおこなったいずれも埋土内に

収まり ．逍物包含！粁および辿梢而には達しなかったこ

のほかのインター ロッキング • 土 li:J設附 ・ アスファルト

舗装等の工事は．掘削深度が0.85mより浅く，既往の調

究成呆からも辿物包含｝杓 ・辿構而には逹しないと判断し．

施工よしとした．

写真223 作業風景 （東より）

写真224 調査範囲東側掘削状況 （東より）



写真225 調査範囲西側掘削状況（南東より）

3. （本荘南）体育館改修電気設備工事に伴う立会

調査 (1422)

く調査期間＞

2014年10月14Fl 

く調査面積＞

6.48面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・ 結果＞

第二体育館の束南角から．東南側道路」．．に設i性されて

いる桝の間に軍線を通す工事である．1111,¥0.8111.深さ0.7

m前後で掘削をおこなった．古代の辿物包含附および追

構面は検出されなかった全体として砂質の綺脱な土｝i1

で本荘南地区の追梢而はこのような土）I`1である可能性

も考えたが今回の掘削範囲で辿構は検出 されなかった．

写真226 作業風景（南東より）

6l 

写真227 掘削状況（南西より）

4. （本荘南）ポンプ室設備及び給水設備取替工事

に伴う立会調査 (1451)

く調査期間＞

2014年5月2[I 

く調査面積＞

180rri 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・ 結果＞

本荘南地区において． ガスおよび井水配笠のために，

総延長360mを掘削した．

テニスコート周辺楷樹会館周辺．体育館／il辺． 医学

部保健学科 A棟周辺について14地点で試掘をおこ なっ

たいずれも，地表下0.8mlJli後の掘j'jljをおこな った

既往の配箭工事と巫なる地点も多 く．建物に隣接し掘プj

におさまる箇所もあった． 全ての地点で埋土内であ り．

包含附及び辿構而に影押は与えないと判断した．辿物の

出土 もなかった．

楷樹開館西側掘削状況（南より）

第II豆調査の記録
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写真229 A棟東側作業風景（北より）

写真230 ⑦A棟東側掘削状況 （北より）

写真231 体育館東側作業風景（南より ）

写真232 体育館東側作業風景（東より）

第lI迂調査の記録



II -6  大江地区（薬学部） （図 7参照）

1. （大江北）体育館改修その他工事に伴う立会調

査 (1402)

く調査期間＞

2014#: 4 Pl 1111 

く調査面積＞

60.80ni (0.64 ni) 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

体育館の西側南部にスロープを設ii11:する予定の箇所で．

試掘をおこなった．既存の階段のコンクリー ト基礎を撤

去してその下の砕石をある程度除去したが今回のJ_．． 

事で必要な掘削深度では砕石の中でおさま った文化財

への影評はなく ．施工良しとした．

体育館南側のフェンス基礎の撤去について．ーか所試

掘 ・撤去をおこなった．基礎の周囲を0.9X 0.4mの範囲

地表下0.5mまで掘j'jljして碁礎を引き抜いた作業は埋

土内におさま った他の基礎も同様に撤去するよう指示

し．立会を終了した．

写真233 スロープ部作業風景 （西より）

写真234 スロープ部試掘状況 （西より
I‘ 

g 
.ur. 
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写真235 フェンス基礎撤去掘削状況 東よ り

ヽ ヽ

2. （大江北）体育館改修その他工事（機械設備工

事）に伴う立会調査 (1403)

く調査期間＞

2014if 4月14「1~161」

く調査面積＞

414.00ni 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

体育館周辺に．ガス竹 ・給水管 ・汚水符 ．雨水稽 ．ii'i

火管 ，桝類をせ1!，設するT．事である．汚水竹以外について

はll箇所に試掘息，＇．I：を設けて調査をおこなった．

休育館西側では 6箇所において試掘をおこなった 地

表下0.8mまで掘削したがいずれも埋土内であった． ④

は水道箭の接続のためで作業に十分な深さで掘削は終

了 した ⑤はガス管の接続のため．作業に十分なl.4m

まで掘削して終了した ⑥ も止水した水道行を検出して

終了したいずれも掘削は埋土内である．

休育館南側では． 3箇所において試掘をおこなった．

汚水管が披も深く ．そのルー ト上 2箇所 (Ct@)で地表

写真236 ④体育館西 1作業風景（北西より）

第 1I菜 調査の記録
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図7 大江地区 （薬学部）における調査地点配器図 (1/2000) 
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写真237 ④体育館西 1掘削状況 （北より） 写真239 ⑧体育館南西部試掘作業風景（東より）

写真238 ⑤体育館西2掘削状況 （西より） ⑧体育館南西部掘削状況（南より）

第Il互 調査の記録



下0.65m前後まで掘削したが坦ヒIー：内であった．体育館へ

の管類の引き込みは，体育館建設1時の掘方内で．やはり

JllビL内であった（⑨）．

体育館北側では．雨水桝の撤去を行い 2箇所で試掘を

おこなった ⑩⑪ともに埋土内である．北側に通す雨水

行 ・汚水符は西側ほど深くなる．このため③で最も深く

なるため．③での試掘結呆から判断した．

体脊館南西部の汚水桝は地表下約l.lmで包含府を

検出したさらに掘削すると地表下1.65mで辿構而を検

出した． 調資区東檄下で輻0.2m. 深さO.lm程度の溝状

の掘り込みを検出したが辿梢であるか判断できない．

辿物は出土 しなかった．

この桝から西側へ管路をす}.1¥i'jljした地表下0.9-1.0m

まで掘削し．包含附上而を検11L¥した．辿構は検出されな

かった．工事としてはさらに掘削し．地表下1.3mまで

掘削した．辿構而には達しなかった．

次の桝も地表下l.0mで包含府を検出しさらに掘i'jlj

して1.4mで辿構而を検出した．辿構は確認されなかった．

辿物としては，埋土と包含陪から古代の土師器 ・須忠

器の砕片が出土した．

写真241 汚水桝掘削作業風景（西より）

写真242 汚水桝遺構面検出状況（南より）

65 

写真243 汚水管路掘削状況 （西より）

3. （大江北）体育館改修電気設備工事に伴う立会

調査 (1404)

く調査期間＞

20l4年4JJ14日

く調査面栢＞

44.2911-f (0.6n-f) 

く調査員＞

大坪志f.

く調査概要 ・結果＞

総合研究柚と体育館第一体脊五；•西側の間を繋ぐ通信

ケープルを埋設する工事である．

それぞれ建物の西側から取り出し．道路を縦断する

ルートで繋ぐ．このうち．1本宥館付近は機械設備工事で

同様の地点を掘削し．また這気工・・Ji.より深いので総合

研究棟付近を試掘することにした南北のルート の北端

部を0.6x l.Om. 深さ0.55面掘削したこの下に別の

池気配線が敷設されており，ルートの半分はこの配線の

掘方内におさまる ことが判明 した．

休脊館付近は．遁気の掘削予定地表下0.6mでは．埋

l：内であることが確認されたため．施工艮しとした．

写真244 作業風景 （北東より）

第II菜調査の記録
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写真245 掘削状況 （南より）

4. （黒斐他）屋外サイン設置工事 （大江）に伴う

立会調査 (1447)

く調査期間＞

2015年3月3日

く調査面稲＞

32.6面 (3.91面）

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

大江地区のサイン設骰工事は 全部で16箇所に設骰し

たがこのうち文化｝杓に影評が及ぷ可能性がある北l"lと

束l"l付近の2か所について立会を実施した．

北l"l前は．北門から南に3.5111程の地点の緑地僻を掘

削 した．掘削途中で遁気配線が検出されたため．北へ0.5

m位irtを変更 した． 0.9x2.3mの範囲を0.6111の深 さまで

掘削したが埋土内でお さまった．

束l"l前は 東l"］から東に 5m程の地点の緑地幣を掘削

した．掘削途中でヒューム管が検出されたため．北側へ

0.5m位骰を変更した．0.8x2.3mの範囲を0.55mの深さ

まで掘削したが 埋土内でおさまった．

辿構 ・辿物の検出はない．

写真246 北門前作業風景（南東より）

第II迂 調査の記録

写真247 北門前掘削状況 （南より）

写真248 東門前作業風最 （南東より）

9,'主1
．̀, 

写真249 東門前掘削状況 （東よ り）



II -7  京町地区 ( 1~18 参照）

1. （京町）教育学部附属中学校卒業記念樹再植樹

に伴う立会調査 (1405)

く調査期間＞

2014iド4H171二l

く調査面稲＞

4.0吋

く調査員＞

山野ケン1拗次郎．

く調査概要 ・結果＞

附屈教脊実践総合センターの東側花培への記念樹再植

樹に係る工事に伴う立会である．

約5.4mまたは 9m |｛tl隔で南北方向に 4箇所．匝径0.4111,

深さ0.3~0.45mの掘削を実施した人力による掘削をお

こなったところ．全て近代瓦やガラス．礫を含む現代の

撹乱土で文化／杓への影孵は一切なく ．辿構 ・辿物は確

認できなかった．

写真250 作業風景 （南よ り）

写真251 掘削状況（東より）
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2. （京町）教育学部附属小学校給食センターと り

こわしに伴う支障配管撤去工事に伴う立会調

査 (1407)

く調査期間＞

2014年5月30「l

く調査面栢＞

3.5面 (l.2ni)

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

給食センターから西に延びる給水行を止めるためのエ

事に伴う立会をおこなった．

地表下0.4mで既設行を検出 し．建物から2.4mほどま

で確認した 北へIIllがっている部分は．0.2mほど深 く

なっていた配行を確認し，作業に必要な深さまで掘削

し た が 埋 土内におさまり辿構 ・辿物は検出されなかっ

た．

写真252 作業風景（西より）

-工逗9'

写真253 掘削状況 （西より
~~←て
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図8 京町地区における調査地点配四図 (1/1500) 
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3. （京町）教育学部附属小学校給食センターとり

こわし工事（機械設備）に伴う立会調査

(1411) 

く調査期間＞

2014年6月19日．26日

く調査面栢＞

16.0対

く調査員＞

大坪志子

く調査概要・結果＞

給食センターとりこわしに伴い． 給水行を止め． 排水

笠を 3本撤去する工事に立会った．

建物西側北側で．既設の給水管を検出するための掘削

をおこな った建物より2.2m付近．深さ1.2111で給水管

本行と分岐行を検出した．切断作業に必要なスペースを

掘i'illし．J肌土内におさまることを確認した．

建物東側の排水符 3本については 全て地表下0.3111

前後で排水管を検出した．桝への接続部は．狩を抜いた

後に穴をふさぐ作業をおこなうため，地表下0.5mまで

掘削したいずれも J』!•土内でおさまり．辿梢 ・ 辿物の検

出はない

写真254 給水止掘削状況 （北束より）9-
!i7 --,. ．-

I 
“・らり
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写真255 給水管周辺掘削状況（南より）

写真256 排水管①作業風景（南西より）
， 
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写真257 排水管①掘削状況（西より）

ヽ—←.,. -

4. （京町）教育学部附属小学校給食センターとり

こわし工事に伴う立会調査 (1412)

く調査期間＞

2014年6月191:1. 26日

く調査面積＞

396.7面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

給食センター）収りとりこわし工事に伴い．建物基礎の

69 

撤去について IL会を実施 した． 立会は建物の南東隅建

物中央北束より．西側中央の 3箇所の基礎について立

会った．

南東隅の基礎では地表下l.2mで1.5X 1.5mの布基礎

が検出された施工II寺の掘方は），韓礎の周囲0.3mの11111¥で

ある．その外周では地表下l.0mで包含）屑を確認できた

重機のバケット 111面で芯を中心に掘削すれば周辺の文化

｝門には彩押がないことを確認した．検出した基礎は鋏J{!

重機で破砕しつつ引き上げるため．これ以上の掘削も伴

わないこうした掘削法と撤去法により作業を進めるよ

うに指示した

建物中央東北よりの基礎撤去では地表下0.5mで枯

礎を検出 した．建物周囲の払礎よりだいぶ浅い．1.2X 

1.2mの布枯礎の周囲0.3mはやは り掘方である．南側は

地山であるロームが埋まっており．施工時にロームまで

掘削していると考えられる．この枯礎についても．破砕

しつつ鋏型重機で引き上げることを確認した．

西側の甚礎も地中梁に沿って掘削し．地表下1.2mで

1.5 X 1.5mの布枯礎を検出したほかの基礎と同様に．

破砕しつつ鋏型巫機で引き上げることを確認した．

その他の部分は機械設備工事に伴う立会の範囲 (1443

写真258 南東隅甚礎撤去作業風景（西より）

Fi亘 ••!!11ー 置~一
liiiiiii=-

写真259 南東隅基礎掘削状況（西より）

第II章調査の記録
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写真260 甚礎撒去作業風景（北より）

調査地点）と重複しており．重複する部分は機械設りiiiエ
事の掘削の方が深かったのでそちらの工事の際に調究

した．調査は断続的に 3月31日まで実施し．残りは次年

度維続調壺となった．

給食センター西側に植栽されていた 5本の樹木の撤去

をおこなった． i1とも大きい中央の樹木は．周圃を0.5m

掘i’illしたところで包含Iけを検出したため．これ以上の

掘削はおこなわず鋏型重機で引き抜いたほかの 4本

については．周囲を掘i'illする ことなく ．鋏型重機で引き

抜いた．辿構の検出はない．

写真261 樹木①撤去作業風景（北西より）

-`  ＂ •- -

写真262 樹木①撒去状況（西より）

第II菜調査の記鈴

5. （京町）教育学部附属小学校校舎新営その他エ

事（建築工事） に伴う立会•発掘調査 (1417)

く調査期間＞

2014年 9月11日．11月5日～12月17FI. 2月26日～ 3 

月16日． 3月27~31日 （継続中）

く調査面積＞

747.9n-f 

く調査員＞

大坪志子 ・ 松田光太郎 •島浦健生 • 宮崎拓 （株式会社

有明測砒開発社）• 阿比留士朗 （株式会社イピソク ） ．

く調査概要・ 結果＞

給食センター跡地に新たに校舎を建築する工事に伴う

立会である．給食センタ ー南側の校舎新築部と 同北側の

調理室外周部に大きく分けられる．

給食センタ ー南側の校舎新築部は建物の樅に位骰する

基礎掘削部．建物のjJ-t:j• 南側の外縁に位迎するスロープ

砧礎掘削部，建物中央の中央部．建物西側のアスファル

卜令i|i装部からなる．

基礎掘削部は基礎部と基礎梁部からなる．基礎部は長

方形の建物の東西南北の各辺に合わせて約 3x3mの

正方形ないしは約 3X5mの長方形の桝を．17箇所掘削

するものであった．掘削深度は調査区北側の地表付近の

写真263 調査区近景（北西より）

写真264 桝3辿構確認状況 （南より）



基準而から約1.6mであった南辺では 5箇所の基礎と

その南側の 2箇所の小基礎があり 5箇所の基礎は東か

ら桝 1~5.小基礎は西側から桝16・ 17とした東辺に

は3箇所の基礎があり ，南側から桝6~8とした．北辺

には 4箇所の基礎があり ，東側から桝9~12と命名した．

西辺には 3箇所の基礎があり，南側より桝13~15と命名

した

掘削の結呆，複数の桝においてピ ットの存在が確認さ

れたそこで熊本市教育委員会文化振典課および熊本県

教育庁文化課の許可を得，11月5日発掘調壺へ切 り替

えて調査することになった．

基礎部は給食センターの建物基礎があったため．いず

れの掘削部も中央は大きく樅乱を受けており ．基礎部の

周縁のみ批乱を受けていない土が残存していた，調査の

結果，調壺区北西部の桝12・ 15で弥生時代の堅穴住居と

思われる床而と掘り込みを確認した．ここは削平を受け

ているためか地表下約0.3mで住居床而が検出された．

住居は部分的に検出したにすぎないが平而形は方形プ

ランをなすと思われた住居内からは弥生土器が多く出

土した．

また南辺の桝4では須恵器片が入った柱穴が検出され

たこの柱穴は径0.3m以上．深さも0.5mほどあり ．掘

写真265 桝12住居追物出土状況（北より）

写真266 桝15住居追物出土状況（東より）
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り込みの下）氏は黄褐色ローム陪まで達していた．このよ

うな柱穴は桝3や桝14などでもみつかっている．これら

を含め．ピットは各桝で確認された． しかし束側の桝 6

~8のピットは掘り込みが浅く ．柱穴の可能性は低いも

のであった

基礎部では土）杓の記録もおこなった表土下に部分(Iり

に褐色気味のIIi竹褐色土が｝単さO.lmほどあったが本）杓

は調査区束側に限って存在した．古代～近世に相当する

土は追構埋土を除き．存在しなかったその下地表下0.3

mで全域的に暗褐色土が匝さ0.2mほどあった．さらに

その下に1li1褐色粘質土ー通称ニガーが0.2~0.3mの｝厚さ

で存在した．調究区東側では本陪の黒味が強い土が存在

したそして漸移Ir!!をはさんで， 1い褐色ローム）r1に移行

する．黄褐色ローム府は調査区北西部において地表下0.7

mで確認された．黄褐色ローム層上面は北西部を頂点に

して東側および南側へ緩やかに高度を下げることがと

らえられた

また基礎梁部は基礎の桝間をつなぐように幅約1.7m.

深さ約0.8111掘削するものであった．調査区北側では樅

乱が浅く ．地表下0.2~0.3mでII音褐色土が存在した 11行

褐色土上而ではビットが数基確認されるとともに．桝 9

と10の間でII脊褐色粘質土まで掘 り込んだ溝状辿構が確認

写真267 桝4柱穴迫物出土状況（南西よ り）

写真268 桝3北壁断面（南より）

第II迂調査の記録
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写真269 調査区北側基礎梁部追構分布状況 （西より）

写真270 桝9・ 10溝状迫構完掘状況（南より）

された．またその後，暗褐色粘質土を掘り下げ，地表下

0.7~0.Smで黄褐色ローム）習が検出された． ローム府上

而では，ビッ トなどの辿構を調査し，当該部分の調森を

終了した．

基礎梁部のうち調査区西側は樅乱が深く．樅乱を除去

するとII斉褐色粘質土が現れたこ こは本陪を少し掘削し

たところで工事掘削深度に到達し．調杏を終了 した．

基礎梁部のうち調査区東側は樅乱が浅く ．投乱下にII斉

褐色土が残存していた暗褐色土および暗褐色粘質土上

面で迫構確認をしたが辿構は検出されなかったそこ

でII粁褐色粘質土を工事掘削深度まで掘削して調査を終了

した． II附褐色粘質土からは辿物は出土しなかった．

基礎梁部のうち調査区南側は全て現代埋土からなって

しヽ た．

スロープ基礎掘削部は建物の外縁部に位骰し．建物南

側と西側および北西側の 3箇所からなっていた南側

は樅乱埋土を地表下0.9mまで掘削して終了した西側

の南半は幅約2.5m. 長さ約10mの範囲を地表下0.8111ま

で掘削した． 全て樅乱埋土であった．一方西側の北半で

は，桝14・ 15の間の幅3.7m,長さ約 7mの範囲において，

現代J』!•土下に辿構およぴ賠褐色粘質土の存在を確認した．

辿構は床而と思われる硬化而が2枚煎なって存在してお

第II芸調査の記録

写真271 スロープ基礎掘削部住居床面 （北より）

写真272 プラットフォーム部硬化面検出状況 （南より）

写真273 プラットフォーム部調査終了状況（南西より）

り，弥生時代の堅穴住居2基があったものと考えられた．

批乱の存在により ，住居の北および西の辺の一部を確認

したにとどまったが主軸を西北西ー東南東にとる方形

基調の住居と，思われた．

スロープ基礎掘削部の北西側は給食センター北側の調

理室外周部の南西部にもつながる部分で，輻3.7m. 長

さ13.5111の範圃を，プラッ トフ ォーム部と称して調究し

た地表下0.4111までは現代埋土，その下にII音褐色土が

検出され．それを 5cmほど掘削すると硬化面が確認され

たこの硬化而は11行褐色粘質土の上面に存在し出土土



写真274 中央部追構確認状況（北より）

写真275 アスファルト舗装部掘削状況（北より）

器により．弥生時代の住居のIA叶fiの可能性が考えられた．

しかし住居の掘り込みは確認できなかったので住居と

は断定できなかった．硬化而の調壺後 11行褐色粘質土を

掘り下げた同陪からは縄文土器片がわずかに出土した．

同府の掘削を進め．地表下0.9mで黄褐色ローム附が確

認された．ローム府上面では径0.15~0.2mのピ ットが3

基検出された．

給食センタ ー南側の中央部は基礎と基礎梁に囲まれた

範囲に相当し．地表下0.2m掘り下げた方形基調の掘

り込みに栗石を入れた建物基礎と息われるものが発見さ

れた建物基礎 1個の大きさは0.4~0.6m四方の規校を

有し．基礎は東西南北に並び．東西方向に 5ないし8列．

南北方向に 9列確認された．基礎1ii]のIt]隔はl.6~1.8m

ほどであった栗石の間には砂が入っていた．辿物は出

土していないので時代は不明である．

給食センター南側のアスファルト舗装部は建物西側の

スロープ基礎掘削部の西隣にあたり．長さ24.lm.幅1.5

~2.8111の範囲を．地表下0.12~0.44111まで掘り下げた．

全て現代埋土であった．

給食センター北側の調理至外周部のうち南西部は前述

のプラットフォーム部分として調査したそれ以外の部

分は大部分が1443調査地点と諏複していたので重複し
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写真276 北側基礎掘削部掘削作業状況（西より）

m rゞ，，，←、一ー 「-L.J., 

写真277 北東部基礎掘削終了（東より）

ない部分である調理室の北東側部分に所在する小規校な

基礎掘削部の掘削に立ち会った．ここでは一辺約 lm四

方深さ0.5mの桝の掘削を 5箇所おこなった全て現

代埋土内の掘削で終わった．

調壺は断続的に 3月31日まで実施し．残りは次年度細

続調査となった．

6. （京町）教育学部附属教育実践総合センター等

外部改修工事に伴う立会調査 (1428)

く調査期間＞

2 0 1 4 1 F l l)::J 1 9日

く調査面積＞

7 nf 

く調査員＞

松田光太郎 • 島補他生 （株式会社有明測屈開発社） ．

く調査概要・結果＞

教育学部附屈教育実践総合センター建物束際の看板基

礎2個とコンクリー ト製化村'i1個の撤去に伴う 立会であ

る．

看板基礎のうち北側のものは径0.3mの円形．南側の

ものは径0.45mの円形のものであった．どちらも基礎の

周りを幅約0.2m.深さ0.25m. 人力で掘削したその後．

第n章調査の記録
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写真278 調査区近景（北東より）

写真279 看板北側基礎掘削状況 （東より）

q; 

>

＇，1 

写真280 花培掘削状況 （東より）

＼ 

碁礎を重機で釣り上げ．撤去した．撤去後．地表下約0.5

mのl!!.Iみができたが 全て現代埋土内の工事で済んだ．

また花坦は半円形をなし．これについては．外周に沿っ

て 幅約0.3m.深さ0.2mの土を人力掘削した．掘削は

現代埋土であった．掘削後花坦を重機で釣り上げ．撤

去した．辿梢 ．辿物の検出はなかった．

第II豆調査の記録

7. （京町）教育学部附属小学校校舎新営その他電

気設備工事に伴う立会調査 (1431)

く調査期間＞

2014年12月15・ 16日

く調査面租＞

12.5面

く調査員＞

松田光太郎•島浦健生（株式会社有明測砒開発社） ．

く調査概要・結果＞

教育学部附屈小学校校舎建設に伴う軍気設備工事に伴

う立会である．

立会いは3箇所で実施した ①地点は附屈中学校体育

館東側のボイラー室の南西隅から南へ2.9mの位樅であ

る地表下に所在するマンホールの盗を探すための掘削

でアスフ ァルトを 5cm剥がした段階で盗が検出され．

掘削は終了した．

②地点はポイラー室中央やや束寄りにあり．ボイラー

室の南壁直下から南へ延ばす管路の掘削に立ち会っ た．

掘削は同地点北側を幅0.6m.長さ0.9mの範囲を直線的

に掘削した後中央部は南西方向に直線的に長さ2.lm

掘り，その後南側は南方向へ直線的に長さ1.6m掘削

した．掘削深度は北側 ・中央部で地表下0.6m.南側で

写真281 ① ・②地点調査区近景（南西より）

写真282 ②地点掘削状況（南より）
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写真283 ③地点調査区近景（南西より ）

写真284 ③地点ピット検出状況 （西よ り

’―-i] 

地表―f0.8~1.0mであっ た．北側・ 南側は掘削底面まで

全て現代埋土であった中央部も掘j'jljした地表下0.6m

までは現代埋土であったが掘i'ill/i(Iiiにおいて黄褐色

ローム附が検出されたローム1iiにおいて辿構確認作業

をおこなったが辿構の検出はなかった，

③地点は附屈小学校校舎B棟四側のコンクリート張り

廊下から新営校舎までのIIIJ3.8mの行路の掘削に伴うも

のであった．廊下より西側1.4mに南北に走るコンクリー

|、製の梁があり ．それを様に東側1.4mと洒側2.4mに分

けられる．東側は地表下0.6m掘削した．配笠もあり ．

攪乱が多く．掘削したのは現代埋土であった．i厘側は地

表下0.9mまでの掘削であった西端は工事掘削深度よ

り深い樅乱が入っていたがそれ以外の所では現代埋

土を除去したところ，地表下0.8111でローム陪が検出さ

れたそしてローム｝罰上而で辿構確認作菜をおこなった

ところ，コンクリー l、製梁の西側0.8mの場所において

柏：径0.2111のピッ トが 1基確認された． ピット部分はエ

事の掘j'jlJi菜度を浅くして保存措i代を講じた．ピッ ト以

西は辿構が無かったので， 工事掘j'jlj深炭である地表下0.9

mまで禎重に掘り下げ掘削を終了した．

3地点とも辿物の検出はなかった．
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8. （京町）教育学部附属小学校校舎新営その他機

械設備工事（その2) に伴う立会調査 (1443)

く調査期間＞

2015!.~ 2月26日～ 3月16日．

く調査面栢＞

241.8面

く調査員＞

3 J l 31 LI （紙続中）

松ru光太郎・阿比留士朗 （株式会社イピソク）．

く調査概要・結果＞

給食センターの跡地に新たに建設する校舎に関係する

機械設備を設低する工事に伴う立会である．給食セン

ター南側の校舎新築部と同北側の調理奎外周部に大きく

分けられる．

給食センター南側の校舎新築部については新築校舎

の東側と四側に分けて説明する．

新築校舎東側は 3箇所からなるが． 全て既存の桝と建

物の間に管路を通すための掘削であった．掘削は幅0.3m.

長さO.l~0.5m．深さ地表下0.4~0.5mまで掘削した．掘

削した土は現代埋土であった．

絣築校舎西側はその北西端を起、1はとして幅0.7111. 長

さ13.3111の範囲を地表下0.7~0.8111まで掘削した 当該

地区の北半はほとんどが樅乱を受け． 一箇所．掘削底而

写真285 新築校舎東側近景（北より）

写真286 新築校舎東側掘削状況 （北西より）
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写真287 新築校舎西側迫物出土状況（北より）

写真288 新築校舎西側マンホール部掘削状況（東より）

において南北0.5m幅の範囲で1辟褐色土が確認されただ

けであった．掘削したのは樅乱埋土だけであった．

当該地区の南半6.0mも大半が樅乱を受け．掘削底而

である地表下0.8mにおいて．0.5X 0.35mの範囲にわず

かに1陪褐色粘賀土を確認した．掘削したのは樅乱埋土の

みであった．

当該地区の中央部は西側2.5mにあるマンホールから

東に延びる管路と T字状に交差していた．この交差点付

近において．地表下0.55mで弥生時代の追物包含陪の存

在が確認された．包含陪は辿物が出土するため．人力掘

削をおこない． 弥生土器が数点出土 した．辿物包含陪の

下部には一部硬化而が認められたが辿梢のプランは捉

えられず．住居かどうかは判断できなかったその後．

ここは地表下0.8111まで掘削して終了した．

西側にあるマンホールを結ぷ笠路は幅0.8m.長さ2.5

mであった この管路の束側は批乱により壊されていた

がその西側は地表下0.5mでII紆褐色土が存在した．管

路西側ではピットのような辿構が確認されたため．熊本

市教育委貝会文化振興課へ辿絡し． 3月30日現地確認を

得 立会調査の中で記緑することになった調査の結朱．

ピッ トと思われる追構は樅乱であることが判明したマ

ンホールを結ぶ箭路部分は地表下0.6mまで掘削し．終

第n章調査の記録

写真289 調理室外周西部近景（南より）

写真290 調理室外周西部掘削状況（南より）
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了した．

一方給食センター北側の調理室外周部は西部 ・北

部 ・東部に分けて説明する西部と北部は1417調究地、1.’.i

と多くの部分において重複していた．

調理室外周の西部のうち．南西部は1417調究地、点のプ

ラットフォーム部分として調究した南西部以外の部分

は配笠ルートに合わせ．幅1.3~3.0m. 長さは全体で約

7 m掘削した． 掘削深度は概ね約0.8m. 掘削したのは

大部分が現代埋土であった一箇所．幅O.lm ・長さ1.0

mにわたり II魯褐色粘質土を検出した．II名褐色粘質土を恨

ift：に掘削したが辿物 ・辿梢は検出されなかった II行褐

色粘質土の下は黄褐色ローム）杓が検出された．

調理室外周の北部は長さ約23mにわたり ．幅0.7111.

深さ0.5~1.0m掘削 した．北部の西端は排水設備を設附

するため．輻2.3m.深さ1.9mまで掘削した全面的に

撹乱が入っており．掘削 したのは大半が現代埋土であっ

たが北部の東端で樅乱は途切れ．II音褐色土が地表下

0.85mで確認された．辿構確認したところ．ビット 2払

と溝状辿構 l基が検出されため，それを調査した．ピッ

トは径が0.2m程のものが2基存在した．溝状辿梢は幅

0.46m.深さ約0.20111で京西方向に走 り．東側が浅く

なって途切れていた．



また北部として掘削した部分の北西隅を起、1位に．1本脊

館に向かって管路を迎す必製があったので llliio.7m.

最さ4.lmの範囲を地表下0.8mまで掘削 した．掘削域内

には水迫管があるなど樅乱が多く ．現代埋土のみの掘j'jlj

であったまた当管路の接統部分を深さ地表下1.6mま

で掘削した．底而で黄褐色ロームが検出された．

調理室外周の東部は幅1.5m. 長さ13.3m. 深さ地表下

0.5~0.7m掘削した．掘削範囲の中央部に北西から粋j束

にかけて使用中の配岱が横断しており，配笠直下および

その両脇付近には黄褐色ローム府が検出された．配箭か

写真291 調理室外周北部掘削状況（西より）

写真292 調理室外周北部辿構全景（北西より）

写真293 調理室外周東部掘削状況（北より）
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ら離れると樅乱が深くまでおよんでおり ．掘削底而に

至っても樅乱JII!，土やコンク リートが存在していた．今回

の工事で掘削したのは現代埋土のみであった．

調壺は 3月311::1まで実施し．残りは次年度細続調査と

なった

第II豆調査の記録
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1I -8 渡鹿地区

1. （渡鹿2)渡鹿宿舎駐車場増設工事に伴う立会

調査 (1450)

く調査期間＞

2015年3月16日

く調査面稲＞

213.6面

く調査員＞

山野ケン協次郎．

く調査概要・結果＞

渡鹿術舎の駐車場妍設に伴う樹木撤去および舗装に係

る立会である．

調究範囲は約26.2X 7.2m．掘削深度が0.4mでこの

北端にキンモクセイ 1本とツバキ4本が植えられている．

はじめにキンモクセイの抜根を直機によ っておこなった

掘削では重機によ って根の間の土を掘削しつつチェーン

ソウで根を切断しながら堀下げた地表下0.9mあたり

で根が上がったため． 全体梢掃をおこなったが，樅も含

めて全てガラスなどが混入する現代埋土におさま ってい

た．

写真294 キンモクセイ抜根部分重機掘削作業風景（北より）

写真295 キンモクセイ抜根部分掘削状況 （北西より）

第II迂調査の記録

写真296 塗装中央部掘削状況（東より）

写真297 塗装南東部掘削状況 （東よ り）

4本のツバキの抜根では全てが1.5X 1.5m程．深さ

0.3m程で瓜機により抜根することができた．舗装のた

めの掘l'Jlj深度は0.4mと浅いため． 調究範囲の中央部と

南東部に 4xlmと2.5X 1.75mの試掘坑を設けて目椋

の深炭まで掘削したが 全て現代埋土であった そのた

め工事業者に掘削深度について指祁を行い．立会を終了

している

辿構 ・追物は検出されず．文化陪 も確認できなかった．



II -9  城東地区

1. 附属幼稚園プー ル遮光 ネッ ト取付に伴う立 会

調査 (1409)

く調査期間＞

201LI年6月24「I

く調査面積＞

1.8面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

附属幼稚園のプール遮光ネッ トを設ii・,tするために，

プールの南側 5か所の基礎設附部分のうち． 2か所につ

いて試掘 ・立会をおこなった．

匝から 2本目の試掘①では．0.5XQ.5mの範囲を地表

下0.4mまで掘削した北側0.3mはプール本体のコンク

リートがあり． l¥i側はその掘方である． コンク リートの

上に基礎を設附するため．これ以上の掘削はおこなわな

かった

もっとも東の試掘②は．プール本休から0.34m離れた

ところを0.5XQ.5m.地表下0.5mまで掘j'jljした南il!l)に

写真298 試掘①作業風景（南よ り）

--…— ＼ 1)1'=.., 
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写真299 試掘①掘削状況（東より）
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は既設の氾気配線があり ．その他の部分も埋土である．

辿梢 ・辿物の検出はなかった．

第 II章 調査の記録
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辿跡の発掘調査では，調査地点付近の地下の情報を事前にできるだけ多く集め，内容を

予想して調査するが地下には時に想定を越えた事実が潜んでいる．この 「想定外」にど

れだけ気づきどう掘るかが現場担当者の腕だ しかし現場作業は工事期間の約束によ って

しばしば急がされる．そんな中でも 「想定外」を想定して緩急おさえた調査をし，相応の

成果をだし，契約期「閏内に終了することが求められる．今回発見された縄文時代後期の人

骨と江戸期の井手はそんな中で見事に引き出された過去の風景である．

二つの発見は，大学の広報戦略ユニットを通して学内外に周知され，現場説明会をおこ

なって多くの方々に見ていただくことができた学内の自然科学系の先生方からはさまざ

まのご指焉をいただき，今後の共同研究の基礎を準備することもできた．縄文人骨につい

ては，谷口学長 （当時）に学長裁批経費を手当していただき，出土状況とともに 3次元計

測で記録し，展示の説明に結びつけることができたそれぞれの辿構は，施設企画・ 管理

両ユニットの理解を得て，周囲を養生して地下に埋め戻された．

追跡の価値が調査者によって変わるものであってはならないが，やはり謂査者の意識は

重要だ．その価値をより高めるのは，調査者の学術的 ・行政的な熱意とこれを支える組織

の連挑とバックアップ，そして辿跡を理解し興味をもつ人々の広がりだろう ．今回はこう

した連携がうまく機能したと思う． 学会や文化庁で熊本大学の姿勢が評価されたのは， 誇

らしいことであった 山野助教と大坪助教の労をねぎらいたい．

一般に埋蔵文化財調査は，早く開発を進めたい人々にと っては 「やっかいもの」である．

疎まれながら調査を急がされるのはつ らい しかし，たとえささやかな成果であってもこ

れを工事担当者に伝え， 調査の意味を理解してもらうことができれば，辿跡の価値は少し

上がる，本センターのスタッフはそう考えている．現在の人々に理解され支持されてこそ

の文化財保股だと思うからだ．

昨年度は五高記念餡でテーマ展示を開他した．センタ ーとしては初めての展魏会で準備

も大変だったし，経骰もかかったがよい経験であった．これに合わせて発掘調査成果の速

報展も開催した．これも初めての試みである．文化財散歩，ホームカミングデーの催しも

継続した．請義への活用も徐々に増えてきている．これらの展示 ・広報活動は松田准教授

がリ ード した 一連の活動は，本号の編集者である山野助教によ ってまとめられている．

センターの息づかいが伝わる文章をごー読願いたい．

これからも，センタ ー職員と知恵を絞りつつ，熊本大学らしい活動を進めてゆきたいと

思う．関係各位のご理解とご協力をお顧いする次第である最後に，激動のセンタ ーの事

務を一手に支えてくれた大崎事務補佐員に感謝したい．

2016年 1月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚 子
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~ummary ーーロ
The number of investigations in the fiscal year 2014 is the 

following: 7 excavation. 51 presence investigation. The main 

results are the following. 

f¥L 1310 excavation spot in the Kurokamimachi sites (south 

area). we excavated the site before the performing the lifeline 

renovation. I l is continued from previous fiscal year investigation 

scope extends eastern half of Kurokami south area. We detected 

the ruins and relics of ancient in most all points. We detected 

artifacts such as pottery of Jomon period late preceding page 

from tl1e under of the layer of ancient. In addition. we detected 

the graves and human bones of the first half of Jomon period late. 

so it becameしheimportant result in thinking about graveyard 

and settlement constitution of the time concerned. 

At 1321. 1322. 1325 excavation spots in the Honjo site (north 

area). we excavated the site before maintaining a parking 

and drainage. It is continued from previous fiscal year. the 

investigation scope is located onしheeast side of old first aid 

building and the new outpatient care building. We found the 

ruins of ancient village. as with conventional investigation in this 

investigation. And we found the stone wall of "sannoide" which is 

in the Edo period latter at 1321 excavation spot. 

At 1423 excavation spot in the Honjo site (north area). we 

excavated the site before performing cable repair work. We 

found the ancient ditch of the nonh and south axis. at 1his 

investigation spot equal to the northeast corner of the Honjo 

north area. There were few conventional investigations at this 

investigation spot. and existence of relics was not clear. but we 

were able to recognize the expanse of the ancient relic. at this 

investigation spot. 

At 1417 excavation spot in the Kyomachidai sites. we excavated 

the site before building the department of education elementary 

school attached school building. We found several pit dwellings of 

the Yayoi period from the lunch center ruins. Pit dwellings of the 

Yayoi period were discovered in the conventional investigation at 

the south side of the accessory junior high school building of the 

west side of the lunch center. the possibility rose that a village of 

the Yayoi period spread out in tl1is place. 

In addition. at 1429.1430.1436.1437 excavation spot in the 

Kurokamimachi sites(south area). we found the reel brickwork 

basics in modern period. before performing repair work of 

the headquarters. After the next fiscal year. we will carry out 

cxcavauon. 

In this year. we was able to get much result from all over the 

layer that we were not surveyed inしhepast. About the deep 

construction which is building in particular. we have to pay 

attention about existence of cultural layer. We should arrange 

result of this excavation. and we、vouldlike to meet with future's 

investigation. 

Summary 
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1 付篇 1 2014年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織 I 

1. 熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (H23.9.22~)

（趣 旨）

第1条 この規則は熊本大学学Ull（平成J6年4月1I」制定）第9条第2JIiの規定に碁づき．熊本大学埋蔵文化財調査

センタ ー （以下 「センター」 という ． ） に関し必要な'lf•項を定める．

（設附目的）

第2条 センターは．熊本大学（以下 「本学」という． ）に所在する追跡を発掘調1tするとともに．，'u-1̂．した埋蔵文化

財を記録保存及び活Jllし． もって本学の教脊研究に窃与することを 1:l的とする．

（業 務）

第3条 センターは次に掲げる業務をおこなう ．

(I) 埋蔵文化財調究の実施計両の立案及び実施に関すること

(2) 出土 した埋蔵文化財の整理保竹及び保存に関すること．

(3) 文化庁締に提出する報告注の作成に関すること ．

(4) その他センターの目的を達成するために必要な事項．

（職員）

第4条 センターに，次に掲げる職員をiiIt<.

(l) センター長

(2) 導任教員

(3) その他必要な職は

（センター・長）

第5条 センター長の選考は．本学の親任の教授のうちから．第 7条に規定する委員会の:tfi；那に基づき．学長がおこな

う．

2 センター長は，センターの業務を掌理する

3 センター長の任期は． 2年とし．再任を妨げない．

4 センター・長に欠員が生じた楊合の補欠のセン ター長の任期は．前項の規定にかかわらず．1i1I任者の残任期間とする

(J,1/．任教員）

第6条 専任教員の選考は，熊本大学学内共同教宥研究施設節の人事節に関する委貝会の議に山しづき．学長がおこなう．

2 馬任教具の選考に関し必要な事項は．別に定める．

（委員会の設骰）

第7条 センターの竹理巡営に関する事項を稲議するため．熊本大学狸蔵文化財調森センタ ー迎営委貝会（以下「委貝

会」 という． ）をi荘<.

（委員会の組織）

第8条 委具会は．次に掲げる委貝をも って組織する．

(l) センター長

(2) センターの琳任教貝

(3) 文学部及び教脊学部から選出された教授又は准教授 各l人

(4) 法学部大学院社会文化科学研究科又は大学院法煎投成研究科から選出された教授又は准教授 l人

(5) 大学院自然科学研究科から選出された教授又は准教授 各l人

(6) 大学院生命科学研究部の医学系又は1笈学部附属病院から選出された教授又は准教授 l人

(7) 大学院生命科学研究部の保他学系及び薬学系から選出された教授又は准教授 各 1人

(8) 発生医学研究所．生命距｝屈研究・支援センタ ー又はエイズ学研究センタ ーから選出された教授又は准教授 1人

(9) 迎‘謡基盤管理部施設管理ユニット長

(JO) その他セン ター長が必要と認めた者 若干人

2 前項第3号から第8号まで及び第10サの委員は．学長が委咄する．

3 第1項第 3号から第8号ま での委員の任期は． 2年とし． ni・任を妨げない．

付篇1 2014年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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4 第1項第 3号から第 8号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は．Tiij項の規定にかかわらず．前任者

の残任期liilとする．

5 第1項第10号の委具の任期は．学長が委l屈の都度定めるものとし打任を妨げない

（委貝会の稲議事項）

第9条 委且会はセンターに関する次に掲げる事項（熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会規則

（平成16年4月 1日制定）第3条に定める事項を除く ．）を稲謡する．

(l) センターの業務に関すること．

(2) センター長候補者の椎肱に1対すること．

(3) 施設及び予符に1対すること．

(4) その他センターの行理迎営に関すること．

（委員長）

第10条 委貝会に委且長を附き．センター長をもって充てる．

2 委員長は．委員会を招北し．その議長となる．

3 委員長に事故があるとき は 委貝長があらかじめ指名する委員がその戦務を代行する．

（議 :):jf.)

第11条 委具会は．委具の過半数が出席しなければ．議事を開き謡決をすることができない．

2 委員会の議事は．II,1｝常した委具の過半数をもって決し，可否同数のときは．謡長の決するところによる．

（意：見の聴取）

第12条 委員長は，必要があるときは．委具以外の者を委員会に出席させ．慈見を聴くことができる．

（事務）

第13条 センター及び委員会の事務は．迎‘i灼基盤笠理部施設企画ユニットにおいて処理する．

（雑 則）

第14条 この規則に定めるもののほか センターの巡‘i的に関し必要な事項は．センター長が別に定める．

附 }IIl 

1 この規則は．平成23年10月 1日から施行する．

2 国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調究委員会規則 （平成16年4月 1|]制定）及び熊本大学J且蔵文化財調究室要瑣

（平成16年4月 111制定）は 廃止する．

3 この規則施行後．最初に任命されるセンタ ー長は，第5条第 1項の規定にかかわらず，この規則により選考 され

たものとみなす．

4 この規則施行後．i立初に任命されるセンター長の任期は第5条第3項の規定にかかわらず．平成25年3月31日ま

でとする

5 この規則施行後．h雑初に委lり討される第8条第 1項第3号及び第4号の委員の任期は同条第3項の規定にかかわら

ず平成25年3月31日までとする．

附 ！！ll （平成24年12月27H規則第142号）

この規則は．平成25年4月 1Flから施行する．

2. 2014年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調査センター組織

くセンタ ー長＞

く専任教員＞

く事務補佐貝＞

（併 ・文学部教授）

＜室l}、J作業員＞ （2014年6月～2015年2月）

付篇1 2014年度熊本大学埋蔵文化財保謹対策組織

木下 尚子 (2011.10.1~) 

4公ltl うtブ、＜且II

大坪志子

山野 ケン陽次郎

大111奇喜美子

江口路

鬼塚美枝

小山 正子

訂藤似子



(2014年6月～2015年3月）

(2014iドllFl~20l5：：ド3）1)

(2015年3月）

2 埋蔵文化財調壺セ ンター述‘菌委員会

委員長 木下 尚子 （埋蔵文化財調査センター長）

委貝 杉井健 （文学部准教授）

稲謡事項

然 武彦 （教宥学部教授）

大澤 tli：明
副），9,｝ 顕子

伊束泄一

宇術功市郎

大森久光

本山 敬一

（法学部教授）

（大学院自然科学研究科教授）

（大学院自然科学研究科教授）

（大学院生命科学研究部教授）

（大学院生命科学研究部 （保健学系）教授）

（大学院生命科学研究部 （薬学系）准教授）

大村谷 昌樹 （生命骰源研究 ・支援センター准教授）

佐藤 治行 （述‘欧基盤管理部施設竹珊ユニ ッl、長）

齊藤 正実 （述営非盤管理部施設管理ユニット長）

木下 尚子 （J里蔵文化財調査センター・k)

松田 光太郎 (Jllり祓文化財調壺センタ ー専任教員）

大坪 志子 （狸蔵文化財調査セン ター専任教員）

山野 ケン陽次郎 （埋蔵文化財調壺センタ ー専任教貝）

2014年6月121」 談題

末吉美紀

増 井 弘 子

井上裕美

宮崎大オII

庚悧友紀也

イ壬掛J (2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2014.9.30) 

(2014.10.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~) 

(2013.4.1 ~) 

(2013.10.15~) 

1)平成26年度埋蔵文化財包蔵地における土木工事について

2)平成26年度埋蔵文化財調究セン ター予符配分 （茶）について

3)その他

報告

l)平成25年炭埋蔵文化財発掘講l_1t結朱について

2)平成25年度埋蔵文化財調イtセンター運営経代実紐について

3)その他

2015年2月171-1 稲談事項

1)埋蔵文化財調究センター長候補者ifti應について

2015年3月9H 稲議事項

l)埋蔵文化財調査センタ ー規則の一部改正 （案）について
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I付篇2 埋蔵文化財調査センター2014年度調査・研究活動記録 I 
［調壺員l
松田光太郎

・「北白川下附 I]C式 ．II]式土器の変造一康悔 ・近畿地方における縄文時代前期後葉の土器様相」 「型式論の実践的研究

nl」．人文社会科学研究科研究プロジェクト報告内第290狼．千菜大学大学院人文社会科学研究科．pp.17-35.

・「刈羽式土器の成立とその展開ー縄文1時代前期後半の北陸地方東部の土器梯相」 「考古学論孜Il」．千築大学文学部考

古学研究室 pp.103-124.

・「大宰府へつながる官道」．2014年10月5Fl.熊本日日新聞． 19而．

・熊大チャンネル 第4話 「辿跡の宝庫！熊大ミステリーツアー」．2015年 1月10日．KAB熊本朝 日放送 （共同 ：大

坪志子）

大坪志子

・「熊本大学構内辿跡における縄文時代後期辿跡の発見とその意義」 「平成26年度九州考古学会総会研究発表狩科狛J.
九州考古学会．pp.47-56. （共同 ：山野ケン1拗次郎）

• 平成26年度九州考古学会総会 研究発表 「熊本大学構内における縄文時代後期辿跡の発見とその意義」．2014年11月

30日．福岡大学 （共同 ：山野ケン1傷次郎）

・熊本史学会 研究発表 「江戸時代の三の井手発見について上 201LI年12月6日．熊本県婦人会館．

・熊大チャンネル 第4話 「追跡の宝／IIt！熊大ミステリーツアー」．2015年 1月10日． KAB熊本朝日放送． （共同： 松

田光太郎）

山野ケン陽次郎

・「2 藤原京の調介 左京五条三方の調究」 「奈良文化財研究所紀要J2014.独立行政法人国立文化財機構奈良文化財

研究所． pp.96-99. （共同：梢野孝之）

・日本鉱物学会 ポスタ ーセ ッション 「熊本大学黒嬰南地区構内の表l科堆和物における風化 ・変質生成物」．2014年9

月19日．熊本大学． （共同 ：那須啓 • 島井真之 ・ 磯部t戦士）

・ 「熊本大学梢内辿跡における縄文時代後期逍跡の発見とその慈義」 「平成26年度九 }ヽ|•I 考古学会総会研究発表骰料集」 ．

九州考古学会．pp.47-56.（共同 ：大坪志子）

• 平成26年度九州考古学会総会 研究発表 「熊本大学構内における縄文時代後期辿跡の発見とその意義」， 2014年11月

30日，福岡大学（共同：大坪志子）

・熊大ラジオ公開授業 「知的冒険の旅」第13回． 2015年 1月26H. Ftv!K. 

・ WEBマガジン KUMADAI NOW 「熊大ラポ Knockon the laboralo1-y's door」.2015年 3月6日．

1付篇3 埋蔵文化財調査センクー2014年度文化財活用活動記録 I 
本年度，埋蔵文化財調究センターでは大学内外に向けた梢内辿跡の韮要性の周知や．生涯教育での活川を目的とし．

辿跡の現地説明会や展示の1}fl1梢など様々な文化財活用活動を尖施した．

主な活動として ①「地下と地上の文化財散歩」の開催， ②黒炭南地区1310調査地点の現地説明会の開1ii:．③五邸記

念館でのテーマ展示 「大宰府へつながる‘肖道～黒嬰キャンパスの古代史」および速報展示「地下の文化財速報展示」 の

|｝暉． ④本荘北地区1321調査地点の現地説明会のI}fl1/t，⑤埋蔵文化財調壺センターにおける 「地下の文化財速報展示」

の1}fl1/i!，⑥授業等への協力などが挙げられる．

5月12~16日には．II乍年度から継続して 「地下と地上の文化財散歩」を実施した．Kl闘紐iキャンパスおよび本荘北

キャンパスにおいて重要な追梢や辿物がみつかった調査地点を散策し．調査員によるパネルを用いたifJ印説もおこなっ

た．5日間で大学内外から48名の参加者があり．熊本大学が辿跡の上に立っていることを実感して1頁くことができた．

焦嬰南地区1310調究地点では．縄文時代後期前半の人骨と秘が発見され．その調壺成呆を公表するために記者会見と

現地説明会を実施 した大学内で縄文時代の人骨が出土したという珍しさや．新Iiflへの掲載．テレビ放送の効呆もあり ．

5月31日に1ifl11伽された現地説明会では大学内外から約300名の方々にご参加頂いた．本センターにおける大学外に向

けての現地説明会の1}f.J1liiは初めての試みで担当者は発掘調究を続けながらの準備に大変な苦労を要したが．参加され

た方々が熱心に質1/:Jする様子をみて現地説明会の重要性を実感した現地説明会当Hは．2013年11月に完成したセン

付篇2 埋蔵文化財調査センター2014年度調査・研究活動記録
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ター展示室の‘常設展示も1}fl放し．周知することができた．

8月6日から10月20日にかけては．五詞記念館において．テーマ展示 「大宰府・へつながる宜逍～黒炭キャンパスの古

代史」と速報展示 「地下の文化財速報展」を1ri1時に1}f-l1/tした．テーマ展示では古代の官道や関辿辿跡の概要をパネル

で示し．大学構内辿跡だけでなく ．熊本県内外から伯用した官道1月辿追物の展示を実施した．一方．速報展示では．

2013年度の発掘調究で大学構内から出土した逍物を展示した 1}tl1li［期間'11,10月9日から 4回にわたり展示ガイドやガ

イドツアーをIJf.J備したことで参加者には有逍や構l}、J追跡に対する理解を深めて頂くことができた． l｝｝l1枇期間中は打ぶ：j

記念館に約2944名の米館者があり熊本大学の辿跡の調査成呆と古代‘if道の歴史を伝えることができた．

本荘北地区1321調究地点では．江戸時代の川水路である 「井手」の石垣が検出され．その調究成呆を広く公表するた

めに記者会見と現地説明会を実施した江戸II寺代の加藤梢正公に関辿する追跡ということで周知期間が短いながら

も10月26日に1;tl11［された現地説明会には， 30名の参加者にお越し頂いた．本年度2度目の現地説明会であったため． liij

回の反省を活かしながら説明会を開1ii1することができた．今年度は黒貶キャンパスだけでなく．本荘キャンパスでも現

地説明会を1m1mできたことで大学敷地内のJJI！蔵文化財の重要性を周知する契機となった．

11月4日から2015年2月27日にかけては本センター展示室において 「地下の文化財辿報展」を1ifl1梢した．展示の

目玉となったのは．黒嬰南地区1310調森地点でみつかった縄文時代の人廿である．調究後．一時的に修復を終えた縄文

人骨は．多くの人々の関心を集めた．このほか同地点でみつかった縄文時代後期の土器を主体とし．黒愛南地区1309

調究地点における近代秘の出土望材料も展示した． 1月24El, 27日には辿報展の説明会をおこなうなどし．展示期間が短

いながらも163名の来館者があった

また．4月から6月にかけては本学の文学部教育学部．工学部の先生方から依頻を受け．発掘現楊やセンター展

示室の見学に対応したこれまで本大学が辿跡の 1：：に立っていることはとくに学生に対して周知が行き届いていな

かった．調査成呆や‘常設展示の公開は．学生に対する文化財の周知に貢献しており ．授業内容を充実化させるこ とがで

きた．次年度以降も こうした授業等への協力を積極的に受け入れたい

この他熊本大学構内において重要な成呆を得た調壺地点を示したパンフレット 「熊本大学地下の文化財」の作成を

おこなった以前には．、黒殿地区の日本粛i・ .:,ふ語・中国語 ・翰国訊版を作成しており，これによ って大学梢内を歩きな

がら辿跡の概要を把掘することが可能となった．本年度は． r熊本大学地下の文化財 本荘地区（本庄辿跡）」の日本話

版と英語版の作成を行っており．現地説明会や展示を見学にいらした方々に配布している． 3月には大学構内でとり

わけ重要な成果を得た調森地点の周辺に． 「学内サイン （地下の文化財案内板）」 が設協された黒嬰北 ・南地区に計10

箇所設悩し．各地点でみつかった辿物や辿構の概淡についてわかりやすく説明している．本学を訪れる方々 に大学が

辿跡の上に立っていることを実感して頂き．逍跡をより身近に感じてTiiけたら妍しいかぎりである．今後は地下の文

化財散歩などのイベントでの活用を検討している．

1.地下と地上の文化財散歩の開催

2014年5月12~14日： 「地下と地上の文化財散歩」黒嬰南コース 1}fl1/i!• 
2014年 5月15・ 16日： 「地下と地上の文化財散歩」本荘北コース 1if-l1lt 

（その他）

2014年春季 ：熊大通信 vol.52.国立大学法人熊本大学．

2 黒斐南地区1310調査地点の現地説明会の開催

2014年5月29日： 「縄文時代後期の埋葬人骨発見」に関する記者会見

会場 ：熊本大学事務局 3階特別会謡室

2014年5月3111:熊本大学埋蔵文化財謂l引tセンター現地説明会1}｝l1ii［ 参加者 ：約300名
（テレビ放送）

2014年5月29日： TKU スーパーニュース

: NHK クマロク

: RKK 夕方いちばん

: RKK 夕方いちばん

: KKT テレビタミン

: KAB くまパワ

2014年5月30日 ：NHK おはよう九州沖縄

（新聞報道）

付篇3 埋蔵文化財調査センター2014年度文化財活用活動記録
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2014年5月301:l:熊本日日新llfl28而

： i囮日本新聞 28而

：朝日新聞 33而

：侮日新聞 21而

：朝日新liH 31而

：読売新聞 30而

：日経新聞 39而

2014年5月30日 産経新聞 23而

（その他）

2014年夏季：熊大通信 vol.53. 国立大学法人熊本大学．

2015年 3月： 「発見！国立大学」「国立大学Jvol.36. pl2.国立大学協会．

3 五高記念館におけるテーマ展示「大宰府へつながる官道～黒斐キャンパスの古代史」および速報展示 「地下の文化

財速報展示」の開催

開催期間 ：2014年8月6日～10月20日 会場 ：熊本大学五邸記念館 来館者 ：2944名

2014年10月9・ 15日：ガイドツアー 「肥後官追90分の現地小旅行！」 1if-l1梢 参加者： 26名

2014年10月10・ 17日： 展示ガイド「15分でわかる肥後官道のッポ！」 1｝f-lil［ 参加者： 14名

（新聞報道）

20141[: 8月7日：熊本日日新聞 17而

4.本荘北地区1321調査地点の現地説明会の開催

2014年10月25日： 「熊本大学病院内で江戸時代の井手発見」に関する記者会見

会楊 ：熊本大学医学部附屈病院1翌理棟2階 第2会議室 B

2014年10月26日：熊本大学埋蔵文化財調査センター現地説明会1}｝j1枇 参加者：約30名

（テ レピ放送）

2014年10月25日： TKU ニュース

（新聞報道）

2014年10月26H：熊本日日新聞 21而

（その他）

2014年冬季 熊大通信 vol.55. 国立大学法人熊本大学．

5.埋蔵文化財調査センターにおける 「地下の文化財速報展示」の開催

耕l1韮期間： 2014年11月4日～2015年2月27日 会場：熊本大学埋蔵文化財調1tセンター 来館者： 163名

2015年 1月22・ 27日 ：展示解説I}tl1iii 参加者 ：52名

（新聞報道）

2015年 1月20FI:熊本日日新聞 15而

2015年 1月23「I:西日本新聞 29而

2015年 1月24日：朝日新聞 32而

（その他）

2014年12月241:I:「Espresso」vol.15.pl02. くまも と経済

6.授業等への協力

2014年4月161-1 : 本学文学部の杉1 1••他准教授と授業版修生10名が1310調査地点を見学
2014年4月18「I:本学教育学部の山本耕三准教授と授業版修生40名が1310調究地点とセンター展示室を見学

2014年4月24「I:本学文学部歴史学科考古学研究室の学生6名が1310調査地点を見学

：本学文学部の木下尚子教授の授業）i立修生70名がセンター展示室を見学

2014年4月25日 ：本学文学部の杉井健准教授と授業）i立修生19名が1310調究地点とセンター展示奎を見学

：本学教育学部の向縁育夫准教授と学生5名が1310調査地点を見学

2014年6月9R:本学文学部の木下尚子教授と授業股修生25名 （留学生）がセンター展示室を見学

付篇3 埋蔵文化財調査センター2014年度文化財活用活動記録



2014年 6 月 24 日 ： 本学工学部の重石光弘准教授と授業版修11~73名が1310臥ilft地、1!.［とセンター展ぷ寮を見学

2014年11 月 1 日：熊本大学ホームカミン グデイ による文化財散歩を 1}f•J1iii 参）Jll者： 17名

写真300 地下と地上の文化財散歩 写真301 黒髭南地区1310調査地点の現地説明会

写真302 五高記念館でのテーマ展示展示ガイドツアー 写真303 本荘北地区1321調査地点の現地説明会

写真304 センターでの速報展示展示解説 写真305 授業への協力（黒髯南地区1310調査地点）
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図9 「大宰府へつながる官道～黒髪
キャンパスの古代史」の新聞記事
（熊本日日新聞2014年8月7日17面
より縮小転載）

図10 「縄文時代後期の埋葬人骨発見」
の新聞記事
（熊本日日新聞2014年5月30 日28面
より縮小転載）
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図11 「熊本大学病院内で江戸時代の井手
発見」の新聞記事
（熊本日日新聞2014年10月26日21面
より縮小転載）

図12 「2014年度地下の文化財速報
展示」の新聞記事
（熊本日日新聞2015年1月20 日15面
より縮小転載）
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ふりがな ふりがな コード
北緯 東経 調査期間 調査面栢 調査原因

所収迫跡名 所在地 市町村 追跡番号

くろかみまヽ 閃ち

くまもと
32° 130° 20140401 学校敷地l}、J

1f！! 兵本 ’fl_’Iゞl ― 
馬炭IIIJ迅i跡 桂 オゞ I J 43 201 278 48' 43' ~• 5275.60対 の間発事業
(131 0地 ） くろかみ 4 7” 46" 20150320 に伴う

．'．l．l. ． 髪

(1 ほ本3んJj2：じ・追1ょ跡地っヽ、1•Ii)
くまもと 32° 130° 20140425 学校敷地内

翔含 本 リ，し
1指 4: 1 | J. 43 201 285 4 7' 42' ~ 1551.50ni の開発事業
ほんじ ょう 49" 44" 20141209 に伴う

イメ ；ll; 

ほんじょう
くまも と 32° 130° 20141127 学校敷地内

懇1!含 4< リ，し
本｝こじ辿跡 巨ィs I I J. 43 201 285 47' 42' ~ 230.60ni の開発事業

(1 3 2 2地，1.’i.） ぽんじ ょう 49" 44” 20141202 に伴う
本；／i:

ほんじ：辿ょ跡う
靡くまもと 32° 130° 20140603 学校敷地内

4： リ閃，し
本庄 4メ 43 201 285 4 7' 42' ~ 487.70ni の開発事業

(1 3 2 5 地．I•Ii) （え／vじょ 49" 44” 20141113 に伴う本；／1：

きょうまちだい
くまも と 32° 130° 20140911 学校敷地l}、J

1預僕委 本イメ
I ’I ’‘I . 

京Ill―［1台7辿地跡、•.' 1 1』. 43 201 238 49' 42' ~ 747.90面 の開発事業
(1 4 .iJ きょうまち 05” 16" 紙紐I|I に伴う

・99』',ヽ・ lll J. 

ほんじじ辿ょ跡う
くまもと 32° 130° 20141016 学校敷地内f!g ォメ リ，し

本l ．fi．g ．． 小こ I l』. 43 201 285 4 7' 42' ~ 148.26ni の開発事業
(1 4 2 3地，＇・1i) ほんじ ょう 53” 45" 継続III に伴う

本 41:

ほんじ ょう
くまもと 32° 130° 20141117 学校敷地内

削!!委 小ゞ りII しJ. 
本庄辿跡 恒 4メ 43 201 285 4 7' 42' →←→ 2141.0対 の開発事業

(1 4 2 6地］．Ii.） じf./vじょっ 48” 41" 20141224 に伴う
オ< ;ll: 

※北緯 ・束経の数値は世界測地系に基づく値です

所収逍跡 種 別 主な時代 主な逍構 主な逍物 特記事項

黒くるか愛みよIIIらJ辿いせ跡3<I•t人乍
竪穴{:l_：．居 ・汁Ii:. 縄文—1：器 · 石器 • -I.: f:lli 

狛落 j:II--
縄文 ・古代・近枇 ・

ピット ・土坑 ・
器 ・須忠器・紡錘車 ・

縄文人41・
(1 3 l 0地．＇・’.I:） 近現代 古銭 ・鉄製品・銅製品・

土坑硲 ，配石蒻 陶磁器 ・土製品 ・人骨
I!人じょういせ3 竪穴住居 ・溝 ．
本3庄 逍J.」跡也 集 裕 h1・・ 古代 ・近世 土師器・須忠器 井手

(1 2 .'.1:0 ビット・石垣

l」:は本んじょう2辿い」せ跡也さ、1
(1 3 z".'.O 

狛裕 J:l|・・ 古代 溝・ ピッ ト こl淵ili器・須恵器

本／は人じょ1そう5辿い地せ跡さ、1
(132.':O 

集裕址 11［イt 竪穴fl：屈 ・溝 ・ピット 土師器 ・須忠器

京さょう2らだ台い辿い地せ跡、1さ•Ii. 弥生土器 ・土師器 ・llff 狛落址 弥生 ・古代 ・近枇 竪穴住屈 ・溝・ピット
(1417 ) 陶磁器

本はんじ庄ょう3辿い跡」せ也さ，＇ 
(l 4 2.'.() 

狛落 l•II: 古代 溝 土Iiili器 ・須忠器

ほ本んじ庄ょう6辿い：地せ跡S 、1
(1 4 2.'.O 

集裕址 古イし； 竪穴11•:J1 1:. ． i,'lj: ・ ピ ッ ト :I: f:ili斜杵 ． 牙i見了、器枯
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